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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話「冒険開始！」

第二話「世界の危機！」




　あとがき








　　　『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・オンライン』用語集




ＭＭＯＲＰＧ（ＭＭＯ）：Massively Multiplayer Online Role-Playing Gameの略。「大規模多人数同時参加型オンラインＲＰＧ」などと呼ばれる、コンピューターとネットワークを介して遊ぶオンラインゲーム。

ベータテスト：開発中のゲームを、正式公開直前のバージョンをユーザに公開し、実際に遊んでもらって評価してもらうこと。開発初期のバージョンを用いる、アルファテストが行われることもある。

サーバー：ＭＭＯにおいて、プレイヤーがプレイをするための接続先のコンピューターである。ひとつのゲームに複数のサーバーを持つゲームも多い。

いなっち：株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ　富士見書房ブランドカンパニー　ドラゴンブック編集部　副編集長　稲垣健氏の愛称。

ログイン：ネットワークやコンピューターに接続すること。本リプレイの場合は、ＭＭＯ『アリアンロッド・オンライン』に参加することを指す。

ログアウト：ネットワークややコンピューターへの接続を切ること。本リプレイの場合は、ＭＭＯ『アリアンロッド・オンライン』から離脱することを指す。

















本書に書かれている物語はすべてフィクションである。

登場人物名・団だん体たい名めい、設せつ定ていなどは架か空くうであり、

実在するものとはまったく関係がない。





───ほんとだよ？











　稲垣健いながき・けん

　三六歳さい、独どく身しん。

　職しよく業ぎよう、編へん集しゆう者しや。

　週末は仕事を忘わすれる───




「──なんて、無理だよなぁー」

　稲垣は、ベッドにひっくり返ってつぶやいた。ドラゴンブック編集部の副編集長である稲垣は、土曜日である今日も、作家との打ち合わせに週明けまでの原げん稿こうの校正と、たっぷり仕事をして、自分の部屋に帰き宅たくした時にはもう夜一〇時をまわっていた。

　夕食はひとりで駅前のラーメン屋ですませた。

「でもまぁ、あのラーメンはうまいからいいかぁー。それに、休みだったとしても……」

　休みだったとしても、デートする相手もいないし……、と言いそうになりちょっとセンチメンタルな気分にひたる。

　嗚あ呼あ、このまま自分の青春が原稿用紙とゲームの企き画かく書しよがうずたかくつまれたダンジョンの奥おく底そこで、灰はいとなっていくのか……。

　ピッ、ピッ。




　メールの着信音だ。

「あ、そういやメールがいくつか来ていたな」

　スマホを取り出して、あらためてチェックをする。

　来週のＴＲＰＧのオフ会の打ち合わせ──キャラ作っとかなきゃ。

　母からのメール──また、見合いの催さい促そくだ。

「はぁ…………」

　仕事も順調、年ねん齢れいも十分な稲垣が、この都会の真ん中で独身生活を謳おう歌かするのは理り解かいできないらしい。たびたび、見合いの話を持ってきては、うるさく催促する。

　いわく、孫の顔が見たい───だって？

「そりゃ、オレだってひとりでいいと思ってるわけじゃないけどさぁ」

　決して努力をしていないわけではないが、残念ながら稲垣はまだ運命の女じよ性せいには出会ってはいない。やはり自分のオタク趣しゆ味みを理解してくれる女性でないと───、それは親の紹しよう介かいするお嬢じようさんではなかなか難むずかしい。

　そして、次のメールは取引先のゲーム制せい作さく会社の副社長からだった。

「あれ？」

　わざわざ、プライベートに送ってきたメールである。確かに、時々仕事の外でも遊びに出かける相手ではあるが、今回のメールは仕事と遊びのはざまだった。

「ああっ、『アリアンロッド・オンライン』のベータテスト始まってる！」

　稲垣が手がけたゲーム『アリアンロッド』が、この夏、新方式のＭＭＯMassively Multiplayer Onlineとして世界同時にサービスを開始する。そのベータテストが始まっているのだ。

　メールには、稲垣用のアカウントが記き載さいされていた。

「オレもログインしよう」

　稲垣は、マシンを立ち上げ、会社から持って帰っていたヴァーチャル・ヘッドセットとグローブをつけた。

　新方式！　完全ヴァーチャル・ログイン!!

　と謳うたわれた新しいデバイスである。五感を完全にヴァーチャル空間に同期し、ファンタジー世界エリンディルの住人となるのだ。




「すげぇな、これ」

　センチメンタルな気分は、もうどこかへ消えていた。

「オレの青春が灰と隣となり合あわせのままダンジョンで終わるはずがない」

　つぶやくと、稲垣は、




　冒ぼう険けんの大地へ降おり立たった！
















　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆すべての始まり




「婚こん活かつリプレイですか!?」

「えっと……あの……」




　二〇一四年某ぼう月げつ某ぼう日じつ、ＴＲＰＧ制作会社ファーイースト・アミューズメント・リサーチ（以下、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．）の会議室。

　ふたりの男が差し向かいで話はなし込こんでいた。

　ひとりは稲垣健、株かぶ式しき会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ　富ふ士じ見み書しよ房ぼうＢＣのドラゴンブック編集部の編集者である。丸みのあるふくよかな顔にメガネをかけて、普ふ段だんからよく笑う温和で気さくな好人物だ。

　もうひとりは鈴吹太郎すずふき・たろう、つまり本書の著ちよ者しやであるわたしのことだ。

　ふたりは今年、『アリアンロッド』発売一〇周年を記念して、一冊さつリプレイを出しゆつ版ぱんしようと企き画かくを練っているところだった。




　まず説明をしよう。

『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』（以下、『ＡＲ２Ｅ』）とは、富士見書房から発売中のＴＲＰＧである。

　ＴＲＰＧというのは、〝テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム〟（Table Talk Role-playing Game）の略りやく称しようで、司会進行役のゲームマスター（以下、ＧＭ）と数名のプレイヤーが集まって行なう遊びである。

　プレイヤーは、各自がひとりのプレイヤーキャラクター（以下、ＰＣ）を担たん当とうし、ＧＭが用意したシナリオの中で、ＧＭが演えんじるノンプレイヤーキャラクター（以下、ＮＰＣ）と会話したり、罠わなをかいくぐり怪かい物ぶつと戦うという冒険を繰くり広ひろげるのだ。

　よく聞くＲＰＧとどこがちがうのかというと、ゲーム機やコンピュータを使わず、人間が会話だけで進めるゲームなのだ。ゆえに、アナログゲーム、卓たく上じようゲームなどと呼よばれたりもする。

　冒ぼう頭とうのテキストには『アリアンロッド・オンライン』なるコンピュータを使ったオンライン・ゲームが登場するが、ことわり書きにあるとおり、あくまでもフィクションである。




　だが、稲垣健（三六歳　職業：編集者）が独身で、絶ぜつ賛さん婚活中なのは現げん実じつである。




　ここのところ、打ち合わせのたびに稲垣さんの婚活が話題にあがり、飛び交う冗じよう談だんの中に「稲垣さんの婚活リプレイを出版しよう！」というネタが繰くり返かえし登場していたのである。既き刊かんのリプレイで見かけた方もいらっしゃるだろうし、ニコ生やラジオでこのネタを聞いた方もいるかもしれない。

　読者が誤ご解かいしないように説明しておくが、これは〝ウケるためなら自分のプライベートもさらす〟〝ネタになるなら自分自身もためらいなく捨すてる〟という、鬼おにのような編集者魂だましいのなせる業わざであって、決して公こう私し混こん同どうではない。

　少なくともわたしはそう考えている！

　……ほんとだよ？




鈴吹：稲垣さん、それで……〝婚活リプレイ〟で、本当に企画通るんですか？

稲垣：通りません！（キッパリ）




　通らないのかよっ!!

　というツッコミの言葉を飲のみ込こんだわたしは、富士見書房がまともな会社であることに、ちょっとホッとした。

　稲垣さんは、メガネのツルを中指で押おし上あげると、表ひよう情じようが仕事モードに切きり替かわった。




稲垣：それでですね、企画を考えました。

鈴吹：ほう。

稲垣：発売した頃って『アリアンロッド』は、オンラインＲＰＧっぽいってのもウリのひとつだったじゃないですか？

鈴吹：ああ、そうでしたねぇ。あの頃は社内でもＭＭＯが流行っていて……（遠い目）。

稲垣：そこでですね、『アリアンロッド』が近未来型のオンラインゲームになって、その中での冒険を描えがく、というスタンスでリプレイを収しゆう録ろくしたらどうだろうと思いまして。

鈴吹：なるほど。架空のＭＭＯ『アリアンロッド・オンライン』ですね。

稲垣：はい。

鈴吹：テーブルトークのキャラクターデータは、ＭＭＯ内のキャラクターを表ひよう現げんするものとして、背はい景けいにはリアル世界のプレイヤーを設定するというリプレイですね。

稲垣：そうです。

鈴吹：まぁ、オンラインＲＰＧ世界で冒険ってのは今流行のネタでもあるんで、いいかもしれませんね。

稲垣：そうなんですよ。だから、このネタにはあっさりＯＫが出まして……。

鈴吹：早っ！　もう企画通っちゃったんですね。

稲垣：はい、とりあえず私わたしが企画書を書いて、会議は通りました。くわしい内ない容ようは鈴吹さんと打ち合わせようと。

鈴吹：ＯＫです。それでいきましょう。じゃ、提てい出しゆつした企画書をとりあえず見せてください。

稲垣：あ、それが……、えっと……、これです。




　稲垣さんは、なぜにか恥はずかしそうに、オズオズと一いち枚まいの書類を取り出した。




鈴吹：フムフム、まぁこれでいけそうだな………………。

稲垣：……？

鈴吹：…………稲垣さん？

稲垣：はい……。

鈴吹：このタイトルはなんです？




　企画書の署しよ名めいの欄らんには、あふれんばかりの文字が躍おどっていた。

『オレの青春が灰と隣となりり合わせのままダンジョンで終わるはずがない（仮かり）』




稲垣：ほら、こういう長いタイトルって最近の流行じゃないですか。

鈴吹：ええ、それはいいんですが……。

稲垣：ほら、リアルさびしい──私みたいな男が、ＭＭＯ内でプリティな女の子と出会い、淡あわい恋こいに落ちるっていうロマンスは必ひつ須すじゃないですか！

鈴吹：……まぁいいです。で、どんなゲームをするイメージですか？

稲垣：できれば１レベルで。ゲームを始めたばかりの初うい々ういしい感じがいいんじゃないかと。

鈴吹：なるほど。

稲垣：でも、できればＰＣはなんかチート級の強さをオレ……じゃなかったＰＣは持っている方がいいなぁ。

鈴吹：はぁ。

稲垣：そして、待ち受けるダンジョン！　冒険!!　激げき闘とうの果てに迎むかえるハッピーエンド！

鈴吹：あ……はい。

稲垣：ですから、プレイヤーに可愛い女の子を呼よんでもらってですね、私もプレイヤーとして参加……。




　結局、婚活リプレイかよっ!!




鈴吹：つまり、〝ＭＭＯな切り口〟に見せかけた、実は婚活リプレイを出版しようと!?

稲垣：いや、そこまでではないんですが……。

鈴吹：…………（沈ちん思し黙もつ考こう）。

稲垣：えっと……。

鈴吹：よござんす！（くわっ、と目を見開く）　その代わり、稲垣さんがＰＣ①ですからね。いいですね!!

稲垣：はい、がんばります。




　これは編集者魂のなせる技であって、決して公私混同ではない。

　少なくともわたしはそう考えている！

　……ほんとかな？




　というわけで出版されることになったのが本書である。

　本書はテーブルトークＲＰＧ『ＡＲ２Ｅ』のリプレイである。本書の中に登場する『アリアンロッド・オンライン』（以下、『ＡＲＯ』）は架空のオンラインゲームだ。

　Ｐ８からのテキストは、そのリプレイのプロローグである。

　さて、どんなことになるやら……。







◆Preplay02◆集まったプレイヤーたち




　時は流れ……リプレイ収録の当日である。

　場所は、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．会議室。

　そこには、ふたりの男だん性せいと、ふたりの女性がいた。

　ちなみに、わたし、すなわち鈴吹はまだ登場していない。

　ここでの会話はあとで聞いたものである。

　では、その四人を紹介しよう。




稲垣健

　三六歳独身、職業：編集者。本ほん編ぺんの主人公である。




菊きく池ちたけし

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．専せん務む取とり締しまり役やく副社長にして、『ＡＲ２Ｅ』のデザイナー。そして、稲垣健のマブダチでもある。

　今回のリプレイの企画について、あますところなく伝えたところ、「よしっ、それならオレがプレイヤーとして参加して、いなっち（稲垣さんの愛あい称しよう）を盛もり上あげるぜーっ！」と参加することになった。




大おお竹たけみゆ

　フリーで活動する女性声せい優ゆう。ＴＲＰＧ部ルティナスの部長。昨年完結した『アリアンロッド・サガ・リプレイ』（以下、『無印』）シリーズでは、ヒロインのピアニィを演えんじた。さらに『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・オーバーキル』では、著者にも初はつ挑ちよう戦せんしている。

　稲垣さんとは旧きゆう知ちの仲で、今回はどちらかというと「いなっちを盛り上げたい」という友ゆう情じようによる参加である。




　そしてもうひとりは、『ＡＲ２Ｅ』のリプレイ初参加の音ね々ねちゃんである。




稲垣：あ、どうも初めまして。富士見書房の稲垣です。

音々：初めまして（ペコリ）。

大竹：音々ちゃんは役者さんなんですよ。

稲垣：おー、じゃ声優さん？

音々：いえ、舞ぶ台たいの方です。

稲垣：へぇー。

菊池：稲垣さん、今日は特等席だよね（笑）。

稲垣：（左右を見て）そうですね！（[image: ↑]にこにこ）




　ちなみにその時の席はこんな感じ[image: ←]

[image: ]




稲垣：いやあ、両手に花のこんな華やかな席に座らせてもらえるなんて、この〝婚活リプレイ〟（注・違います）の企画を通してよかったなぁ！（一同爆ばく笑しよう）

音々：稲垣さん婚活中なんですか？

菊池：ええ。このリプレイも、編集者・稲垣健の野望の具現化みたいなもので……（笑）。

大竹：いなっち、公私混同！（笑）

稲垣：人聞きが悪いですよ、菊池先生！（笑）　やっぱり、恋愛ネタはウケがいい。……そこで、本企画は私自身がネタになって、読者さんを楽しませようという戦略の………。

音々：でも、婚活が上手くいったら？

稲垣：超嬉しい!!　もう死んでもいい！

一同：正直者だっ!?（一同大爆笑）

菊池：ていうか、死んだらダメだろ！（笑）




　ここでやっとわたしが登場する。




鈴吹：皆さんこんにちはー。ＧＭの鈴吹太郎です。今日はよろしくお願いします。

一同：よろしくお願いしまーす。

鈴吹：それじゃあ、まず……。

音々：（手を挙げて）質しつ問もん。

鈴吹：はい。

音々：ゲーム中はなんて呼んだらいい？　ＧＭ？

鈴吹：え？　別にいいよ普ふ通つうで。

音々：じゃあ、お父さんって言ってもいいのね。

鈴吹：うん。

稲垣：えっ!?　お・父・さ・ん？




中島音々なかじま・ねね

　フリーランスの女性俳はい優ゆう。あちこちの小しよう劇げき場じように出演しながら、現げん在ざい修しゆ行ぎよう中の身。

　かつて鈴吹マユリという名で、『アルシャード・セイヴァー』のリプレイに出しゆつ演えんしたことがある。『アリアンロッド』は高校生の頃、よくプレイしていた。

　鈴吹太郎こと中島純一郎なかじま・じゆんいちろう、つまりわたしの長女である。

　見かけたら応おう援えんしてやってください。よろしくお願いします。




稲垣：え──っ、社長の娘むすめさんなんだっ!?

音々：はい（ニコニコ）。

大竹：あれ、知らなかった？

稲垣：ダメだこりゃー（ガックシ）。

音々：？

大竹：（小声で）お父さんの前じゃやりづらいですよね（笑）。

菊池：（小声で）だが、稲垣さんはここで婚活を諦めるような男じゃない（笑）。

稲垣：いやいやいやいや、ここであきらめちゃいかん（ムックリ）。

音々：？？

稲垣：（鈴吹に向かって）お父さん！

鈴吹：あんたにそう呼よべとは言ってねぇ!!







◆Preplay03◆さて、ゲームを始めましょ




　で、全員そろったのでゲームを始めようと思ったのだが……

「でさ、やっぱオタク趣味をわかってくれる相手じゃないと結けつ婚こんできないでしょ」

「ふむふむ」

「だから、見合い相手にいきなり自分の趣味がＴＲＰＧだって話すわけよ」

　オタクの見合いの話でひとしきり盛もり上あがり、稲垣は年長者の話に熱心に耳を傾かたむけた。

　──なかなかゲームは始まらない。




菊池：社長、そろそろセッション始めませんか？

大竹：やろう。

ＧＭ：さあ、それでは真ま面じ目めに始めよう。

稲垣：はい、やりましょう。

ＧＭ：まずはプロローグです。聞いてください。

稲垣：はい。




　Ｐ６からのテキストを読みあげるＧＭ。




一同：なにそれーっ（爆笑）。

ＧＭ：ま、今日のセッションの雰ふん囲い気きをつかんでいただこうと。

音々：つかんだ（笑）。

菊池：社長、これ用意してきたんだ？（笑）

ＧＭ：うん、どうせ原稿にする時に書くからね。プロローグはこのまま本に載のせるよ。

大竹：雰囲気はわかりました（笑）。

ＧＭ：今度は、ゲームの今回予告を読みあげるよ。




●今回予告

『アリアンロッド・オンライン』

　未来型デバイスを用いた、完全没ぼつ入にゆう型ＭＭＯＲＰＧ。

　サービス開始を目の前に、世界的規き模ぼで、ベータテストが始まった。




　冒険の大地に降り立った冒ぼう険けん者しやたち。

　彼かれらを待ち受ける、

　危き険けんなダンジョン！

　手て強ごわいモンスター！

　お宝たからと成長点！

　そして、仲間たちとの出会い!!




　冒険の大地エリンディルで、キミはなにを見つけるのだろうか!?




　アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・オンライン

『オレの青春が灰と隣り合わせのままダンジョンで終わるはずがない』

　第一話「冒険開始！」

　冒険の舞台が君を待つ！




ＧＭ：という、アリアンロッドとは思えない、リプレイのタイトルで（笑）。

稲垣：あははは。

ＧＭ：皆さんにはちゃんと説明するよ。まず、こんな企画になったかというと……。




　ざっと経緯を説明するＧＭ。




大竹：えー、婚活リプレイは企画通らなかったんだー。

菊池：あたりまえだ（笑）。

稲垣：まあ、個人の欲望を、本にするのはちょっと……。

ＧＭ：富士見書房の上司はまともだったって話で。

稲垣：ということでＭＭＯをテーマにした物語は最近流行ってるし、『アリアンロッド』って、やっぱりもともとＭＭＯっぽい雰囲気だったので、いいんじゃないかなって思いこういう企画になりました。

ＧＭ：そのため。今回は、こう……難しい設定です。

菊池：普通のＴＲＰＧはプレイヤーとＰＣの二重構造。しかし、今回はさらにゲームを遊ぶプレイヤーが入って三重構造になる───メッチャ難しいですよ。

ＧＭ：そうなんですよ。ＴＲＰＧのプレイヤーがＭＭＯのプレイヤーを演じて、ＭＭＯのプレイヤーがＭＭＯ内のキャラクターをやるっていうね。

音々：なるほど！

ＧＭ：だから、ハンドアウトは、そういう多重構造を意識して作りました。自然にプレイできるようになっているはずです。

稲垣：ありがとうございます。

大竹：えへへ。

ＧＭ：あとゲームの名前は、セッション中は、ＴＲＰＧの方を『ＡＲ２Ｅ』、ＭＭＯの『アリアンロッド・オンライン』を『ＡＲＯ』という風に区別して使います。

一同：はーい。




●ハンドアウト

▼ＰＣ①：稲垣さん

　キミは某ぼう出しゆつ版ぱん社しやの編集者だ。

　キミが手がけたゲーム企画『アリアンロッド・オンライン』のベータテストが始まった。

　編集者としても、ひとりのゲーマーとしても、これには参加せずにはいられない。

　だが、キミの心にはひそかにしまわれた、もうひとつの目的があった……。




ＧＭ：ということで、ＰＣ①は稲垣さんです。

稲垣：はい！

菊池：ハンドアウトはＭＭＯプレイヤーの設定なのね。

ＧＭ：そうそう。ＴＲＰＧプレイヤー、つまりリアルとほとんど変わらない（笑）。

大竹：〝目的〟に〝したごころ〟ってふりがなを……（笑）。

稲垣：いえいえいえ！（笑）

菊池：ＭＭＯで出会って、本当に結婚している人もたくさんいますからね。

大竹：そうですね、ＭＭＯ婚はありますものね。

ＧＭ：ＴＲＰＧも、ありますよ。人との出会いのあるゲームですから。

稲垣：そう、周り結けつ構こういるんですよね。

ＧＭ：わたしが昔っから知っている女性プレイヤーは、みんなＴＲＰＧ仲間と結婚した。

稲垣：へー。

ＧＭ：女性プレイヤーの知り合い自体が多くはないですけどね。

稲垣：いやー、うらやましいです。

音々：あたしはまだ結婚してないから、ちがうよ？

ＧＭ：昔っから知ってる女性って言ったでしょ。

音々：だから、あたしのこと、二〇数年前から知ってるでしょ（笑）。

ＧＭ：もう（笑）、なんでこんな理り屈くつこねる娘に育っちゃったのかね。

音々：父の影えい響きようです。

ＧＭ：すみません（一同爆笑）。

菊池：すごいな（笑）。社長につっこめる珍めずらしい人材だ。

稲垣：音々さんもＴＲＰＧプレイヤーと結婚すれば丸く収おさまりますよ。

音々：あー、それはいいかも。

稲垣：（ニコニコ）。




▼ＰＣ②：大竹さん

　キミはフリーランスの声優だ。

　キミが参加したゲーム企画『アリアンロッド・オンライン』のベータテストが始まった。

　なにはともあれ、ひとりのゲーマーとして、これには参加せずにはいられない。

　さて、どんなキャラを作ろうか……。




ＧＭ：割わりと大竹さんっぽい感じを狙ってみました。

大竹：うん、あたしっぽい。

菊池：ていうか、まんまでしょ！（笑）

ＧＭ：で何故、今日、大竹さんに参加してもらったかというと、大竹さんがわたしとＭＭＯ友達だから。

一同：へぇー。

大竹：某ＭＭＯで、社長や悠羅さん、それにＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．関係の方がけっこう入っているギルドで遊んでいるんですよ。

稲垣：なるほど！　それはこの『アリアンロッド・オンライン』のプレイヤーにうってつけですね。

ＧＭ：でしょー！（笑）




◆ＭＭＯあるある：大竹みゆの場合

大竹：ＭＭＯというと、あたしはある女性プレイヤーさんから、男だと間ま違ちがえられて、告白されたことがあります。

稲垣：はー。

菊池：いきなりラブ話か！（笑）

大竹：本気だと悪いなって思って、自分が女性だって話して分かってもらったんですけどね。

音々：そういうこと、よくあるんですか？

ＧＭ：ＭＭＯ婚がある世界だからねぇ。

大竹：ええ、そういうこともあって、

ＧＭ：それは、心理的に大変だったでしょう。

大竹：ええ、ちょっと（笑）。

菊池：ＭＭＯの場合、っていうよりネットはすべてそうなんだけど、プレイヤーがどんな人かわからないところが、悲喜劇を産むことはあるけどね。

稲垣：ネカマとか？




ネカマ

　現実世界の男性が、ネット上で女性に成りすますこと。

　ＭＭＯにおいては、男性プレイヤーがやる女性キャラクターを意味する。

　ちなみに、逆の場合「ネナベ」と言ったりもする。




菊池：社長はＭＭＯではネカマなんでしょ？

ＧＭ：確かにＭＭＯで女性キャラクターをやってはいますけど………。

音々：えぇえぇっ！　そうなの!?　家に帰ったらみんなに言おう（笑）。

ＧＭ：待つんだ、音々ちゃん!?（一同爆笑）

菊池：キミのお父さんはねぇ～、ＴＲＰＧの世界でも女性キャラクターをプレイする男性プレイヤーの先駆者として、たいへん有名なんだよ～（笑）。

ＧＭ：話をややこしくしないでください、菊池さんっ!!（一同爆笑）

菊池：す、すんまへん（笑）。

ＧＭ：まあ、ネカマというのは、ネットスラングで、人によって意味する範囲が違うから、慎重に扱うべき言葉なんだ。

大竹：確かに、男性プレイヤーが女性キャラをやったり、女性がその反対のことをすること自体が〝なりすまし行為〟っていうわけじゃないですからね。

音々：ふむふむ。

ＧＭ：まあ、ＭＭＯはかように奥が深いということで、次は音々ちゃん、ＰＣ③です。




▼ＰＣ③：音々ちゃん

　キミはフリーランスの役者の卵たまごだ。

　なんでも『アリアンロッド・オンライン』のベータテストが始まったらしい。

『アリアンロッド』は学生時代にプレイした思い出深いゲームだ。

　なぜにかベータテストのアカウントを手にしたキミは、ログインしてみることにした。




音々：（手を挙げて）質問、お父さんはゲーム会社の社長って設定なんでしょうか？

ＧＭ：あー、それね。どうしようかなー（笑）。

大竹：でも、そのこと知らずに、役者の卵の音々ちゃんといって紹介する方がおいしいですよね、イナッシー。

稲垣：それ、中の人のことを知って「ダメだこりゃー」と叫さけぶための伏ふく線せんですか!?（爆笑）

大竹：あら、そうなるかしら。

稲垣：大だい丈じよう夫ぶです！　そんなことではめげませんっ!!　（ＧＭの方を向いて）お父さんっ！

ＧＭ：それは、もういいっ!!

音々：わかりました、じゃあお父さんが社長だってことは内ない緒しよにしますね（ニコニコ）。

ＧＭ：では、それで。音々ちゃん終わって。次ＰＣ④、菊池さん。

菊池：ふっ。




▼ＰＣ④：菊池さん

　キミは某ぼうゲーム制作会社の副社長だ。

　キミが手がけたゲーム企画『アリアンロッド・オンライン』のベータテストが始まった。

　とりあえずキミは、１ユーザーとしてテストに参加するためにログインする。

　だが、キミの心にはひそかにしまわれた、もうひとつの目的があった……。




菊池：なんですか、これ、最後の一行。

ＧＭ：いや、そんなの菊池さんが考えてくださいよ。

菊池：投げっぱなしだ！（笑）　まあ、何か考えておきます。で、それはそうと、ＭＭＯといえば、こんな話がありまして……。




◆ＭＭＯあるある：菊池たけしの場合

菊池：あるＭＭＯで遊んでいたとき、ある女の子プレイヤーさんと意気投合したんですよ。

音々：ほほーう。

菊池：で、どうもその人がライター〝菊池たけし〟のファンらしくて。話の流れで、つい、私がその菊池たけしなんです……って打ち明けたんですよ。

大竹：じゃあ、きっとすごく喜ばれたりしたんですよね。

菊池：そう思うでしょ？

音々：違うんですか？

菊池：これがもう、まったく本人だと信じてもらえなかったんですよ。「そんな偶然が、あるわけない！」って（笑）。

一同：ああぁ～。

菊池：で、オチは「菊池たけしの騙かたりが出た」って言われたという……。

音々：本人なのに成りすまし扱いされたんですね（笑）。

稲垣：これも、相手の素顔が見えないがゆえの悲劇ですね（笑）。




●ＰＣ作成

ＧＭ：では、ハンドアウトの配付が終わったところで、キャラクターを作成します。

稲垣：はい。

ＧＭ：キャラクターは、１レベルです。皆さん、ベータテストが始まったばっかりで、作りたてという設定です。レギュレーションはガイドありあり───『スキルガイド』『アイテムガイド』のルール・データを使用する形式を採用します。というわけでキャラクター作成をお願いします。

一同：はーい。




●ＰＣ紹介

ＧＭ：───では、できあがったキャラクターの自じ己こ紹介をお願いします。ＰＣ①の稲垣さんから。




▼ＰＣ①：稲垣健の場合───イナッシー

稲垣（以下、イナッシー）：はい、ＭＭＯのキャラクターを紹介すればいい？

ＧＭ：キャラクターだけど、必要ならＭＭＯプレイヤーも紹介してください。まぁ『ＡＲＯ』に関するところでなんか設定とかあれば。

イナッシー：では、ＭＭＯのプレイヤーは稲垣健、三六歳独身。

菊池：知ってる（笑）。

イナッシー：気晴らしで、というかまあ、オレが仕事で関かかわっているゲームが、念願のＭＭＯに！　もうやるしかないだろう、みたいな感じでウキウキとログインしました。最近、兄あに貴きがやっているオンラインゲームの友人の結けつ婚こん式しきにいって来たので、オレもそれで出会えるといいなーと思ってます。それはリアルな話です。

ＧＭ：ああ。え、兄貴？　それってＭＭＯプレイヤーの設定上の？

イナッシー：いや、リアルなオレの兄貴です。オレも兄貴と一緒にとあるＭＭＯをやってたんですけど、オレは早々に離り脱だつして兄貴だけがずっとやってて、その友人の話です。

大竹：ネット恋愛に興きよう味みは？

イナッシー：そうですねー、興味はあります（笑）。でもゲーム自体もすごく好きなんでー、まぁ、機会があればってことですかねー。

菊池：なんで、そんな歯切れ悪い言い方なの？（笑）

大竹：隠された目的だから（笑）。

ＧＭ：で、それを目指して始めたと。

大竹：ポジティブにね。

イナッシー：じゃあ……そういうことで。ポジティブに！　自分、女の友達があんまりいないんで、とりあえず交友関係を広げてね、明るい性せい格かくになりたいなーと思って。

ＧＭ：いいですねー。

菊池：明るい性格（笑）。

イナッシー：キャラクターはその、滅ほろびた王国の王子様。国を奪うばった人たちに復ふく讐しゆうするために冒険者になった、みたいな設定でいきます。ライフパスがそういう風になったので。

ＧＭ：稲垣さん、王侯貴族だから滅びた王国の王子様だけど、今は編集をやっているとかになりますよ。

イナッシー：いや、家か系けいはアラハバキ王国の……。

菊池：なんだよそれ、滅びた王国？（笑）

イナッシー：リアル滅びた王国（笑）。

菊池：その王子様、アラハバキ王国を復ふつ活かつさせるためにゲームを売っている（笑）。「このゲームが[image: 100]万本売れれば、アラハバキ王国が復活する！」みたいな感じ？

大竹：いいですね。

ＧＭ：面白いけど、ライフパスはさすがにプレイヤーの設定にするのは無理があるね。リアルプレイヤーが亡国の王子とか言われると、さすがに引くなぁ。

菊池：逆に、ＰＣに設定がつくＭＭＯは面白いかもしれない。

ＧＭ：ああ、なるほど。ロールプレイの材料として、ライフパスは『ＡＲＯ』内のキャラクターのデータということにしましょう。最初に言ったとおり、『ＡＲＯ』のプレイヤーの設定は、リアルプレイヤーの設定となるべく近いものにするってことで。

イナッシー：はーい。じゃあ、イナッシーが、アラハバキ王国の王子。彼を操るＭＭＯプレイヤーが、編集者の稲垣健、ということで（笑）。

ＧＭ：ちなみに。キャラクターのデータは？

イナッシー：基本ルールブックのサンプルキャラクターを使いました。「炎の賢者」です。

大竹：火属性のメイジですね。

イナッシー：はい。エルダナーンの二枚目ってことで（笑）。

ＧＭ：わかりました。



















▼ＰＣ②：大竹みゆの場合───ノアル・ローゼン・クイン

ＧＭ：はい。じゃあ、大竹さん。

大竹（以下、ノアル）：はい。ＭＭＯキャラクターの名前はノアル・ローゼン・クイン。

ＧＭ：おお、いいっすね。さすがの大竹テイスト！

稲垣：えぇっ？　どういう意味？

ＧＭ：いかにも大竹さんがつけそうな名前じゃないですか（笑）。ミドルネームがなきゃ、やっぱり。

菊池：薔ば薇ら女王ですよ（笑）。

ノアル：ＭＭＯプレイヤーはフリーランスの声優で、稲垣さんとは知り合いです。

菊池：まんまか（笑）。

ＧＭ：まんまがいいです。

ノアル：種族はヒューリンなんだけど、フェイ（ナイトメア）との混血です。




フェイ

　陰鬱な表情を浮かべる美少女の姿をした妖精の一族。人に悪夢を見せる能力を持つ。もともとはエネミーとして登場した。

『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ　スキルガイド』に掲載されている。

ノアル：クラスはシーフ／アルケミストで、鞭使いです。

イナッシー：じょ、女王様？

ノアル：えっと、陰かげのあるキャラクターをやりたいと思って（笑）。

ＧＭ：じゃ、キャラクターの設定をどうぞ。

ノアル：えーと、ちょっとイナッシーのキャラの設定と合わせて……、とある王国に仕えていました。

イナッシー：おー、ありがとうございます。

ノアル：両親はヒューリンとナイトメアで《ハーフブラッド》。

ＧＭ：お母さんがナイトメアなんだ？

ノアル：あ、そっちの方が綺き麗れいですかね。

ＧＭ：悲ひ恋れんだったの？

ノアル：そこは考えてないです。とにかくお母さんと一緒に王国に仕えていて。何をしていたかというと、ナイトメアなので悪あく夢むを見せることができるんですよ、その能力を使って敵てき国こくにいろいろとスパイ工作とかしてた。

ＧＭ：あー、ライフパスの出自［闇の一族］ね。

ノアル：そうです、そうです。その王国を盛り上げていったんですけど、ある日、没ぼつ落らくしてしまい、たぶん国ごと無くなったのかな。

イナッシー：王国滅びてますから（笑）。

ノアル：じゃあ、その時に両親とも亡なくなったことにしようかなと思います。遺ゆい言ごんで、王子を探さがして欲しいと言われる。

ＧＭ：ちゃんとイナッシーを盛り上げる設定ですね。

イナッシー：ありがとうございます。

ノアル：はい。探して欲しいと言われて、でも、その自分自身を上手く制せい御ぎよできてなくて……、ダメージを与あたえると［放心］がつくんですよ。だから人に触さわることができないので、いつも手て袋ぶくろをしている。

菊池：中二設定だな（一同爆笑）。

ノアル：そうそう、自分の中の魔まと戦いつつ、王子を探しに旅に。「私に触っちゃダメーッ」っていうのが決めゼリフ（笑）。

ＧＭ：いいじゃないですか。暗めのヒロインですね。

ノアル：格好はゴスロリのメイド服、着ております。

イナッシー：はあはあ。

ノアル：そうそう。

菊池：うーん、今のライフパスってＭＭＯで作ったキャラクターの設定じゃないですか。

ＧＭ：はい。

菊池：発言はどっちでしたらいいです？

ＧＭ：好きなように。ＭＭＯ感を出したいんで、それぞれ流りゆう儀ぎがあっていいかと（笑）。

菊池：ああ、なるほどわかりました。

ノアル：私はなりきりプレイをします。

イナッシー：はいはい。




　なりきりプレイとは、キャラクターになりきって発話したり、ロールプレイしたりするプレイのことを指す。

　一部には、それを揶や揄ゆする人もいるが、後述するように純然とした遊び方の一種で、決して悪いことではない。




菊池：なりきりプレイは、ＭＭＯだと少数派でしょ。

ＧＭ：特に日本のＭＭＯだと少数派だなぁ。あと〝なりきり〟とか〝ロールプレイ〟って言うと、マンガとかライトノベルの有名な決めゼリフを言うことだと思ってる人がいたり、変身ヒーローごっこをやることだ、と思っている人がいたりして誤解されやすい。

菊池：ＴＲＰＧでも、そういう人はいるしね。

ＧＭ：じゃあ、こうしましょう。『アリアンロッド・オンライン』はＴＲＰＧ発のＭＭＯだから、キャラクターのロールプレイが好きな人も多いはずです。だから、なりきりプレイ推すい奨しようサーバーっていうのができているってことで。

菊池：なにそれ？

ＧＭ：ロールプレイ・サーバーって言って、海外のＭＭＯだと本当にあったりするんですよ。




ロールプレイ・サーバー

　キャラクターの設定を重視し、キャラクターを演じることを楽しみたい人たちが集まるサーバー。

　運営会社側が提供する場合は、いろいろなシステム上の設定（相手のデータが見えない、敵勢力のＰＣと会話できない、など）がある場合もある。




ＧＭ：『ファイナルファンタジーⅩⅣ』ではね、運営側がそういうの設定してないから、ユーザーが呼びかけて集まった例もあるんだよ。

一同：へぇー。

ＧＭ：もちろん勝手に集まるわけだから、「ロールプレイしない人に迷惑かけないように、仲良くしよう」ってマナーも一緒に呼びかけたりしてね。

菊池：なるほど。

ＧＭ：海外でも少数派ではあるみたいだけどね。ゲームにはいろいろな遊び方がある。でも、知らない人と出会うのがＭＭＯの楽しみの大きな要素だから、多いとか少ないとかじゃなく、要は相手を尊重しつつ楽しくやろうってことですよ。

菊池：なんか、いい話になったな。

大竹：ねぇ。

イナッシー：婚活サーバーってのはないんですかね。

ＧＭ：ありません（キッパリ）。

菊池：いい話がだいなしだっ！（一同爆笑）

ＧＭ：だから、皆さんがログインしたのは、ロールプレイサーバーということにします。具体的には、普通のリプレイでやってるぐらいのことは、周りの人も違和感ないってことで。

菊池：わかりやすい基準だ（笑）。

ノアル：ということで、ライフパスの目的に［復讐］が出たので、いつかその敵国を滅ほろぼし、王子と一緒に国の復ふつ興こうをしようとしております。

菊池：ＭＭＯだと、こんな風に設定ついたりとか、さらにストーリーにその設定を生かしたりとかできないからね。

ＧＭ：そこにＴＲＰＧっぽいストーリーの面白さをどうやって生かしたらいいんだろうと、今、菊池さんとわたしが相談して企画を練っているという段階で、『ＡＲＯ』のベータテストが開始された……という設定で（笑）。

イナッシー：なるほど！　楽しみです。



















▼ＰＣ③：中島音々の場合───ムイ

ＧＭ：はい。じゃあ、次、音々ちゃん。

音々：えっと、キャラクター名が……決まらなくて……。

ＧＭ：菊池さんのリプレイでは、飲み物とかお菓子とかからヒントもらって名前をつけるのが定番だよ。

音々：じゃあ……（目の前の麦茶のペットボトルを見つめて、なにごとかブツブツつぶやく）……、ムイ！

ノアル：ムイちゃんね（笑）。

菊池：ムイちゃ（笑）。

音々（以下、ムイ）：ライフパスでダイス振ったら、英えい雄ゆうの子こ供どもになったので、なんか親の名に恥はじない感じで生きようと思って、日々斧おのとかの鍛たん錬れんをしつつみたいなテンションで生きてきました。

イナッシー：真面目だ。

ムイ：でも実は義ぎ理りだと発覚したんで、あんまり親に囚われないで楽しく生きようと思い、ひとり立ちのためのお金が必要だと、なんかお金を稼ぐ旅に出ました。

ノアル：お金大事（笑）。

イナッシー：ははは。

ムイ：とりあえず、ひとり立ちのためにお金を貯ためようと思ってモンスターを狩かりに行く、という感じ？

ノアル：感じ（笑）。

ムイ：あんま、なんか、設定とかは苦手なんですよ。うーん。

ノアル：大丈夫、大丈夫。初めてだし、ＭＭＯ。

ＧＭ：だからライフパスはダイスで作るんだ。いいんだよ、それで。

菊池：うん。

ムイ：はい、じゃあそうします。モンスターだ、狩かろう、金だ、もらおう、みたいな軽いノリの冒険者です。たぶん、プレイヤーもそういう軽いテンションでゲームをやってる。とりあえずモンスターを倒たおせればいいかなー、って。

菊池：だいたい信しん頼らいできるパーティを作った方が効こう率りつがいいですよ（笑）。

ノアル：ああ、ギルド組んだ方がいいよって、言われちゃうんだね（笑）。

ムイ：はい。

ＧＭ：プレイヤーの設定は？

ムイ：『アリアンロッド』を制作した会社の社長の娘、でもそれは隠かくしてる（一同笑）。ゲームの経けい験けんはあるけど、それほどヘビーではない。

ＧＭ：じゃ、ある日お父さんが留る守すの時に、なんかヘッドセットとか見つけて、「なんか面白そう」ってやってみたとか？

ムイ：そういうことで。

ＧＭ：キャラクターのデータは？

ムイ：ヒューリンのウォーリアで、武器はグレートアックスです。できることは攻撃だけ。

菊池：ストレートだな（笑）。



















▼ＰＣ④：菊池たけしの場合───カガリ

ＧＭ：じゃあ、最後、菊池さん。

菊池（以下、カガリ）：はい、アコライトのカガリです。データはサンプルキャラクターの「神官戦士」そのままで。

ＧＭ：女？

カガリ：そう。プレイヤーは、このＭＭＯの企画立ち上げに関わった〝菊池たけし〟って人なんだけど、そのことは非公開。ゲーム関係者じゃないふりをしている（一同笑）。

ＧＭ：今回はきっとあれだよ、菊池たけし用のアカウントってのは別にあるんだけど、みんなどんな感じで遊んでいるのか知りたくて、一いつ般ぱん募ぼ集しゆうのアカウントを一いつ生しよう懸けん命めい取って、名前を隠してやってるんですね。

カガリ：そうしよう。だから、メインキャラはウィザードなんですよ。凄い強いのがいる。メインキャラ、20レベルでケセドの杖を持っている。

ＧＭ：おい、ベータテスト最初の日から20レベルかよっ、みたいなキャラクターがいるんですね。

ノアル：つまり、他のプレイヤーにはカガリが菊池さんだってわからない？

カガリ：そう。サブアカでプレイしているから。でもってキャラクターは神官にして、ギルドを立ち上げて、めげそうな人がいたら「私、サポートしますよ。盾たて？　それとも支し援えん？　どっちが欲しいのですか？　私、どっちもできますよ」って言って仲良くします。

ＧＭ：担当編集とか社長にも言ってないの？

カガリ：もちろん、担当編集にも全部内緒で。このゲームがいかに面白いかですね、喧けん伝でんするための使徒を作っています。育成目的で。

イナッシー：了解です。お仕事、ご苦労さまです。

ＧＭ：いやいや、どっちかというとステマ（笑）。

カガリ：バレるとですね、いろいろ信頼を失うんでバレないようにしている。

イナッシー：なるほど。

カガリ：だから稲垣さんにも内緒なんですよ。

イナッシー：はい、ありがとうございます。

ＧＭ：いやいやいや（笑）。で、キャラクターの設定は？

カガリ：ライフパスは振ったけど、全然気にしてない（一同爆笑）。

ＧＭ：サブキャラだからなぁ。そういうとこおざなりになるよね（笑）。

イナッシー：なんかリアルですね（笑）。

ＧＭ：リアルっていうか（笑）、ＭＭＯっぽいって感じですかね。

ノアル：ところで、このＭＭＯをやるにあたって、プレイヤー同士の関係ってどうするんでしょうか？　イナッシーがやっているのは知っているとか、そういう設定はつけた方がいいってことですか？

カガリ：まぁ、ある程度決めておいた方がいいかね。

ＧＭ：そうだねぇ。ＰＣ間のコネクションは決めないつもりだったんだけどね。

カガリ：なんで？

ＧＭ：『ＡＲＯ』だと、キャラクター作った時点でＰＣへのコネクションはないでしょ。

カガリ：まぁ、そうだな。

ＧＭ：でも、とりあえず通常どおりの手順で、ＰＣ間コネクション決めてみるか……。これは『ＡＲＯ』のプレイヤーの設定です。

カガリ：これ、関係表はルールブックのやつを使うんですか？

ＧＭ：はい。とんでもないことになるんじゃないかな、とも思うけれど、現代モノの他のゲームの表を使っても、とんでもない度は変わらないので（笑）。ファンタジーな要素は、がんばって読み替えるってことで。

一同：はーい。



















●ＰＣ間コネクション

ＧＭ：では、ＰＣ間コネクション、試しにやってみましょう。どんなことになるか。

イナッシー：はい。

ＧＭ：じゃあ、稲垣さんが大竹さんと。どんな関係か。

イナッシー：これはＤ66ですか。（ダイスを振る）……14です。

ＧＭ：［同どう志し］。

ノアル：いいねー。ゲーマーですし。いつも遊んでいますからね。

イナッシー：そうですね。

ＧＭ：おー、ピッタリきましたね。大だい丈じよう夫ぶだ。なんとかなる。一緒にやろうって、ふたりは話してたんですね。

ノアル：そうそう、設定一緒に作ってやろうよって話していて、同じサーバーでキャラクターを作った。

イナッシー：はい、じゃそれでお願いします。

ノアル：稲垣さんが女の子と仲良くなりたいな、と思っているのは知っていてもいいですよね。プレイヤーとして。

イナッシー：はい、そうですね。

カガリ：いいね。

ノアル：で、知り合いの女の子いるから誘さそうねって言って、音々ちゃんを誘った感じです。

イナッシー：嬉うれしいですねぇ。

ＧＭ：じゃあ、大竹さんが音々ちゃんに。

ノアル：23。

ＧＭ：［取引］。

ノアル：なんかピンとこない。32は？

ＧＭ：［庇ひ護ご］。

ノアル：あ、それがいいです。［庇護］はいい。

ＧＭ：彼を見ていると守らなければという強い決意がわき上がる。

ノアル：うんうんうん。後輩の音々ちゃんと一緒に遊ぼうって誘った感じ。役者にはＭＭＯも大切なんですよ。

イナッシー：本当ですかー（笑）。

ノアル：なりきりチャットで、ちょっと稽けい古こですよ。みたいな（笑）。

ムイ：twitterで時々やってる（笑）。こんな感じ（自分のスマホを見せる）。

ノアル：あー、ほんとだー（笑）。

ＧＭ：えっ、見たことないぞこれ。

ムイ：非ひ公こう開かいアカウントの方だから。あっ、ダメだよお父さん上の方見ちゃ（スマホを奪うばい返かえす）。

ＧＭ：あ、はい。

カガリ：リアルだ（笑）。

ＧＭ：じゃあ、音々ちゃんから菊池さん。

ムイ：はーい。（ダイスを振る）44。

ＧＭ：44、［後こう援えん者しや］。あなたは彼から後こう援えんを受けている。

ムイ：知っているってこと？

ＧＭ：「そのことをあなたは知っていても、知らなくてもよい」って書いてある（笑）。

カガリ：いいよ、後援しますよ（笑）。

ＧＭ：まあ、いろいろ助けてもらっているってことだね。まあ、いいんじゃない、わかりやすくて。菊池さん、もしくはカガリさんにはいろいろ助けてもらっている。

ムイ：じゃあ、カガリさんに……ゲームの中で助けて貰ったということで。

ＧＭ：今回のシナリオはベータテストが始まったばかり、という設定だから、ずっとゲームが続いていたわけじゃないけど……。

カガリ：アルファテストがあったことにすれば？　今回のテストが始まる前にも、なんかテストがあって、その時に一緒に遊んでゲームのこといろいろ教えていた、と。

ＧＭ：なるほど。そして、一回データがリセット。新しいシステムで、サービス開始して、今回のシナリオとなる。

ムイ：わかりました。ゲームの中の方がいいです。

ＧＭ：ＭＭＯプレイヤーが、菊池さんであることは知らない？

ムイ：知らない方がいいです。

カガリ：わかりました。じゃあ───もう、縦じゆう横おう無む尽じんにやりますよ！

一同：えーっ（爆笑）。

ＧＭ：じゃあ、菊池さんが、稲垣さんのことをどう思っているか。

カガリ：ペロッ。65。

ＧＭ：［秘ひ密みつ］。ふたりは秘密を共有している。

カガリ：共有しているのか。

ＧＭ：じゃあ、稲垣さんが担当編集だということをあなたは知っている。

カガリ：なんで稲垣さんの秘密を知っているの？

ＧＭ：稲垣さんが、ポロッと言ったということで（笑）。

カガリ：それでいいの？

イナッシー：オレ、カガリさんのことを可愛い女の子だと思って、「カガリさん、実はさーオレ、このゲームの開発とコネがあるんだよねー」とか言うんですね。

カガリ：え、そうなんですか!?（笑）

イナッシー：そーなんだよ、実はー。

カガリ：これ、一歩間違えると、ただのイタイ人だよ（笑）。

ＧＭ：そして、菊池さんは内心で「なんだ稲垣さんじゃーん」と思う。

カガリ：名前でだいたい想そう像ぞうついてたけどさーって。

ＧＭ：で、稲垣さんの方は菊池さんのことは知らない（笑）。

イナッシー：わかりました。面白いんで、それでいきましょう。

カガリ：私、チャットのログも全部セーブしますから。

イナッシー：あはははは。やめてー。いやー、緊きん迫ぱく感ある設定ですね。

ムイ：ありますねー（笑）。

ＧＭ：ということでプリプレイは終しゆう了りようします。
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◆Opening01◆いざ、アリアンロッドの世界へ




　さっそく、新登録をすませ、ＭＭＯアリアンロッドの世界へ。

　登録したキャラクターの名前は、〝イナッシー〟。これが、編集・稲いな垣がきの分身となる。

　さあ、仲間をフレンド登録すれば、いよいよ冒険の始まりだ！




ＧＭ：それでは、オープニングになります。オープニングはみんなでギルドを組むシーンです。まあ稲垣さん視し点てんで始まってるんで、シーンプレイヤーはイナッシー。

イナッシー：はーい。

ＧＭ：ＭＭＯプレイヤーの稲垣が、ＰＣの前でデバイス───バーチャルヘッドセットとグローブを装着。すると、稲垣はイナッシーというキャラクターとなり、ぴゅーんとログイン。眼前の光景が広大な幻想世界エリンディルのそれへと変貌します。

イナッシー：これが『アリアンロッド・オンライン』か。超ちようリアルだぜ。

ノアル：エリンディルを体感できるゲームなんですね！

ムイ：狩りとか楽しそう！

ＧＭ：さて、最初は『アリアンロッド』のルールブックにのっとって、グランフェルデン王国の神しん殿でんの前にイナッシーは現あらわれます。

ノアル：どんな神殿ですか？

ＧＭ：町の中央にある、大きな白い石作りの神殿です。神殿前の広場にはベータテストで入った人たちが何人かパラパラといますね。

イナッシー：ＭＭＯに初めて入ったわけだし、挨拶は大事だな（笑）。「こんにちはー」

ＧＭ：「こんにちは」「こんにちは」「こんにちは」。

イナッシー：すげー、感動感動。友達もたくさん、できそうな………気がする！（笑）

ノアル：わたくし、ここで出てきていいんですか？

ＧＭ：はい。

イナッシー：じゃあ、ここはオレから合流するよ。大竹さんと待ち合わせの約束してたってことで。大竹さんはノアル？　ノアルだったよなーって、プレイヤー検けん索さくをします。

ＧＭ：では、あなたの眼前に出現した、メッセージウィンドウに、ノアルの名前が表示、点滅しています。

ムイ：なんか、便利ですね（笑）。

イナッシー：では、彼女にメッセージを飛ばしてみます。今どこー？　合流しようぜー！

ノアル：ようやく到着されましたか。

イナッシー：待たせたな（笑）。

ノアル：いえ、さほどでもありません。では、まず仲間を捜しましょうか。このゲームは仲間を集めるところからスタートです。

イナッシー：仲間か……今までのオレには縁のなかった言葉だな───。

ＧＭ：ライフパスは天てん涯がい孤こ独どくだからね。

イナッシー：孤独が似合う男なんだ。だから、仲間がつくれるかな？（笑）

ノアル：大丈夫です、わたくしがなんとかします。王子のために、わたくしゲームの経験はたくさん積んでおります。そこで……どうしましょう、なにからやりましょうね？

ＧＭ：まあ『アリアンロッド』まんまなんで、まず仲間を募集するといいんじゃないですかね。基き本ほんクラス四人そろってるといいっていうのは常じよう識しきでいいかと。

ノアル：「アコライト、ウォーリア募集。初心者歓かん迎げい」と、なるべく多くの人に届くように、メッセージを発します。

イナッシー：結構オレはＭＭＯ慣なれてないんです（笑）。なるほど、こういう風に募集するんだーって言いながら感心してる。

ＧＭ：ちなみにイナッシーのところにはゲーム内メールでメールが来るよ、ぴこんって。今回は、シナリオでギルドの特殊なルールが決まっています（と言って、イナッシーに一枚の紙を渡す）。

イナッシー：（紙をのぞき込んで）あ、なるほど。ギルドシートですね。

カガリ：そういえば、プリプレイでギルドを決めなかったな。




　本来は、ＰＣのギルドはプリプレイで決定する。だが、今回のシナリオではギルドはすでにＧＭが作成してあったのだ。

　手渡されたギルドシートには、必要事項はすべて記入済みだった。

　ギルド名の蘭には、「編集部用テストギルド」とあった。




カガリ：それ正体がバレるじゃないですか。

ノアル：バレバレだね。編集部の人って。

ＧＭ：じゃあギルド名は何か考えてもらっていいよ。ギルド名の変更はできるってことで。

イナッシー：はい。じゃあギルド名は「ファンタジアドラゴン」に変更します。

カガリ：実は隠す気ないでしょ!?（爆笑）

ＧＭ：ともかく、了解しました。では───、




ギルド名：ファンタジアドラゴン

ギルドレベル：１

経験点：０

ギルドサポート：《デバッグモード》

ギルドリーダー：イナッシー




ＧＭ：ということで。

イナッシー：この《デバッグモード》ってなんですか？

ＧＭ：今回のシナリオで使えるのはオリジナルの特殊なギルドサポートです。開発用のデータで一般のプレイヤーさんが扱えないものです。

ムイ：ふむふむ。

ＧＭ：具体的な説明は後ほど。ギルドリーダーの交代はできます。

イナッシー：はい。

ノアル：王子。ギルドは四人からというのは常識です。やはり募集しなければ。

イナッシー：ノアル、知り合いとかでプレイヤーさんとかいないか？

ノアル：そうでしたわ。わたくしすっかり忘わすれてました（笑）。音ね々ねちゃんに声かけなくちゃ。リアルな通信手段で声をかけて誘ってみます。

ムイ：じゃあ、「アリアンロッド、懐かしいなー」って感じでお父さんのパソコンからログインしますね（笑）。

ＧＭ：懐かしい？

ムイ：あ、ムイのＭＭＯプレイヤーは、学生時代にＴＲＰＧの『アリアンロッドＲＰＧ』にはまってたんですよ。

ＧＭ：なるほど。

ノアル：音々ちゃん、ここはロールプレイ・サーバーだから、なりきってやってくださいね。

ムイ：がんばります。

ノアル：ひとり確かく保ほしました。

ＧＭ：そんな中、ぴゅーんって言って、ウォーリアのキャラクターが登場します。

ムイ：絶ぜつ対たいおんなじところぐるぐる回ってます。どうしよどうしよ、操作がよくわからないです……。




　デバイスの調子が悪いのか、単に操作のカンが悪いのか、自分のＰＣを上手くコントロールできないムイ。

　と、そこでギルド募集の看板と立て、様子を見ていたひとりの女性が、イナッシーたちに向け、近づいてきた。

カガリ：いつまで経っても操作に慣れない人だなぁ（笑）。この辺でムイさんに話しかけましょう。ごぶさたしております。

ムイ：あ、あなたはなんか、アルファ版で、親切だった方ですね。

カガリ：けっこう仲良くやってた気もするんですが、名前も憶おぼえていないんですね（笑）。

ムイ：すみません（笑）。

ＧＭ：頭の上にカガリって表示されてます。まぁ、ＭＭＯだとよくある光景。『ＡＲＯ』でもみんな名前が頭の上に表示されてるってことで。

ムイ：あ、見えた、名前。カガリさん。

カガリ：こっち来られますか？

ムイ：だんだん慣れてきました。なんとなく行けます。

カガリ：おおー、それならいいんだけどさ。

ムイ：と、言いつつ、ぐるぐる回っているのは変わらないので、とんでもない方向に走り始めたりして（一同爆笑）。

カガリ：うぉーぃ、必死で追いかけながら、操作を教えます。

ムイ：止めてーっ！

ノアル：それ気がついていいですか？

ＧＭ：はい。

ノアル：音々ちゃんは名前をムイにするって言ってたはず……って、あれだ！　という流れで追いかけます。

イナッシー：オレもオレも。

ノアル：ムイ様、大丈夫ですか？

ムイ：あ、大竹さん、じゃなくてノアルさん。

カガリ：横を走りながら、「こんにちはー」ってあいさつしよう。

イナッシー＆ノアル：こんにちはー。

ムイ：そろそろ操作に慣れてきていいですか？

ＧＭ：いつでもどうぞ。自分でやった演出でしょ！（笑）

ムイ：そうだった（笑）。じゃ立ち止まります。で、「こちらはカガリさん」と紹介。

ノアル：こんにちはー。

カガリ：知り合いだったんですか。ですます調にしよう。男とバレないように。

ノアル：あ、そうか。可愛い女の子なんですね。

カガリ：キャラはね。

ＧＭ：キャラはサンプルキャラのアコライトみたいな外見ですね。

カガリ：こんにちはー。最初のテストからやってまーす。育成のお手伝いしましょうかー？

ノアル：カガリさんはベテランの方ですね、すいません職業は？

カガリ：そちらのご希望のクラスは何ですか？

ノアル：アコライトです。

カガリ：なら、ちょうどいいですね。このカガリはアコライトです。キャラクターレベルは１ですけど。

イナッシー：おお、１レベルなのになんか頼たのもしい。でもなんか、ね。オレ関係者なのに、なんかイニシアチブ握にぎられそうみたいな不安を感じつつ（笑）。

カガリ：そちらのギルドに入った方がいいですね。このキャラまだギルドに入ってないんで入れてください。

ノアル：あ、是ぜ非ひともお願いを。

イナッシー：じゃあムイちゃんとカガリさんをギルドに誘います。

ＧＭ：はい、ではギルド「ファンタジアドラゴン」は、晴れて四人になりました。

カガリ：ギルドのデータって見られます？

ＧＭ：データは、ＴＲＰＧでプレイヤーが参照できるものはすべて『ＡＲＯ』でも見られます。だから、自分が加入したギルドのデータは見られますね。

カガリ：見た瞬間、あれっ!?　これなんか開発者用のギルドですね。で、名前はイナッシー。

ノアル：イナッシー王子です。

イナッシー：どうしましたか？

カガリ：ああ、いえ。面おも白しろい名前だなって。可愛いと思います。

イナッシー：いやー、ありがとう。

カガリ：とかいいつつ、ＭＭＯプレイヤーのきくたけは、やばい、明後日締しめ切きりなんだよ。稲垣さんじゃん！　と、心の声で叫びます。

イナッシー：そんな菊池さんの内心も知らずに、私は、いきなり女の子三人のパーティ幸さい先さきいいなー、って思って、ほわーんってしてる。

カガリ：とりあえず酒場かどこかで座って、自己紹介とかしましょうか。

ノアル：そうですね。




　女の子ＰＣたちに囲まれたイナッシーは、気をよくしたのか、たくさんの料理をオーダーした。卓上にどんどんと並んでいく美味な料理をつつきながら、一同は会話をはずませる。




ムイ：このゲーム料理に味がするなんて、リアルですね！

カガリ：ホントにそうですわね（笑）。さて、とりあえずギルドマスターはイナッシーさんですね。ゲームの経験はございます？

イナッシー：えーっと、原作の『アリアンロッド』はすごくやりこんでたんだけど。ＭＭＯはね今回が初めてで。

カガリ：マジリアルの稲垣さんですね。

イナッシー：そうそう実はね、言っちゃおうかな。オレね、『ＡＲ２Ｅ』の担当編集の稲垣っていうんだけどみんなには内緒だよ。

カガリ：すごーい。だから、開発者用のギルドを運営しているんですね。

イナッシー：はっはっは。

カガリ：ギルドサポートのウィンドウを閲覧させてもらって……。なんかギルドサポートが未み実じつ装そうのやつだったりしますね。これテスト用の、デバッグ用のデータじゃないですか。

イナッシー：関係者だからね。テストプレイも兼かねて、ここでひと遊びさせてもらってるってわけなんだ。

カガリ：わー、すごーい。わーそうなんですか。

イナッシー：秘密だよ。みんなにね、これブログとか書いちゃダメだよ。

ノアル：みなさま、王子の言うことはオフレコでお願いします。

カガリ：わかりました。そのことは肝きもに銘めいじて、楽しませてもらおうと思います。

イナッシー：楽しく遊びましょう。

ノアル：さようでございます王子。それではまず、お仕事を受けにいくのがセオリーかと。

カガリ：ああ、ゲーム内の話ね。神殿でクエスト受けられるよ。

ＧＭ：ということでじゃあ皆さん、神殿に向かったところで、オープニングは終了だ。
















　　　　ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆シナリオを選ぼう




　ギルドのメンバーと神しん殿でん前に集まったイナッシー。

　重じゆう厚こうなテクスチャーが貼はられた、ごつい建造物の内部は、いかにもな荘そう厳ごんさが漂ただう。

　この神殿では、これから挑いどむ冒ぼう険けんのシナリオが提てい示じされることになる。




ＧＭ：ということで、皆さんは神殿にやってきました。今日はベータテストの初日なので、１レベル用のシナリオが豊ほう富ふにあります。

カガリ：新人さんいらっしゃい、状態だからな（笑）。

ＧＭ：そうそう。あたりには初々しい装備をしたプレイヤーたち集団がちらほらといて、みんな楽しげに会話しています。

イナッシー：冒険のスタート地点って感じですね。

ＧＭ：ええ。さて、神殿に入った皆さんの前、チャラーンという効果音とともにメニュー画面が開きます。そのウィンドウの中には、１レベル用のシナリオがずらり。

ノアル：おお。ＭＭＯっぽい（笑）。

イナッシー：たとえばどんなシナリオがあるんですか？

ＧＭ：たとえば、これ。「対決ゴブリン四天王」

イナッシー：おおー。

カガリ：あ、このシナリオは成長点も多くて、楽でいいですよ。

ノアル：ご存じなんですか？

カガリ：あ、えっと。アルファテストの時にメインキャラでやったことがあるんです。

イナッシー：なるほど。

ＧＭ：他には、「サハギン対ギルマン」「南海の大決戦」、あと「巨きよ大だいコウモリの洞どう窟くつ」なんてシナリオがあります。

カガリ：私のお勧めは「対決ゴブリン四天王」です。

ノアル：それもアルファテストの経験でございますか？

カガリ：そうそう……って実はリアルのプレイヤーが適当に言っているだけだけど（笑）。

ムイ：すごーい！

イナッシー：ともあれ、ＲＰＧの基本はゴブリン退治から。というわけで「対決ゴブリン四天王」を選びましょう。

ＧＭ：では、イナッシーがシナリオタイトルの書かれた文字スペースに触れると、次のようなメッセージが表示されます。これはシナリオ内今回予告です。

一同：シナリオ内今回予告!?




・今回予告

　グランフェルデン王国内のジーシャ村。高原に作られたこの小さな村の近くにゴブリンの集しゆう団だんが住み着いてしまった。ヤツらはジーシャ村を襲おそい、卑ひ劣れつにも村人の家族をさらっていってしまう。そこに差さし伸のべられる救いの手。依い頼らいを受けた冒ぼう険けん者しやたちがゴブリンを倒たおし、さらわれた家族を救うためにダンジョンに挑む。「対決ゴブリン四天王」。

　冒険の舞ぶ台たいがキミを待つ。




カガリ：なるほど『ＡＲＯ』内のシナリオ用としての今回予告か。

ムイ：面白ーい、けどややこしー！（笑）

ＧＭ：なおこれは一応１レベル五人用のシナリオだ。

イナッシー：我々四人だけど大だい丈じよう夫ぶなんですかね？

ＧＭ：その場合はイージーモード推奨。敵の数が減ったり、弱くなったりする。

カガリ：成長点や報酬も減る。

ＧＭ：はい。ちょっと『ＡＲＯ』のシステムを説明しますね。




『ＡＲＯ』ルール：シナリオ

『ＡＲＯ』におけるシナリオとは、一般的なＭＭＯでは「インスタンス」と呼ばれる隔離された空間での冒険である。一緒にそのシナリオを選択したキャラクターのみがその空間に入ることができ、外部からの助力は、シナリオを開始すると受けられない。【ＨＰ】、【ＭＰ】、フェイト、スキルやギルドサポートの回数は、シナリオを終了すると全回復される。

　シナリオに参加可能な人数やレベルは、シナリオごとに決まっている。

　また、イージー／ノーマル／ハードの三つのモードを選択できる。




ＧＭ：まぁ、つまりＴＲＰＧと同じ感覚で遊べるということです。

ノアル：わかりやすいですね。

ムイ：キャラクターが死んだらどうなるんでしょう？




『ＡＲＯ』ルール：戦闘不能

　戦闘不能になった場合、戦闘が終了すると【ＨＰ】１点で復活する。キャラクター全員が戦闘不能になった場合、シナリオ敗北となってインスタンスの外に出される。最初からもう一度やらないとクリアはできない。

　ちなみに『ＡＲＯ』ではとどめを刺すルールはなく、ＰＣは絶対に死亡しない。




ムイ：死なないんだ、やったー。

カガリ：ＴＲＰＧの死亡は、ＭＭＯだとキャラ消失だからね。まぁないな。

ＧＭ：『ＡＲＯ』で一番難しいのは実はパーティなんですよねぇ。実はＴＲＰＧにパーティのルールがないから。

ノアル：あー、なるほど。




『ＡＲＯ』ルール：パーティ　

　共に行動することに同意したキャラクターの集団。シナリオはパーティ単位で選択する。

　パーティ内に複数のギルドが存在してもＯＫ。その場合、ギルドサポートの効果は、ギルドメンバーしか受けられない。




ＧＭ：これＴＲＰＧにおける「シナリオに参加するＰＣ」っていうことなんです。

カガリ：これはわかりにくいな。

ＧＭ：とりあえず、今回は意識しなくても問題ありませんから。では、最後です。




『ＡＲＯ』ルール：チャット

『ＡＲＯ』内の会話のこと。チャンネルを切り替えることで、届く相手を選べる。

　個人、ギルド、パーティ、広域（エリア全体を対象とする）など。




ムイ：つまり、秘密の会話ができるってことですね。

ＧＭ：そうです。

ノアル：これはＭＭＯっぽい（笑）。

ＧＭ：とにかく、なるべく『アリアンロッド』のＴＲＰＧがそのままできるように開発されていると思ってください。株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡががんばりました。

イナッシー：それは素晴らしい（笑）。

カガリ：そして、全世界同時公開（笑）。

ノアル：じゃあサーバーもたくさんございますでしょうね？

ＧＭ：はい。アーケンラーヴ・サーバーとか。ゴヴァノン・サーバーとか名前がついているんじゃないかな。

カガリ：ピアニィ・サーバーとかありそうですね。

ノアル：ベネット・サーバーとか。

ムイ：それは落ちやすそうな名前のサーバーですね（笑）。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：とまあ、『ＡＲＯ』はだいたいそんな感じです。

イナッシー：なるほど。

ＧＭ：では話をイナッシーが「対決ゴブリン四天王」のシナリオを選んだところまで巻き戻しまして……。

イナッシー：あ、そうだった。じゃあ、選びました。

ＧＭ：すると、神殿にいるギルドの受付の女の子───メガネをかけた三みつ編あみのＮＰＣっぽい女の子───が、「わかりました、この依い頼らいですねー」と言うと依頼書のようなものを渡してくれます。

イナッシー：どんなことが書いてあるのかな？

ＧＭ：「ジーシャ村に行って村長のミックに話を聞いてください」とあります。

イナッシー：ジーシャ村はこの神殿から近いのか？

ＧＭ：はい。村までの地図も描いてあります。スタートイベント用の村なので近いです。村について村長に手紙を渡すとシナリオスタートです。

カガリ：ではのんびりと歩いて行きましょうか。

ＧＭ：ではゲーム内を皆さんがリアルなエリンディルの風を受けながらてくてくと歩いて行くわけです。

イナッシー：お、頰に風が当たる感覚が……。これぞ冒険って感じだ！

ムイ：いいですねえ。

イナッシー：こんなこんなにリアルなエリンディルがあったら外に出なくなる。仕事しないよね？

カガリ：しないですね。もしくはこれを仕事にします。

ノアル：……というくらいリアルなゲームなんですね（笑）。

ＧＭ：はい。そのとおり。で、そんな感じで村までくると、村長のミックさんがいます。

イナッシー：では依頼書を渡そう。

ＧＭ：するといきなり画面が止まって。てれれんてってってってーとＳＥが入り。空中に「対決ゴブリン四天王」ってシナリオのタイトルが表示されます。そして、「シナリオを開始します。イエス／ノー？」とも。

イナッシー：おお！

ＧＭ：なお「イエス／ノー」の選択はギルドリーダーしか入力できません。

イナッシー：じゃあイエスで。

ＧＭ：イナッシーが「イエス」と表示された部分を押おすと、次に「モードはどれにしますか？」というメッセージが表示されます。イージー、ノーマル、ハード。

カガリ：ハードモードでいいんじゃないですか。

イナッシー：じゃあハードモードで（笑）。

ＧＭ：なるほど。ＰＣは四人だし経けい験けん値ちは少し増えますね。

イナッシー：めっちゃ厳しそうだけど、まあいけるいける。オレ編へん集しゆう者しやだし（笑）。

ノアル：テストも兼かねて、ですね。

ＧＭ：「推奨レベルは２レベル以上ですが大丈夫ですか？」と訊きき返されますよ。

カガリ：丁てい寧ねい設せつ計けいですね（笑）。

イナッシー：そう言われると「本当に大丈夫かなぁ？」と心配になるなあ。

ＧＭ：あとはギルドサポート次第かな。レベル上がったら《蘇そ生せい》（瞬時にギルド全員の【ＨＰ】を全快させるギルドサポート）があれば少人数でヒーラーはいらないという感じ。

カガリ：パーティのギルドサポートのデータを見ます。簡かん単たんにクリアできると思ったけど、これ《蘇生》を使えませんね（一同笑）。

イナッシー：あとは謎なぞの《デバッグモード》が気になるなあ……。ちょっとシナリオの受じゆ領りようをキャンセルして、《デバッグモード》を試してみたいんですけど？

ＧＭ：その場合、「ノー」を押おしてシナリオ受領を一旦終了させてください。

イナッシー：わかりました。

ＧＭ：では、ここで一回シーンを切ります。







◆Middle02◆デバッグモード




　シナリオを受ける前に、ギルドサポートを確かく認にんすることにしたイナッシー。

　そこにはただ一行──デバッグモード、と書かれていた。

　イナッシーはそのボタンに手を伸のばす……。




イナッシー：では謎のギルドサポートである《デバッグモード》の確認をします。

ＧＭ：はい。《デバッグモード》はいつでも使用可。で、シナリオ終了まで効果が持続します。

カガリ：パッシブスキルなの？

ＧＭ：はい、パッシブスキルです。

イナッシー：それで肝心の効果は？

ＧＭ：それが……わかりません。

イナッシー：なぜ!?

ＧＭ：説明に書いてないんです。

イナッシー：なるほど。説明文を見ようとしても何も書いてない、と。

ＧＭ：ちなみに、このギルドは《デバッグモード》しか持っていません。

カガリ：《蘇生》がないと厳しいですよこのシナリオ、とそれっぽいことを言ってみる。

ＧＭ：そうですね。１レベル四人だと結構厳しいでしょう。

ノアル：とりあえず、今使って見るのはどうでしょう？　パッシブスキル扱いなら、今のうちに使っても問題ございませんよね？

イナッシー：えー!?　でも、バグって止まったらやだなー。

ＧＭ：《デバッグモード》は使える状態です。そしてシナリオ終了まで持続します。

カガリ：こういう謎データは、ピンチの時に使った方が面白いんじゃないでしょうか？

イナッシー：それも一理あるなあ。

ムイ：でも、戦闘が始まってからバグるとかしたら、最悪では？

イナッシー：それもそうか。疑問は戦闘開始前に解消した方がいいな。




　なかなか慎重な一行であった。




イナッシー：では、ここでおもむろにデバッグモードＯＮ！




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：ひゅーん……というわけで《デバッグモード》がＯＮになります。全員の【ＨＰ】の上限を[image: 999]にしください。現げん在ざい値ちと上限が両方とも[image: 999]です。それから【ＭＰ】の上限を[image: 999]にして現在値も[image: 999]。それからギルドの所持金を九九九九九九Ｇになりました。

一同：…………。




　あっけにとられる一同。

　ややあって……。




イナッシー：あは……あははははぁはあはははははははぁあははは（壊れた笑い）。

ノアル：ひどい！　これはひどい!!

ムイ：なんなんでしょう、これ。

カガリ：なんかアイテム買いに行きましょう！　すぐ行きましょう!!

イナッシー：まさか……こんな豪ごう快かいな効果とは思わなかった。

カガリ：でも、フェイトは変わらないんですよね？

ＧＭ：フェイトは変わりません。デバッグのための機能なんで。

イナッシー：ははぁ──……なるほど。

ＧＭ：フェイトとか多くしちゃうと、ゲームが面白いかどうかわからないじゃないですか。不ふ慮りよの事じ故こで死んだりしないような効果なんです。【ＨＰ】と【ＭＰ】しか増ふえない。攻こう撃げき力りよくも上がらない。

カガリ：つまり、どんなひどい目にあったり操そう作さを失敗しても、最後まで立っていられるってわけですね。

イナッシー：はぁ……なるほどぉ。

ＧＭ：そして喰らったダメージは記録できるように[image: 999]。

イナッシー：なんか、ほんとにデバッグ用っぽいですね。

ムイ：これ、ドロップ品が持てなくなったら、ＭＰポーション捨すてましょう（笑）。

ノアル：そうですね（笑）。いくらでも買えてしまいますものね。

カガリ：ってかドロップ品も金になるドロップ品いらないよ。九九九九九九Ｇだから。

ムイ：これは成長点だけを求めて戦うしかないですね。

イナッシー：そうだねー。

ノアル：今から録画モードをＯＮにして、最短クリアみたいな（爆ばく笑しよう）。

イナッシー：でも他のプレイヤーから見ればチートみたいなもんだ。




　それだけ、別格な力が与えられたのは確かである。




カガリ：このクエストキャンセルして他のシナリオにいきません？

イナッシー：それはいいアイディア！（笑）

カガリ：じゃあキークエストだけやってって、もっと上位の冒険に出れるようにしましょう。

ムイ：まあモンスター狩かれればなんでもいいです（笑）。

ノアル：ムイに同じでございます（笑）。

ＧＭ：でも攻撃力は変わんないんで、強い敵が倒たおせるようになったわけじゃないんで注意してください。たとえば、高レベルの敵への攻撃は命中しませんから。

ノアル：ああー、そうですよね。

カガリ：それはそれとして、良いアイテムが装そう備びできますよ。

イナッシー：アイテム買いに行く？

カガリ：是非買いに行きましょう。

ＧＭ：一旦街へ戻ってアイテムを買いに行くことはできます。時間がかかりますが。

イナッシー：なるほど。

ＧＭ：なお、実際のＭＭＯでこれをやると、「おーい用意してこいよ」と言われるけど（笑）。

カガリ：まあそう堅いこと言わないで（笑）。

ＧＭ：そうそう。じゃあここで一旦休憩、ということでこのシーンは終了しましょう。







◆Middle03◆デバッグモードの威い力りよく




　さっそく使ってみた《デバッグモード》のおかけで、ギルドの所持金もＭＡＸ。

　洞窟を探たん索さくする前に、一旦街に戻もどって装備も現在装備できる最高のものを調達した。




ムイ：あっ、たいへんなことに気がついてしまいました。

ＧＭ：なに？

ムイ：目的を達成してしまった……。

カガリ：お金か!?（一同爆笑）

ムイ：モンスターを狩る必要もなくなってしまった……。

カガリ：じゃ冒険とかやめて、酒場でドンチャン騒ぎしましょうか？

一同：おーっ！

ＧＭ：……（これは予想外の展開）。

ノアル：（『アイテムガイド』を見ながら）豪華な食事５Ｇです。

一同：安ーい！

イナッシー：三人の美少女に囲まれて、豪華な食事が食べ放題。なんて幸せなんだ！　ありがとう『アリアンロッド』!!（爆笑）

ＧＭ：…………（どうしよう？）。




　しばらく楽しく雑談をする四人。




ＧＭ：………………（ちょっと困ったな）。

ノアル：でも、ＴＲＰＧでこれを続けても、あんまり面白くないです（笑）。

カガリ：リアル・プレイヤーがね（笑）。

ノアル：シナリオやりに行きます？

ムイ：じゃあ、人生の目的をレベルを上げることに再設定します！

ＧＭ：はい、結構です。じゃあ、買い物してください。『アイテムガイド』に掲載されているデータは、「エリアデータ」となっているアイテム以外は街でなんでも買えます。マジックアイテムも問題なしです。

一同：やったーっ!!




　大金を手にした四人のプレイヤーは、肉食獣のように爛々とした目で『アイテムガイド』のページをめくり始めた。だが、１レベルで使用できる装備である。それほど破格に強力なものはない……はずだった。




ノアル：セブンタブ！

カガリ：高位聖印！

ＧＭ：どっちも５レベル以上のアイテムですね。

イナッシー：【ＨＰ】や【ＭＰ】がちょっと増えてもあまり嬉しくないしなー。

ＧＭ：『アリアンロッド』一〇年の歴史をなめないでいただこう！（笑）

カガリ：異次元バッグとか、地味に役に立つから買っといた方がいいよ。

ムイ：！

ノアル：どうしたの、ムイちゃん？

ムイ：これです！　これなら１レベルで使える!!

ＧＭ：（開かれた『アイテムガイド』のページを見つつ）ん？　古代の衣？




古代の衣

『アイテムガイド』に掲載されている胴部の防具。そこそこ優秀なデータだが、問題はその効果である。

　要約すると「与えるダメージ＋20／受けるダメージ＋30」。つまり、非常に強力だが、ペナルティも大きいというもの。

　お値段一〇〇〇〇〇Ｇ。

カガリ：さすがに、そのペナルティを消す古代の紋章は買えないな。値段がひと桁多い。

ムイ：でも受けるダメージが増えても、【ＨＰ】が大きいので問題なしです。

一同：やったー!!

ＧＭ：……………………（ヤバイかも）。




　かくして、街を出た時には、全員が古代の衣をまとっていた。




イナッシー：では、シナリオを受けにジージャ村へ向かいましょう！

ＧＭ：では、シーンを切ります。
















◆Middle04◆家か畜ちくたちを奪だつ還かんせよ！




　やって来たのは、爽さわやかな高原の風が吹ふくジージャ村。

　緑の牧場が広がる平和な農村だが、冒険者が必要とされる事じ件けんが起こっているはずだ。

　さっそく、依い頼らい人にんだというこの村の村長を訪たずねるのだった。




ＧＭ：村に着くとさっきみたいな感じで、「依頼を受けますか？　イエス／ノー」というメッセージが表示されます。

イナッシー：では、「イエス」で。もちろんハードモードを選択（笑）。

カガリ：本当にいいですか？

ノアル：しつこいですよ！（笑）

ＧＭ：「しつこいと思ったでしょう」（一同笑）って言ったあと、では「いやいやすみません。では冒険をお楽しみください」って菊きく池ちさん口調でメッセージが表示されて消える。

カガリ：うぜー（笑）。

ノアル：これネット上で「きくたけうぜー」って書かれますね（笑）。

カガリ：くっそ！（笑）　……まあ、それはそれとして。イナッシーに個こ人じんチャットを飛ばす。

イナッシー：はい、なんでしょう？

カガリ：もう編へん集しゆうさんに言うまでもないと思いますけど。是ぜ非ひともサポートしますんで、いいとこ見せてあげてください。結構ふたりとも面おも白しろくていい子ですよ。

イナッシー：お、なるほど、そうですね。

ＧＭ：いい子なのは中の人がでしょ？

イナッシー：よし任まかせろ。もうね、がんばる。

カガリ：じゃああとでそれなりに話題振ふりますんで上手くやってください。

ノアル：どこかしらドキドキしてた方がいいと思いますよ。

イナッシー：ね、確かになー。女の子キャラ三人、男ひとりだもんなー。すげえなー。

ノアル：音ね々ねちゃんとかが、わたわたしてるのが萌もえとか。

ＧＭ：音々ちゃんまだわたわたしてるの？　くるくると。

ムイ：も、もうしないですよ。まっすぐ歩けますし。道とかわかりますし。

カガリ：ＰＣ間コネクションで決まったように、私はイナッシーが婚活中の稲垣さんと知っていますので、彼が活かつ躍やくできるようにがんばろうと。彼の機嫌がよくなれば締しめ切きりを延のばしてくれるかもしれないし（笑）。

ノアル：カガリ様はとっても優やさしい方ですわね。

イナッシー：うん、なんかそんな気がする。

ノアル：イナッシーは「オレに惚れてるな」って思っちゃうんですね（笑）。

イナッシー：いやーＭＭＯ最高だなー。

カガリ：こうやってみなゲームから抜けられなくなるんですよ（笑）。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：はい、では『ＡＲＯ』内のシナリオを開始します。

一同：はーい。

ＧＭ：ジーシャ村は高原に位置していて、空気は涼すずしく澄すんでおり、遠くまで緑が広がっています。その中にぽつりぽつりと住じゆう居きよや牛ぎゆう舎しや、それに放牧中の牛や羊の姿すがたが見える。

カガリ：酪らく農のうの村なんだな。

ＧＭ：そうですね。でも、その割りには、なんだか飼し育いく数すうが少ないように見えます。そして皆さんを見て、身なりのいい老年の男だん性せいが声をかけてきます。

イナッシー：おや？

ＧＭ：「私はジーシャ村の村長を務つとめておりますミックと言います。依頼を受けていただき本当にありがとうございます。

ノアル：なんだか、お困りだとか？

ＧＭ：「はい。実は」と言って事情を説明し出します。「この村の近くにある洞窟に、一ヶ月ほど前からゴブリン四天王を名乗る……」

イナッシー：村人も知ってるんだ。その名前。

カガリ：っていうか、自称？（笑）

ＧＭ：そうですね（笑）。「ゴブリン四天王を名乗る妖よう魔まとその配下たちが住み着きまして、そいつらは事あるごとに食料を要求しております。要求を断ことわるとゴブリンたちは無理矢理我われらの家族を連れ去って……。うぅ花子、無事でいるじゃろうか」と涙なみだぐむ。

カガリ：家族って、牛じゃないですか（笑）。

ＧＭ：「ああ、申もうし訳わけありません。三年ほど前に私がとりあげた子でしてな。とてもいい乳ちちを出すようになったのですがどうしてこんなことに」

ノアル：牛は家族同然なのですね。

ＧＭ：「さらわれた乳にゆう牛ぎゆうが二頭、羊が四頭。見てのとおり我が村はチーズと羊毛で生計を立てておりますゆえ、あの子らがいなければ我らは暮くらしていけません」

ムイ：ああ、食用じゃないんですね。

カガリ：乳製品と羊毛を得るのが目的なんですね。

ＧＭ：そんな感じです。

ムイ：ところで、ゴブリンを倒たおすと金と成長点が入るんですね？

ノアル：ムイ様のモチベーションが回復しております（笑）。

ＧＭ：そう問われると「はい」と答えます。「報ほう酬しゆうは二〇〇Ｇです」って。これひとり二〇〇Ｇだね。だから合計で一〇〇〇Ｇ。

ムイ：なんでわざわざ五人分の報酬を言うの!?

ＧＭ：五人シナリオだから。

カガリ：なるほど！　細かいところがそれっぽい（笑）。

ＧＭ：五人でクリアすればひとり二〇〇Ｇ。四人やれば、ひとり二五〇Ｇになります。

カガリ：きっと、慣なれてくるとペアとかソロでクリアしようとするんですね。

ＧＭ：そうそう、レベル上がるとソロでクリアして「一〇〇〇Ｇウマー」とか。でもその頃ころには一〇〇〇Ｇはウマくねえなーとか（笑）。

カガリ：というわけで、このダンジョンは慣なれると少人数狩りできますよ。

イナッシー：えっ!?　カガリさんがオレとペア狩りがしたいって!?




　……この人は……ダメかもしれない。




ムイ：なるほどー、そのうちやってみたいです。

イナッシー：えっ!?

ムイ：慣れてから、ペア狩りいきましょう。

イナッシー：お、すごい。オレ誰と組めばいいんだろうなー（笑）。いやぁ、困るなー。

ノアル：イナッシーもてもてー！

カガリ：イナッシーは魔ま法ほう使つかいでしたっけ？

イナッシー：はい。

カガリ：支援と剣けんと両方できるんでカガリは便利だよぉ（笑）。

ＧＭ：ムイはウォーリアなので。いい感じにかみ合うね。

ノアル：シーフと組んでも避よけられますので、いけますね。

イナッシー：素晴らしい！　素晴らしい！　生きててよかった!!（笑）




　よかったですね……。




ＧＭ：えーと、ところで村長が何か言いたそうにしているのですが？

イナッシー：すみません。その先をどうぞ。

ＧＭ：報酬を渡すのは、シナリオクリア後。ゴブリンの集団で、当然ながらドロップ品はお持ち帰りＯＫ。

カガリ：まあ、普通だな。

ＧＭ：依頼の成功条じよう件けんは、さらわれた村人（乳牛と羊）を無事に連れて帰ってくるとプラスボーナス。それから、事前にＭＰポーションを五本もらえます。

イナッシー：お、素晴らしい。

ＧＭ：「ＭＰポーション、これをどうぞお持ちください」と、五本渡されます。

カガリ：ああ、五人用シナリオだからですね（笑）。

ノアル：わたくし一本しか持てません（笑）。

イナッシー：これって重量いくつまで持てます？

ＧＭ：【筋きん力りよく】の値まで持てます。

ムイ：筋力の基き本ほん値？　じゃあ全部持てます。

イナッシー：素晴らしい。

ＧＭ：あと、さっきベルトポーチと異次元バッグ買ってたでしょ？

ノアル：そうだった！




　高級な装備のおかげで、持ち物の重量制限も気にならない。というか、ちまちまドロップ品を持ち帰る必要もないぐらい、お金に不自由はしていない。

　一応ポーション類を分けて所持したが、これも使う必要はないだろう。




ＧＭ：ちなみにＭＰポーションは今朝しぼったばかりの牛ぎゆう乳にゆう。

カガリ：それは美味しそうだ。

ＧＭ：最後に村長さんが、「牛や羊は我われ々われの家族でございます。連れて行かれるのは身を切られるのと同じこと」と。

イナッシー：それはさっき聞いた。

カガリ：イナッシー、ここはなりきりサーバーですよ。

イナッシー：あ、そうだそうだ。……「村長殿、安心めされよ。この剣にかけてそなたの家族取とり戻もどそう」っていう感じでいいのかなロールプレイ。

ノアル：王子、素晴らしいですわ。

ＧＭ：そうするとイナッシーのところに、「ぴきーん」という音と共に「良いロールプレイをした」にチェックが付きます（一同爆笑）。

イナッシー：お、すげえ！　ＫＡＤＯＫＡＷＡが全力で開発しただけのことはある！（笑）

カガリ：どうやって判はん別べつしてんだよ!?（笑）

ＧＭ：こんなＭＭＯあったら、いいのにねぇ（笑）。

ノアル：うんうん。

ＧＭ：ここで、『ＡＲＯ』内シナリオのオープニングが終了。というところで。きゅーんと移動して、ゴブリンの洞窟の入口につきます。ここでシーンを変えましょう。







◆Middle05◆ダンジョンに挑ちよう戦せん！




　イナッシーたちは、村の若わか者ものの案内で洞どう窟くつの前へとやってくる。

　ゴブリンのいる洞窟とは、最初に挑戦するにはもってこいのダンジョンである。

《デバッグモード》があれば余よ裕ゆう！　と思っているイナッシーだが……。




ＧＭ：では、みんなで村の若者に案内されたゴブリンの住すみ処かにやって来ます。

イナッシー：ほうほう。どんなとこなんですか？

ＧＭ：崖がけをくりぬいて作られた洞窟です。ぱっと入口から覗のぞいてみることができますよ。

カガリ：入ってみる？

ノアル：ちょっと覗いてみましょう。

ＧＭ：洞窟は、人の手が入っているようで歩くのに不自由はありません。洞窟は、ゴブリンたちが松明たいまつを掛かけているから、ランタンを持って歩く必要はないです。

イナッシー：さーて、どうしよう。

カガリ：じゃ、さっそく個こ人じんチャットを送ろう。

ノアル：またきた（笑）。

カガリ：「こういう時は先頭を務つとめるといいですよー」とか基き本ほんを教えよう。

イナッシー：おお、なるほどー。じゃあ、オレが前に立とうじゃないか。

カガリ：イナッシーはメイジだけどな（爆ばく笑しよう）。

イナッシー：あーっ、はめられたっ！

ノアル：王子、ここは危き険けんです。わたくしが。

カガリ：じゃ、続いて「基き本ほん的てきにシーフが５メートルほど先にいて、あとの三人はひとつのエンゲージに固まるのが基本戦法ですよー」と。

イナッシー：その個人メッセージをコピペして貼はって、みんなにアドバイスだ。じゃあシーフが前に行ってくれ。ところで、シーフって誰だれだっけ？

ノアル：わたくしですね。

イナッシー：お、おお、そうか。ではノアル、先に行ってくれ。

ノアル：わたくし先さき程ほど申し上げましたのに。

イナッシー：言われてみれば、そんな気もする。

ムイ：もう、しっかりしてください（笑）。

イナッシー：女の子に囲まれて、もーオレいっぱいいっぱいだよ（笑）。

ＧＭ：じゃあ、ノアルを先頭に進むってことでいいですね。

一同：はーい。

ＧＭ：では、しばらく道なりに洞窟を進んで行くと、広めのホールらしき場所に出ます。

イナッシー：おお、どんな様子？

ＧＭ：部屋の右手側には、牛二頭と羊四頭が赤い首輪をつけられて、鎖くさりで壁かべに繫つながれています。異い様ように興こう奮ふんしており、自分を傷きずつけない勢いきおいで暴あばれまわっていますね。

ムイ：連れ去られた家か畜ちくかな？

ノアル：気き性しようが荒あらいんでしょうか。

ＧＭ：そうだね。興奮しています。そんな家畜たちの周りにゴブリンが集まって眺ながめているのですが（一同爆笑）。

カガリ：何してんだよ！

ＧＭ：ゴブリンたちは、家畜たちを興奮させてしまい吹ふき飛とばされているのです。「べーべーべーべー、よーしよーし落ち着いてくんろー。ぎゃー!?」。

ムイ：ここは、ゴブリンを倒たおせばいいんですか。

イナッシー：そこまでだ薄うす汚ぎたないゴブリン共。

ＧＭ：ゴブリンは、家畜に吹ふっ飛とばされて「うわー」「ぎゃー」とダウンして立ってません。……っていうか倒たおれてるね、みんな。

イナッシー：ダウン状じよう態たい？　なら、とどめを刺させるんじゃないか？

ＧＭ：ダウン状態なんてものはルールにないですが！（笑）　でも試しにとどめを刺さします？（笑）

イナッシー：どうせ、ワンクリックだしね。

ノアル：わたくし、無む駄だな殺生はちょっと……。

カガリ：私わたしはネタを知ってるので、にやにや見守っていよう。

イナッシー：じゃあ、もうやっちゃうやっちゃう。

ＧＭ：では、イナッシーがとどめを刺そうとゴブリンに近づいたところで、［危険感知］を振ふってください。

イナッシー：［危険感知］の固こ定てい値ちは５。お前たちの悪行、地じ獄ごくで悔くいるがいい！　……ととどめを刺そうとして……（ダイスを振ふる）６だから達成値ち11です。

ＧＭ：失敗ですね。イナッシーの足元が突とつ然ぜんズルッと沈しずみ込こみ、落おとし穴に引っ掛かってしまいます。

イナッシー：うわー！

カガリ：ですよねー（笑）。

イナッシー：くっそー、このシナリオなんか意地わるくないか。

ムイ：とどめを刺そうとしたイナッシーが悪いんだと思うよ（笑）。

カガリ：関根サーバーなら死んでた（笑）。




　関根とはＴＲＰＧの『アリアンロッド』のスタッフ。とても厳しい（よくＰＣが死ぬ）ダンジョンの設計で有名。なお、スタッフ名を冠したサーバーがあるかどうかは不明としておく。




イナッシー：それで、オレはどうなっちゃうんだ？

ＧＭ：この段階では、実はまだ穴の底には落ちていません。難なん易い度ど13の【敏びん捷しよう】判はん定ていをやってください。成功すれば、落ちる直前に飛びずさることができます。

イナッシー：はい、【敏捷】で判定！　（ダイスを振る）お、13ちょうど。

ＧＭ：お、よかったね。成功したので、穴がぼこんとあくんだけど、落ちません。

カガリ：大丈夫、イナッシー！

イナッシー：危あぶない、股またをばっと開いて落とし穴を華か麗れいに回かい避ひ！

ムイ：あまり華麗じゃないかな？（笑）

ＧＭ：しかし、暴あばれる家畜がイナッシーに頭ず突つきをくらわせようとしますよ。家畜をなだめる必要があります。

イナッシー：オレの目を見るんだ、そして落ち着け。

カガリ：家畜に通用するのかな？（笑）

ＧＭ：【知力】か【精せい神しん】で判定をどうぞ。

イナッシー：あ、【知力】だったら楽勝だな。はい、怖こわくない怖くない。（ダイスを振る）いいね、達成値17だ。

ＧＭ：おお、すごいね。じゃあ問題なく家畜たちはみんな一様におとなしくなった。

イナッシー：どうどうどうどう、怖くない怖くないよ。

ＧＭ：王子様のカリスマの前に、家畜たちが妙みようにおとなしくなった。

イナッシー：素す晴ばらしい。我わが威い光こうの前にひれ伏ふしたか（笑）。

ＧＭ：あなたが家畜をなだめると、倒れていたゴブリンのひとりが「こ、この恐おそろしい怪かい物ぶつたちを手なずけるとはな。たいした男だ」と声をかけてくるよ。

イナッシー：ふふ、怖こわいか？

カガリ：それ天てん龍りゆうのセリフですから。




　さすがは、『艦かんこれＲＰＧ』の担たん当とう編へん集しゆう者しや。




ＧＭ：「人間の勇者たちよ、貴き様さまらの絶ぜつ技ぎに敬けい意いを表し名を名乗ろう。私はゴブリン四天王のひとり、メリン」と家畜にボロボロにされながら彼かれはこう語るよ。

一同：ゴブリン四天王!?（笑）

カガリ：そんなヤツだったんだ。

ＧＭ：「この戦い、貴様らの勝利だ。だがしかしこれで終わりではない。囚とらわれた姫ひめを助けるためには、我われら四天王が持つ四つの鍵が必要となる」

イナッシー：囚われた姫だって!?

ノアル：そんな情じよう報ほうが（笑）。

ＧＭ：「ククク、私はゴブリン四天王でも一番の小物。この戦い以上の恐きよう怖ふが貴様らを待つだろう……がくっ」

ムイ：やっぱり。四天王の中でも最弱な人ですね。

カガリ：とりあえず鍵かぎを取ってください。

イナッシー：お、わかりました。四天王メリン。恐ろしい敵てきだった。あの落とし穴にはまっていれば、オレは今いま頃ごろ……。




　四天王メリンを倒たおしたのは家畜なのだが。




ＧＭ：そして、赤い鍵が手に入ります。家畜の首には赤い首輪がついていて、この赤い鍵で解かい除じよできる。ただし、赤い鍵が四本ないと家畜を解かい放ほうすることができません。

イナッシー：じゃあ、鍵はあと三つだね。

カガリ：四天王を倒して、鍵を全部手に入れないとこの家畜たちを助けることはできないってことですよ。

イナッシー：なるほど。じゃあ、赤い鍵をムイに預あずけて、この調子でさくさく行こう。

ノアル：鍵渡わたす時、ちゃんとムイちゃんの手、握にぎりました？

ムイ：あっ、そういうことするんだ（笑）。

イナッシー：じゃあ「これ赤い鍵だよ」って。ぎゅっぎゅっ。ヴァーチャルなのに、すごいあったかい（笑）。

ノアル：熱まで伝わるんだ（笑）。

ムイ：もうこれずっとログインしたままでいいんじゃないですかね。

イナッシー：で、この先はどうなってます？

ＧＭ：はい、北へ続く十字路があります。

カガリ：どうします、イナッシー？

イナッシー：男はまっすぐ！　ということで直進しよう。

カガリ：いいと思います。男らしいと思います。

ノアル：男らしいですね。

イナッシー：どんどん進むよ！

ノアル：では、わたくしが先行しましょう。

ＧＭ：じゃ、ここでシーンを終しゆう了りようしましょう。







◆Middle06◆ゴブリン四天王




　四天王を名乗るゴブリンを倒し、自信をつけた一行は、洞窟をさらに奥へと進んで行く。

　やがてたどり着いた十字路には、それぞれの道の壁に文字が直接刻み込まれていた。

　荒々しい筆跡で書かれていた文字の内容は───。




ＧＭ：次のシーンは十字路にたどり着きいたところからです。それぞれの道の壁には、道標が刻まれていますね。右の道には「ねるところ」。左の道には「くうところ」。まっすぐには「リーダーとそうこ」と汚きたない字で書かれています。で、それぞれ扉とびらがあります。

ムイ：可愛い。

イナッシー：まっすぐ行くと「リーダーとそうこ」に行くんだな。

カガリ：試しにまっすぐ行ってみましょうか。ギルドマスターの言うことは聞くべきですよ。

ＧＭ：そうすると、まっすぐ行った先は青い扉があり、扉の手前には右へ続く道があります。木もく製せいのプレートが壁に打ち付けられていて、「リーダーの部屋。許きよ可かなしで入ったヤツは晩ばん御ご飯はん抜ぬき」と書かれています。青い扉には鍵が掛かっているようです。

ノアル：鍵がないと入れないみたいですわ。

イナッシー：なら一いつ旦たん戻もどって、「くうところ」と「ねるところ」をつぶしたいなー。

カガリ：まあ、素す晴ばららしい決けつ断だん力りよく。

イナッシー：褒ほめ殺されてる気がする。では「くうところ」から行ってみよう。

ＧＭ：では、左に進むと「くうところ」にやって来ます。

ノアル：食堂かしら？

ＧＭ：ぱっと見ると、複ふく数すうの食しよく卓たくと椅い子すが並ならべられた場所で、さらに棚たなが置かれた小部屋も見える。で、ぽつんとひとりのゴブリンが食卓に座すわっている。

イナッシー：いつからそこにいた!?

ＧＭ：さっきからこの場所にいました。「くっくっく、ようこそ人間共。ミーは四天王がひとり、ゴリデル！」

ムイ：次の四天王さんが出てきましたね。

ＧＭ：「まずは、椅子にかけたまえ」鷹揚な態度で、ゴリデルは席を勧めます。

イナッシー：いいだろう。ガッと座すわります。

カガリ：私は、そのうしろに控えますね。

ムイ：あたしもそうします。

ノアル：右に同じですわ。

ＧＭ：イナッシーがゴンと座すわって、そのうしろに女の子三人が立ってる状態ですね。

イナッシー：すげえ、大物感漂ただよいまくりだよ（笑）。

ムイ：女じよ性せい三人もはべらしていますもんね。
















イナッシー：さあ、座ったぞ。どうするんだ？

ＧＭ：「くっくっくっ、ミーは暴ぼう力りよくは好まない。だが、スリルを愛する」

イナッシー：ほう、お前もスリルを愛するか。奇き遇ぐうだな、オレもだよ。

ＧＭ：「気が合うな。ならば、これで勝負だ！」そう言うと、ゴリデルはテーブルの下から大皿を取り出します。




　その皿の上には、饅まん頭じゆうが山と盛もられているのだった。




ノアル：お饅頭？（笑）

イナッシー：もしかして……毒饅頭か！

ＧＭ：「そうだ、よくわかったな。この饅頭には毒が入っている。だが、たったひとつだけ毒の入っていない普ふ通つうの饅頭が入っている」

ムイ：ふむふむ。

ＧＭ：「ミーにもどれに毒が入っていないかはわからない。つまりミーとキミたちでこの饅頭を分け合い、普通の饅頭をあてるスリリングなゲームだよ。ぞくぞくするだろう！」

カガリ：ふむ……。質しつ問もんです。それ、全員で同時に取らないといけないんですか？

ＧＭ：そうですね、同時です。

カガリ：同時に取ったら私たち四人一いつ斉せいに毒になる可か能のう性せいありますよ。

ノアル：わたくしたちも、毒のお饅頭を食べないとならないんですか？

ムイ：ひとり一個かぁ。

イナッシー：いや、レディに毒を食わせるわけにはいかん。オレが全部引き受ける。

一同：えええっ!?

ＧＭ：「お前が四人分食べるということか」

イナッシー：無論っ！

ノアル：王子、無理をなさらずに。ここは闇やみの一族のわたくしに。

イナッシー：それには及およばない。

ノアル：お、王子……。

イナッシー：よし、好感度アップ！（笑）

ＧＭ：ではここでイナッシーの、「他のプレイヤーを助けた」にチェックがピン。ゴリデルはあきれ顔で言う。「勇気がある行動だが、それでは絶対に毒饅頭を食ってしまうぞ」

イナッシー：いや、確かく率りつは〇じゃない！

ＧＭ：いやいやいや！（笑）　「ルールを勘違いしていないか？　大皿に盛られた饅頭の中で毒じゃないものは一個だけだぞ。そして、お前は四個食うんだろ？」

イナッシー：……ああ、大皿はひとつなのか！　人数分の大皿があるんだと勘違いしてた！　じゃあ、みんな一個ずつ食べる方針で（一同爆笑）。

ＧＭ：なら「他のプレイヤーを助けた」がピッて消えます（笑）。

ノアル：せっかく上がった好感度も……。

ムイ：急きゆう降こう下かだよね（笑）。

イナッシー：や、やばい、これは……。

カガリ：とりあえず落ち着きましょう。四個我われ々われが食べるということは、四人が毒にかかる可能性があります。でも、イナッシーひとりが四個食べれば、あなたは絶対に毒になるけど、私たち三人は助かるんですよ。

イナッシー：そうだ、カッ（目を見開く）。毒を食らわば皿までだ！

ＧＭ：「ま、まあ……お前が食うんなら、いいよ？」（一同笑）

イナッシー：いいだろう、四個すべてオレが食う！

ＧＭ：「わかった。お前の勇気に免じて、先に選ばせてやろう。饅頭は全部で五個ある。オレは最後に残った一個を食う。お前が毒入りでないのを選ぶことができれば、オレが毒入りを最後に食うのでオレの負けだ」

イナッシー：これ、確かく率りつ的てきに圧あつ倒とう的てきに有利じゃないか。

ＧＭ：ただ、毒饅頭を食べるたびに５ＤのＨＰロスを喰らう……のですが、今回はハードモードなので７Ｄに変更されます。古代の衣の効果を加えると７Ｄ＋30ですね。

一同：ええ───!!

イナッシー：問題なし！

ムイ：頼もしい！　ちなみに、普通にやってた場合、どうなってたんですか？

ＧＭ：全員がいっぺんに判定して、一番達成値が高い人が毒なし饅頭を食べられるというものでした。しかし、イナッシーが四個食べると言ったので、内容を変更します。

イナッシー：どうなるの？

ＧＭ：まず、ゴリデルが【幸運】判定をします。その達成値を難易度に、四回【幸運】の判定をしてください。判定に成功すれば、毒なし饅頭を食べることができます。

イナッシー：わかった。

ＧＭ：では、ゴリデルの【幸運】判定から。えい！（ダイスを振る）……まずい。出目５なので、達成値は10。

イナッシー：【幸運】３だから７以上だな。まず一回目。（ダイスを振る）ぐっ、出ない。

ＧＭ：残念ながら毒饅頭でした。ちなみに難易度12の【器用】か【感知】判定に成功すれば、毒を飲のみ込こむ前にぺっと吐はき出だすことができる。

カガリ：毒を避けるチャンスがあるんですね。

イナッシー：じゃあいくよ。（ダイスを振る）達成値11！　ごっくん！（一同笑）

ＧＭ：飲んじゃいました？　では、７Ｄ＋30点のＨＰロスが入ります。といっても、今のイナッシーは【ＨＰ】が[image: 999]だから、この程度では死にませんね。

カガリ：そうだった、《デバッグモード》があったんだ。

イナッシー：（余裕の表情で）７Ｄ振ふればいいんだな。（ダイスを振る）43点喰らった！　ちょっと血を吐くけど、平然と二個目に手をつける。

ＧＭ：それにはゴリデルが目を剝いて驚愕します。「馬鹿な、毒饅頭を食ったのでは!?」

イナッシー：この程度の毒じゃ、オレは殺せないぜ。さあ、二個目だ！




　イナッシーが勢いよく饅頭に手を伸ばす。

　二個目、毒饅頭。

　三個目、やはり毒饅頭！

　毒饅頭を食いまくるイナッシーだが、倒れる様子は微塵もない。




イナッシー：うめー、饅頭うめー！（一同笑）

ＧＭ：「こ、こいつ平然と毒饅頭を食っている!?」ゴリデルは混乱しきってます（笑）。

ムイ：次が最後、四個目ですね。

カガリ：死ななくても、ここで当たりを引けないと負けちゃいますよ。

ノアル：ラストチャンス！　がんばってくださいねー。

イナッシー：ここで失敗したら、毒の喰らい損だ。フェイトを１点使って、判定に＋１Ｄしよう。えい！　（ダイスを振る）おっ、めちゃめちゃいい。達成値18！

ＧＭ：がぶっ。美味い。ようやく毒の入っていない饅頭だ。

イナッシー：いやー、美味いなー甘あまいなー（笑）。

ＧＭ：「……ふ、ハハハッ！　あれだけ毒を食べてもなお立ち上がるとは、愉ゆ快かいな人間だな。オレにスリルを味あわせてくれるとは……」

イナッシー：余裕見せてるけど、これでゴリデルの負け確定だよな？

ＧＭ：はい（笑）。最後にかっと取ってばくっと。「ぐは───っ、ミーの幸運がー！」

イナッシー：恐ろしい相手だった。

ＧＭ：「約束だ。鍵は洞窟の奥おくの倉庫にある緑の箱に隠かくしてある。調べるといい。くっくっく、一個の饅頭ですべてを失う。これ以上ないスリルを味わえてミーは満足だ」

イナッシー：なるほど。

ムイ：結局何点喰らったんですか？

イナッシー：（計算して）[image: 156]点だな。まだまだ全然余裕さ（笑）。

ノアル：お、王子……。《デバッグモード》ばんざーい（笑）。

ＧＭ：では、毒饅頭勝負が皆さんの勝利で終わったところでシーンを切りましょう。







◆Middle07◆これからひと休み？




「くうところ」と看かん板ばんを掲かかげられた食堂での毒饅頭勝負をこなした一行。

　今度前にしたのは、「ねるところ」と看板が掲げられた部屋。

　さっそく、部屋の中に入って様子をうかがうと……。




ＧＭ：さて、食堂をあとにした皆みなさんですが、今度はどちらへ？

イナッシー：（みんなと相談して）んー、「ねるところ」だな。

ＧＭ：では十字路に戻って右に進むと、ゴブリンの寝しん室しつらしき場所へ出ます。ベッドやハンモック、敷しいた藁わらや寝ね袋ぶくろなど統とう一いつ性せいのない寝しん具ぐが適てき当とうに並ならんでいます。その寝具の奥で、武ぶ器きを手に持つゴブリンの集しゆう団だんがキミたちを待まち構かまえています。

[image: ]

イナッシー：待まち伏ぶせされていた!?

カガリ：きっと、先に向こうに言ったからばれたんですよ。

ＧＭ：そういうことです。侵しん入にゆう者しやを確かく認にんするとスッと臨りん戦せん態たい勢せいをとり、リーダー格かくらしき人ひと影かげが前に出てくる。厚あつい毛皮をまとう獣けもののような姿すがたの妖よう魔ま……バグベアですね。「待っていたぞ冒ぼう険けん者しや。オレはゴブリン四天王のひとり、アラゴだ」

[image: ]

ノアル：バグベアなのに？

ムイ：きっとゴブリンの中で育てられて、自分のことをゴブリンだと思い込んでるんですよ。

ＧＭ：「くっ……！　見た目がバグベアだろうと、心はゴブリン。ゆえにオレはゴブリン四天王だ！」って叫ぶと部下が一斉に褒め称えます。「アラゴ様すばらしい」「さすがアラゴ様」「そこに痺しびれる憧あこがれるぅ！」

ノアル：いろいろ間ま違ちがえておられますね。

ムイ：きっと可哀想なお育ちをしたんでしょうね。

ノアル：バグベアから仲間はずれにされた反動とか？

ムイ：なんか壮そう絶ぜつな幼よう少しよう期きとかを過すごしたんですよ。

イナッシー：ボッロボロにいわれてるなぁ（笑）。

カガリ：我がパーティにもなんか少し可哀想な人がひとり。

イナッシー：だ、誰だ誰だ？（一同笑）

ＧＭ：憐れみの視線を受けたアラゴさんは、「オレをそんな目で見るなー！」と叫びながら襲い掛かってきますよ。







　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：最初に軽く説明を。エネミーはアラゴとゴブリンアーチャーに、ゴブリンが３グループ。ゴブリンたちとＰＣの間にはベッド、ハンモック、寝ねわらがあって、奥に向かうには、そのどれかとエンゲージする必要があります。

[image: ]

カガリ：了解です。

ＧＭ：では、状況を説明も終わったところで、戦闘を開始しましょう。




●第１ラウンド

[image: ]

▼行動値

　ノアル　　　　　　　　　10

　イナッシー　　　　　　　８

　アラゴ　　　　　　　　　８

　ゴブリンＡ、Ｂ、Ｃ　　　７

　ムイ　　　　　　　　　　６

　カガリ　　　　　　　　　６

　ゴブリンアーチャー　　　４




ＧＭ：では、セットアッププロセス。何かするのは……（確認して）イナッシーとアラゴさんですね。まずはイナッシーからどうぞ。

イナッシー：《エンサイクロペディア》でエネミー識別する。対象はアラゴか、ゴブリンアーチャーか……。ここはゴブリンアーチャーにしよう。（ダイスを振る）17だ。

ＧＭ：余裕で成功です。名前はゴブリンアーチャー。分類は妖魔。３レベルのエネミーで、【魔ま法ほう防ぼう御ぎよ力りよく】よりも【物理防御力】の方が高いです。

イナッシー：ほうほう。

ＧＭ：スキルは、ゴブリンのモブの数に比例してボーナスを得る《ゴブリン集団》、他のキャラクターとエンゲージしている対象へのダメージが上がる《死角撃うち》、あとエンゲージしていても射しや撃げき攻こう撃げきができる《零ぜろ距きよ離り射撃》を取得しています。

イナッシー：強そうですね。

カガリ：でも、一〇〇〇点近く【ＨＰ】があると死ぬ気はしない（笑）。

ＧＭ：そうですね（笑）。次はアラゴが《ゴブリン奮ふん起き》を使用。これによりゴブリンとゴブリンアーチャーのダメージロールが１Ｄ増えます。ハードモードの修正も加えて＋２Ｄ増ふえる計算ですね。ハードモードは強いですよ。ふっふっふっふ、思い知るがいい。

ムイ：古代の衣の＋30の前には１Ｄぐらい、たいしたことないです。

ＧＭ：それは確かに（笑）。で、これでセットアッププロセスは終了でイニシアチブプロセスへ。そして【行動値】が10のノアルさんのメインプロセスになります。

ノアル：はい。では、ベッドへと向かいます。懐なつかしき日々の王子の寝ね姿すがたを思い出しながら。

ＧＭ：では、そこで危険感知になります。

ノアル：危険感知ですか。（ダイスを振る）わたくし、ファンブりました（一同笑）。

ＧＭ：では、ベッドに隠されていたトラップが作動。あなたに向かって毒針ばりが飛びます。難易度13の【敏捷】判定を。失敗したら毒針を受けてしまいます。

ノアル：（ダイスを振る）あ、なんか低い。達成値は８です。

ＧＭ：では３Ｄ＋30の貫かん通つうダメージを受けます。えいしょ（ダイスを振る）……40点の貫通ダメージ。さらに［毒（１）］が入ります。

カガリ：《プロテクション》いたしましょうか？

ノアル：いえ、必要ありませんわ。【ＨＰ】はあり余ってるますから。

カガリ：そ、そうですね。……実は今回、私は何もすることがない（一同笑）。

ＧＭ：なお、ハードモードによる修正は［毒］にもかかります。ノアルはクリンナップごとに35点のＨＰロスを受けますよ。

ノアル：それは仕方ないですわ。では、マイナーアクションで《ウェポンクリエイト》。髪かみの毛けに刺ささってた青いバラを取って、そこから錬れん金きん術じゆつで鞭むちをもうひとつ出します。

ＧＭ：おおー、バラが鞭に変化した！

ノアル：そして、メジャーアクションで毒消しを飲みます。

ＧＭ：はいはい（一同笑）。

イナッシー：すごい！　なんという華麗なる一連の流れ（笑）。

ノアル：毒を消して一息ついたところで、うしろに注意を呼びかけますわ。王子、ここは危険です。気をつけて！

カガリ：いや、王子じゃなくてオレを守って（笑）。

ＧＭ：次はイナッシーとアラゴさんの行動。ＰＣ優先なので、イナッシーからどうぞ。

イナッシー：じゃあ、アラゴに《ファイアボルト》撃うつ。魔ま術じゆつ判定……（ダイスを振る）９、達成値は24！

ＧＭ：（ダイスを振る）15なので回避失敗！

イナッシー：古代の衣の分も合わせて、ダメージは３Ｄ＋32だ。……（ダイスを振る）〈火〉の魔法ダメージで45点。

ＧＭ：ぐはっ！　さすがに死なないけど、それは結構痛いたい。すごいね、古代の衣。

イナッシー：＋20なんで、実じつ質しつ２倍！

ＧＭ：アラゴさんの身体が炎ほのおに包まれる。「ぐおおお、なんて強力な炎だ！」

イナッシー：見たか、これが正せい義ぎの炎だ。

カガリ：チートの炎の間ま違ちがいでは（一同笑）。

ＧＭ：（笑）。次はアラゴさんが動きます。ムーブアクションで、トラップに引ひっ掛かかったノアルに向かって突とつ進しん。そして、メジャーアクションで《ペネトレイトブロウ》で殴ります。命中判定は３Ｄ＋７……（ダイスを振る）14！

ノアル：そ、それは無理ですわ。（ダイスを振る）回避失敗です。

イナッシー：そ、そんな、オレをかばって敵の攻撃を受け止めるなんて！

ノアル：「何、この人……」みたいな感じで、イナッシーさんを見ます（一同笑）。

ＧＭ：さて、アラゴさんのダメージは、《疾しつ走そう》分の＋１Ｄ、ハードモードで＋１Ｄで５Ｄ＋11になります。なお《ペネトレイトブロウ》なので、防御力はきません。（ダイスを振る）33点。古代の衣の修正が入って63点になります。うおー、ばぶーん（[image: ↑]殴なぐった音）。

カガリ：意外と痛いたくない？

ノアル：あと八回は耐たえられますわ（一同爆笑）。

ＧＭ：ですが、普通よりもはるかに大きなダメージが出たことは確かです。予想外の手応えにアラゴさんは驚き、奮えます。「おお、オレのパンチがこんなに強力だなんて！」

カガリ：（ゴブリンになり）「さすが、アラゴの旦那だ！　オレたちも続けーっ！」

ＧＭ：そんな感じで士気の高まったゴブリンＡ～Ｃの行動になります。




　駆けだしたゴブリンの集団は、一斉に罠にかかったノアルに殺到。ゴブリンＡとＢが攻撃を命中させ、それぞれが53点と60点という大ダメージを叩き出した。

　普通なら、１レベルのＰＣが受ければ即戦闘不能になりかねないダメージなのだが……。




ノアル：結構ダメージを受けちゃいましたけど、ケロッとしてますわ（一同笑）。

ＧＭ：うーむ。【ＨＰ】[image: 999]の前には、＋30も焼け石に水ですね（笑）。テンションの上がっていたゴブリンたちが怪訝そうな顔になります。「すげえ力が出てるはずなのに、あいつ平然としてやがるぞ？」「どういうことだ？」「わけがわかんねえぜ！」

ノアル：ふふ、わたくしを倒すなら、今の倍はダメージを出していただかないと。

ＧＭ：次は行動値６のムイとカガリになります。

ムイ：じゃあ先にいきますね。ムーブアクションでノアルさんの救援にいきましょう。

カガリ：安全が確保できている上に、敵もそこに集中してますしね。

ムイ：ですです。マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションは《バッシュ》でゴブリンＡに攻撃です。（ダイスを振る）命中判定の達成値14です。

ＧＭ：（ダイスを振る）お、出目がいい。達成値は15なので避けました。

イナッシー：な、なにっ!?

ムイ：え～～～～～っ!?

カガリ：攻こう撃げき力りよくは上がっても命中は上がってませんから。

ムイ：所詮は１レベル……とほほ～（一同笑）。

カガリ：仕方ないです（笑）。次は私ですね。私もムーブアクションでベッドまで移動します。そして、メジャーアクションで《バッシュ》を使い、アラゴを殴なぐります。命中は３Ｄ＋５で。（ダイスを振る）あ、低い。達成値11でした。

ＧＭ：それは避けるんじゃないかな。（ダイスを振る）うん、回避成功した。

ノアル：や、やばいですわ。

ＧＭ：「当たらなければどうということはない。我はゴブリン四天王最強のアラゴ！」で、最後にゴブリンアーチャー。《死角撃ち》があるから、イナッシー以外を狙ねらうとして……ダイスを振って決めよう。（ダイスを振る）ノアルに攻撃。一番弱っている人にいきました。

ノアル：そ、そんなぁ！　卑ひ怯きようですわよ（笑）。

ＧＭ：「卑怯なんて言葉はゴブリンにはなーい」キリキリとつがえた矢を引き絞り、ノアルに放ちます。マイナーで《死角撃ち》を使って攻撃。（ダイスを振る）命中判定は17です。

ノアル：（ダイスを振る）あー、惜おしい、15ですわ。

ＧＭ：ダメージはもろもろの修正込みで６Ｄ＋33……（ダイスを振る）あまり出目はよくないけど、それでも61点の物理ダメージになります。

イナッシー：さっきからダメージの数値がおかしい（笑）。

ＧＭ：１レベルの戦闘している気がしませんね（笑）。勢いよく放たれた矢は、吸い込まれるように命中し、すさまじい衝撃がノアルを襲います。

カガリ：そろそろ《プロテクション》を……。

ノアル：やりたい？

カガリ：ん？　別に（一同笑）。

ムイ：ＨＰポーション買っておけばよかったですね。

ノアル：そうですわね。【ＨＰ】を全ぜん快かいするのに何回の《ヒール》がいるかしら（一同笑）。

ＧＭ：今ので全員、行動終了したので、１ラウンド目は終了。第２ラウンドに移ります。




●第２ラウンド

[image: ]

▼行動値

　ノアル　　　　　　　　　10

　イナッシー　　　　　　　８

　アラゴ　　　　　　　　　８

　ゴブリンＡ、Ｂ、Ｃ　　　７

　ムイ　　　　　　　　　　６

　カガリ　　　　　　　　　６

　ゴブリンアーチャー　　　４




ＧＭ：第２ラウンドのセットアッププロセスは……何もなしと。では、イニシアチブプロセスになって、ノアルのメインプロセスになります。

ノアル：マイナーアクションで理力符ふを使い、メジャーアクションは《ワイドアタック》！　ゴブリンアーチャー以外のエネミー全員に攻撃ですわ！

ＧＭ：魔法ダメージの範囲攻撃か！

ノアル：ここはなんとしても命中させます。命中判定にフェイト１点を使って＋１Ｄしておきますわ。（ダイスを振る）あ、あら？　出目が低いですわね。達成値16です。

ＧＭ：それでもかなり厳しいですよ。（ダイスを振る）うん、全員回避に失敗しました。ダメージをください。

ノアル：（ダイスを振る）47点の〈風〉属ぞく性せいの魔法ダメージです。あと《フェイ：ナイトメア》の効こう果かで、１点でもダメージを与あたえると［放心］が入ります。

ＧＭ：一いち陣じんの風が舞まい上あがると共にゴブリンＡ～Ｃは吹ふき飛とび、戦闘不能になります。

イナッシー：おお！

ＧＭ：アラゴは耐えましたが、［放心］を受けました。青いバラの花はな片びらが舞い散る中、室内に広がるバラの香かおりに酔よったのか、アラゴさんはふらふらしてしまいます。

ノアル：王子、露つゆ払はらいはできましたわ。

イナッシー：うーん……。でも、せっかく遠くの敵に攻撃できるんで、ゴブリンアーチャーを攻撃したい（笑）。

カガリ：いいんじゃない。このラウンドで戦闘が終わるとは限かぎらないし。

イナッシー：じゃあ、ゴブリンアーチャーに《ファイアボルト》で！　魔術判定は……（ダイスを振る）19だ。

ＧＭ：（ダイスを振る）うーん、ダイス目４で回避ならず！

イナッシー：（ダイスを振る）41点の〈火〉属性の魔法ダメージ。

ＧＭ：それならまだ倒たおれない。イナッシーの放った炎にまかれ、ゴブリンアーチャーは火傷を負いますが、なんとか踏ん張ります。「その程てい度どでは、私を倒たおすことはできん！」

イナッシー：お、手強い。だがオレには仲間がいる。というわけで、みんなにがんばってほしいなって思います（一同笑）。

ＧＭ：そして次はアラゴさんなんだけど、［放心］を受けているのでメジャーアクションの判定にマイナス１Ｄされる。攻撃対象は……（ダイスを振る）ムイで。メジャーで《ペネトレイトブロウ》で攻撃……たあ！（ダイスを振る）出目が５なので12で命中です。

ムイ：それなら、６が出れば避よけます……（ダイスを振る）出ません、３です（一同笑）。

ノアル：みんな避けられない（笑）。

ＧＭ：ちょ、ちょっとなめすぎですよ、皆さん。（ダイスを振る）56点のダメージ！　なお、防御力は０扱いになります。

ムイ：それくらいなら、たいしたことないです。

ＧＭ：では次はムイとカガリ。

カガリ：ここで決着をつけてしまいましょう。これであなたを倒すのも、もう六回目になりますね～、アラゴさん。

ＧＭ：そんなに何度もやってるんですか。

カガリ：このシナリオ好きなので（笑）。というわけで、覚悟してくださいね。




　にっこりと笑顔を浮かべたカガリがライトメイスを握りしめて走り出し、グレートアックスを担ぐムイがそれに続く。

　次の瞬間───。

　アラゴとゴブリンアーチャーの悲鳴が、部屋に響き渡った。




ＧＭ：どちらもすでにダメージを受けていたし、さすがに耐え切れなかった。カガリとムイの攻撃で、アラゴとゴブリンアーチャーも倒れました。

カガリ：他愛もないですね。

イナッシー：命中判定の出目が振るわなくて、フェイト使って振り直してたのに（笑）。

カガリ：それは言わないで！（一同笑）

ＧＭ：（笑）。それでは敵が全滅したので、これで戦闘は終了になります。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：さて、戦闘終了後、アラゴの懐ふところを探さぐると青い鍵と赤い鍵が見つかりました。

イナッシー：これがあればボスの部屋に行ける？

ノアル：どうでしょう？　食堂にいたゴリデルは、倉庫にも鍵があると言ってましたわ。

イナッシー：あ、そういえば。じゃあ先に倉庫へ行こうか。

ＧＭ：倉庫へ行くんですね。では、食堂から右に進むとたどり着けるよ。

イナッシー：どうなっていますか？

ＧＭ：青い扉の手前、プレートに書かれていたとおり倉庫です。何に使うのかわからないガラクタばかりが乱らん雑ざつに積み上げられています。

ノアル：散らかってるんですか。

ムイ：ゴブリン、お掃そう除じしなさそうですもんね（笑）。

イナッシー：鍵が入ってるのは緑の箱だったよな。緑の箱を探さがしたい。

ＧＭ：じゃあ、ガラクタの山を調べる必要があります。ガラクタの山を探さがすＰＣが【感知】で判定してください。難易度10で、成功した人が多いほどいろいろと見つかりますよ。

イナッシー：（ダイスを振る）うーん、ダメ。

ムイ：ファンブルー！

カガリ：ぶふっ!?　あ、大丈夫だ。10でギリギリ成功！

ＧＭ：10はギリギリ成功だね。

ノアル：振るよー。（ダイスを振る）ああっ、ファンブル!?

カガリ：本日三回目のファンブル（笑）。

ＧＭ：ひとり成功だと、ＭＰポーションが一本ぽろんと見つかりますね。

カガリ：しょぼ！

ＧＭ：それと同時にゴミがガラガラガラガラと崩くずれてくる。全員、難易度13の【幸運】判定をどうぞ。失敗すると、３Ｄ＋10点の物理ダメージを喰らいますよ。

ノアル：無理だと思いますわ！

イナッシー：避ける。（ダイスを振る）ああー、失敗だ。

ムイ：（ダイスを振る）あ、12！　１足りない！

ＧＭ：失敗だね。ダメージは３Ｄ＋10。物理ダメージだね。（ダイスを振る）19点。

ムイ：＋30。

ＧＭ：はい（一同笑）。49点の物理ダメージになります。

カガリ：使いどころないから自分に《プロテクション》を張っておきます。（ダイスを振る）あっ、１点だけ軽けい減げん。

ＧＭ：今日出目悪いですね（笑）。しかし、古代の衣の影響で、すべてのダメージが50点級になる。結構ボロボロじゃない？

ムイ：あたし、まだ[image: 900]台だよ。

カガリ：【ＨＰ】[image: 961]あるんだけど。

イナッシー：毒饅頭対決でかなり減ったけど、まだ半分以上ある。

ノアル：わたくしもう[image: 300]点喰らってますから、[image: 600]点台いきましたよ。

ＧＭ：全然余裕じゃないですか（一同笑）。さて、ゴミの山が崩くずれたあと。緑色の箱があるのを見つけます。開けると、中には青い鍵と赤い鍵が入っています。

ノアル：やりましたね！

ムイ：これで青い鍵が二本、赤い鍵が三本になりましたね。

イナッシー：これで調べられる場所は調べ終わったかな。

カガリ：まだ行ってないのは、リーダーの部屋だけです。

イナッシー：だな。よし、リーダーの部屋に向かおう！

一同：おう！

ＧＭ：では、皆さんが倉庫をあとにしたところで、シーンを終了しましょう。







　　　ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆ゴブリン四天王、最後のひとり




　待ち受けるゴブリンたちを退しりぞけ、洞どう窟くつの奥おくへとやって来たイナッシーたち。

　どうやら、ここがこのシナリオのラスボスが待ち構えている場所のようだ。

　そして予想どおり、青い鍵を使うとその扉は開かれ……最後の部屋はその全貌を現わした。

　しかし、そこには豪ごう華かな調度品があるだけで、敵てきの姿すがたは見えず───。




ＧＭ：さて、キミたちがやってきた部屋は豪華な机つくえと椅い子す、そして寝しん具ぐだけが置かれたやや小さめの部屋です。プレートにあったとおりゴブリンたちのリーダーの部屋のようだが、その姿はどこにもありません。

ノアル：お？

ＧＭ：ただ、机の上に赤い鍵かぎが、一本置いてある。

ノアル：ラッキー………かな（笑）。

イナッシー：敵は臆おくして逃にげたと見える。じゃあ、赤い鍵を貰っちゃおうっと♪　割りと軽い気分で（笑）。

ムイ：きっと、手を伸のばすと何か起こりますよ？（笑）

イナッシー：いや、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。

カガリ：慢まん心しんしている（笑）。

イナッシー：慢心してまーす！（笑）

ＧＭ：なお、赤い鍵は、これで四つ目ですね。

イナッシー：きっと、マスターがもうシナリオが長いかなと考えて、それでサービスしてくれたんじゃないかな。

一同：…………。




　果てしなく都合のいい解釈であった。




イナッシー：では、オレは鍵を取りにいきます。

ＧＭ：わかりました。イナッシーが卓上の鍵を取るということで、いいですか？

イナッシー：はーい。

カガリ：では、私は５メートル下がって、いつでも部屋の外に逃げられるように入口の近くに位置取り、イナッシーの様子をそっと見守ります。

ムイ：同じく。やっぱり何か起こりますよね～。

ノアル：同じく。王子───いけませんわ、と言いながら（笑）。

イナッシー：ちょっ、みんな!?（笑）

ＧＭ：まあ、トラップを警戒する時は、基き本ほん的にそんな感じですよね。

カガリ：そうそう。なるべく犠牲は少なくってことです。

イナッシー：そ、それもそうですね（笑）。じゃあ、オレは周囲を気にすることなくみんな、何をしているんだい？　と、鍵を取りにいきます。




　というわけで、イナッシーは軽い足取りで、机に近づき、無造作に鍵を取り上げた。

　……すると！




ＧＭ：───部屋の四隅から、ブシュウウッ！　と緑色のガスが噴出します。

一同：なにぃ───っ!?

ムイ：あ、あの判はん定ていとかは？

ＧＭ：これは特に判定とかないタイプのトラップでして。

イナッシー：げっ、いきなり喰らう系けいか!?

ＧＭ：そういうことです。

カガリ：ＰＣは死にます。

ＧＭ：死にませんよ？（笑）　ただ、部屋が狭いので、もうもうと立ちこめる「毒ガス」により、全員がダメージを受けることになります。

カガリ：最悪の状じよう況きようです！　ああ、やはり部屋の外まで出ておくんだった！




　後悔、先に立たずであった。




ＧＭ：キミたちは（ダイスを振る）４点の貫通ダメージに加えて、バッドステータスの［毒（１）］を受けることになります。

ムイ：貫通ダメージって防具がきかないんですよね。

カガリ：そう。で、バッドステータスの［毒（１）］ってことは、これ、ラウンド進行ってことですか？

ＧＭ：そのとおり、このまますぐに戦闘に入り、毎ラウンドのクリンナッププロセスに、毒によるダメージが入ります。

イナッシー：うおー。［毒（１）］を喰らったところで、戦闘か。

カガリ：ちょっ!?　今、古代の衣の効果で、私たち毒のダメージに＋30なんじゃない？

ＧＭ：もちろんそうですよ。

一同：ぎゃぁぁぁぁぁっ!?

ＧＭ：と、そんなところに「ちょいと待ちなー！」と、声がします。魔導銃───キャリバーをクルクル回しながら、一匹のゴブリンが部下を率いて入ってきます。

ムイ：なんか来ましたね。




　テンガロンハットをかぶり、ガンマン風ないでたちをした二丁拳銃のゴブリンがニヤリと笑う。明らかに有象無象のゴブリンとは異なる雰囲気を発散するエネミーであった。




ＧＭ：「俺おれはゴブリン四天王筆頭、ゴブリンガンスリンガーのサフォーだ。お前らの戦いはずっとうしろで見ていたぜ、ＯＫ？」と、そのゴブリンは名乗ります。

[image: ]

イナッシー：うしろで見ていた───って、つけていたってことですか。

ＧＭ：そういうことです。

ノアル：ただ者ではなさそうですわね。

ＧＭ：で、キミたちに毒がちゃくちゃくと回っていく中、「そんなお前らに提てい案あんだが……人間裏うら切ぎって、ゴブリン四天王にならねぇか、ＯＫ？」と、サフォーは提案してきます。

ムイ：えぇぇ───っ!?（笑）

イナッシー：オレたちにゴブリンになれと!?（笑）

ムイ：あたしたちから誰だれか三人ほど引ひき抜ぬくってことですか？

ノアル：四天王の四つの席は、サフォーがひとつを占しめてますから、わたくしたち、四人のうちひとりがいらない計算になりますわね。

イナッシー：む、オレたちは、仲間はずれなんか作らないぞ！（笑）

ＧＭ：では、サフォーは、テンガロンハットのつばを〝くっ〟と、親指で持ち上げて言い放ちます。（シリアスな重々しい声で）「そうか、１・２・３・４・５───ここにいたのは合わせて五人だったってわけかい………」

カガリ：人数ぐらい、数えろよ!?（笑）

ＧＭ：「ふっ、小さいことにこだわるなよ。───五人の四天王もいいもんさ。俺は好きだぜ。ＯＫ？」

一同：馬ば鹿かだぁぁぁぁぁぁ───っ!!（爆笑）

カガリ：いや、提案がある。お前がいらない（笑）。

ＧＭ：「ゴブリン四天王ってのは、心意気さ。誰だれかに認みとめてもらうもんじゃねえ。俺が、俺たちがゴブリン四天王だって言いい張はることなんだぜ、ＯＫ？」クルクルクルクル、チャカ。と二丁拳銃を構えてサフォーはポーズを取ります。

ムイ：可愛かわいい。持って帰って飼かいたい！（笑）

カガリ：何かが琴線に触れたらしい（笑）。

イナッシー：いや、持って帰るわけにはいかない。オレはそんな毒を使うような卑ひ怯きような輩やからと手を組むつもりはない！

カガリ：ほほー。

ムイ：チートは許ゆるせるのにー。

イナッシー：…………〝それはそれ〟〝これはこれ〟だ!!（一同爆笑）

ノアル：お、王子（笑）。

イナッシー：それはそれ（笑）。オレたちはこいつらを倒さなければならない。

ＧＭ：「やれやれ、交渉決裂か………アラゴはこれでわかってくれたんだが、所しよ詮せん人間にはわからねえかー」

ムイ：あ、アラゴはそれで言いい含ふくめられたんですね。

カガリ：所詮ゴブリンはゴブリンか（笑）。

ＧＭ：「ふん、俺たちゴブリンの心意気をなめるなよ！」

イナッシー：いやぁー（笑）。

ノアル：ここまでお馬鹿だと、なめるなというのが無理ですわ（笑）。

ＧＭ：サフォーは「ＯＫ。さあ、やっちまえ！」と部下たちに声をかけます。すると、ゴブリンたちが戦闘態勢を取ります。というわけで戦闘を始めましょう。

イナッシー：ゴブリンなんて蹴散らしてやるぜ！




●第１ラウンド

カガリ：戦闘ですね。敵味方の位置関係は、どうなりますか？

ＧＭ：少し位置が離れていましたが、狭い部屋なんでＰＣたちはひとつのエンゲージに存在することとします。

ムイ：なるほど。

ＧＭ：そして、ＰＣたちの５メートル手前にはゴブリンのモブが２グループ、そしてその奥にはサフォー、ゴブリンアーチャー、さらに普通のゴブリンよりも強そうなモブがいます。
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ノアル：敵が多いですわね。

ＧＭ：本当はいっぺんに出てくることはないんですが、ハードモードなんでいきなりたくさん出てきます。

ノアル：本来は追加で出てくる感じなんですね。

ＧＭ：そういうこと。ということで【行動値ち】はこんな感じになります。




▼行動値

　ノアル　　　　　　　　　10

　イナッシー　　　　　　　８

　サフォー　　　　　　　　８

　ゴブリンＡ、Ｂ　　　　　７

　ムイ　　　　　　　　　　６

　カガリ　　　　　　　　　６

　サフォーの信しん奉ぽう者しや　　　　５

　ゴブリンアーチャー　　　４




ＧＭ：では、セットアッププロセスから。

イナッシー：《エンサイクロペディア》を使用して［エネミー識しき別べつ］をしたい！

ＧＭ：了りよう解かいです。こちらは特にありませんのでどうぞ。

イナッシー：じゃあ、ボスのサフォーに［エネミー識別］。（ダイスを振ふる）達成値は20。

ＧＭ：それなら問題なくわかります。

イナッシー：お。

ＧＭ：分類：妖よう魔ま、レベルは７＋[image: ]──ハードモードなので（笑）。防ぼう御ぎよ力りよくは【物理防御力】の方が高くて、《ゴブリン集しゆう団だん》の他に《キャリバー》《キャリバーガンパート》を持ってます。要するに二丁拳けん銃じゆう。

イナッシー：おー。

ノアル：命中やダメージが、仲間が多いほどボーナスが入る《ゴブリン集団》を持っている以上、早めにゴブリンの数を減らす必要がありますわね。

ＧＭ：ふふふ。それから《デスターゲット》《ファニング》ですね。なのでマイナーアクションでダメージが増ふえて、攻こう撃げきの対象が二体になります。

カガリ：そいつはよくないな。

イナッシー：強そうですね。

ＧＭ：強いです。古代の衣の効果で＋30があるからよけいに（一同笑）。

イナッシー：だな。

ＧＭ：あ、あとサフォーの近くにいるモブはゴブリンなんですが、こいつらはサフォーを信しん奉ぽうしているゴブリン───サフォーの信奉者たちです。杖つえを手に持って、ジャラジャラと石の首くび飾かざりをいっぱいつけています。
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一同：お！

カガリ：なるほど。いかにも魔ま法ほう使つかいっぽい感じなわけですね。

ＧＭ：そういうことです。では、イニシアチブプロセス。そして、ノアルのメインプロセスになります。

ノアル：はーい。とりあえず、前に出ます。ムーブアクションでゴブリンにエンゲージして、マイナーアクションで《ウェポンクリエイト》で鞭むちをもう１個創つくり出だしますわ。次にメジャーアクションで──。

カガリ：ポーションを飲む（一同笑）。

ノアル：もう、それさっきやった。メジャーアクションは《ワイドアタック》です。

ＧＭ：いきなり《ワイドアタック》ですか（笑）。

ノアル：ええ。さあ、よろしくて？　（ダイスを振る）クリティカル！

イナッシー：おー。凄すごい！

ＧＭ：い、いきなり、クリティカル？　一応、こちらもクリティカルを出せば……（ダイスを振る）うん、出ないので命中です。




　ノアルが創った鞭は、それ自体が意志を持つようになめらかにゴブリンたちに迫り、激しく妖魔たちを打ち据すえた。
















ノアル：では、ダメージをいきますわよ。（ダイスを振る）32点の物理ダメージです。

ＧＭ：さらに20点足して………。

ノアル：52点ですわ。

ＧＭ：ぐおぉぉぉ───っ！（ゴブリンのポーンを取とり除のぞく）

ノアル：あ、いなくなった（笑）。

イナッシー：お！

ノアル：当たれば強いのね、わたくしたち（笑）。

イナッシー：そう、本当は強い。本当は強いんだ！　これが俺たちの本当の力だ！（一同笑）

ムイ：噓うそです（断言）。

イナッシー：あ、はい。チートのおかげです（一同爆笑）。

ＧＭ：（笑）。では、次はイナッシー。

イナッシー：じゃあ《ファイアボルト》でボスを攻撃する。まずはムーブアクションで横にずれて、マイナーで万能薬を飲んで、メジャーでサフォーに《ファイアボルト》。魔ま術じゆつ判定で３Ｄ＋９で……（ダイスを振る）達成値は21！

カガリ：それは当たりますね。

ＧＭ：うん。（ダイスを振る）回かい避ひ失敗。

イナッシー：よかった。じゃあ、ダメージロール。フェイトを使って５Ｄで判定……（ダイスを振る）32点。32点に＋20点なんで52点の〈火〉属ぞく性せい、魔ま法ほうダメージ！

ＧＭ：熱い。さすがにボスはそう簡かん単たんには倒たおれないが、52点はかなり痛い。魔法の炎にまかれたサフォーは、苦く悶もんの呻うめきをあげつつ、それを振り払います。

イナッシー：おー。

ＧＭ：次は８なのでサフォーの攻撃。対象は……（ダイスを振る）イナッシーとムイ。ムーブアクションでエンゲージを離れて、マイナーアクションで《デスターゲット》、メジャーで《ファニング》で攻撃します。たーっ！（ダイスを振る）ちょ、ちょっと待て！

イナッシー：意外と低い？

ＧＭ：３Ｄ振ふってダイス目６？　あ、ありえない。命中の達成値は13です。




　サフォーの二丁拳銃から弾丸がばらまかれる。だがその射撃は、正確性を欠いた。イナッシーには避けられ、命中したのはムイのみに終わる。




ＧＭ：じゃあ、ムイへのダメージは……（ダイスを振る）＋30されて、68点の物理です。

ムイ：60点のＨＰダメージです。

カガリ：《プロテクション》いる？

ムイ：い、いや。いいかな（笑）。

ノアル：なんか、アコライトの仕事がなくて可哀かわい想そう（笑）。

ムイ：じゃ、じゃあ、ください！　《プロテクション》をください！（笑）

カガリ：「じゃあ」ってなんだよ!?（笑）　（ちょっとイジワルな顔で）いや、無理しなくていいんですよ。【ＭＰ】は《ヒール》に回した方が得ですから。

ムイ：《プロテクション》をください！

カガリ：そう？　しょうがないなぁー、もう（笑）。

ノアル：カガリさんが、なんか嬉しそう。

カガリ：じゃあ、いきますね。（ダイスを振る）ペッ、１点。

ムイ：ちょ、ちょっと!?

カガリ：あー、【ＭＰ】がもったいねー（一同爆笑）。




　ひどい話である。




ＧＭ：（笑）。次はゴブリンが倒たおされてしまったのでカガリとムイですね。どちらからでもどうぞ。

カガリ：じゃあ、私が先に、軽くダメージを与あたえておきますよ。

ムイ：はい、お願いします。

カガリ：じゃあ、全力移い動どうでサフォーの信奉者にエンゲージして、メジャーアクションで《バッシュ》を使って殴なぐりますよ。

ＧＭ：はい。

カガリ：（ダイスを振る）命中は14！　サフォーの信奉者は魔法使いみたいだから、これでも当たるでしょ。

ＧＭ：さてさて。（ダイスを振る）お、ダイス目が９なので避けた、達成値は14！

カガリ：えぇ～～～～～～っ!?

ＧＭ：ゴブリンの魔法使いはわりと身が軽かった（笑）。

カガリ：ちっ！　じゃあ、リアルプレイヤーがチャットで「ちょっとトイレにいってくる」とメッセージを入力します。

一同：逃にげるな───っ!!（一同笑）

ＧＭ：メ、メタなギャグを（笑）。

ムイ：で、次、あたしですね。やっぱりムーブアクションでサフォーの信奉者にエンゲージして、マイナーで万能薬を飲みます。

ＧＭ：はい。これでムイの［毒（１）］が解除されました。

ムイ：そして、メジャーで《バッシュ》。斧おので殴ります。（ダイスを振る）ダイス目が９なので命中は13です。

カガリ：え、３Ｄで、出目が９？　ちょっと低くないですか？

ムイ：ですね。フェイトを使って振ふり直します。えい！（ダイスを振る）　えっと……７に下がりました。

カガリ：ひどくなったじゃないですかっ！（一同笑）

ノアル：王子、ここは励はげますところですわ。

イナッシー：では……ドジッ子、萌もえ～。

ムイ：え？

イナッシー：ドジッ子、萌え～。




　画期的な励ましの言葉であった。




ムイ：（力尽きたように）もう、いいです（笑）。命中の達成値は11です。

ＧＭ：それ、ダイス目が５で避けるから。えい（ダイスを振る）ほら、９。

ムイ：避けられました。

カガリ：我われらの二連撃を避けるとは……。

ノアル：もー、全然当たらないよー。

ＧＭ：じゃあ、ゴブリンたちが「次の四天王はオレたちだー」と意い気き揚よう々ようと声をあげます。……でも、こいつらモブなんですよね、ただの（一同笑）。

ノアル：だって、社長のダイス目が良すぎるんですよ！

ＧＭ：いや、違ちがう。キミたちのダイス目が悪すぎるんです（笑）。というところで「では、我われ々われの魔法攻撃を喰らってもらおう」とサフォーの信奉者たちが言います。

カガリ：ふっ、そんなものでイナッシーが死ぬと思っているのですか？

イナッシー：え、え!?　オレ、オレっすか!?（笑）

ＧＭ：「よし、魔法使い同士の勝負だ！」

イナッシー：よし、かかってこい！

ＧＭ：あ、一応言っておくとね。シナリオにはちゃんと一番遠いヤツを狙ねらうと書いてある。

イナッシー：じゃあ、仕方ないですね（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）魔術判定は13！

イナッシー：13？　ということは10以上か……（ダイスを振る）お、出た！　達成値13！

ノアル：あ、凄ーい。

イナッシー：よし、避けた！

ノアル：格好いい～～（笑）。

ＧＭ：ゴブリンの魔法使いたちが次々と魔法を放ちます。猛然と魔法の礫つぶてが迫ってきます。が、イナッシーはそれらをすべて華か麗れいに避よけます。

イナッシー：華麗に？　じゃあ、オレも薔薇のエフェクトをまとわせて避けよう。

ノアル：王子、キャラかぶりになってしまうので、そのギミックはちょっとご遠えん慮りよ願いたいです。

イナッシー：じゃあ、チューリップでいいや。

ノアル：ちょっと可愛いかも（笑）。

ＧＭ：じゃあ、次はゴブリンアーチャー。こいつらもやはりイナッシーを狙ねらいます。

イナッシー：オレ？　人気者はつらいぜ（一同笑）。

ＧＭ：はい、じゃあ、いきますよ。（ダイスを振る）お、意外と高い。なんか段だん々だん、私ひとりだけ出目が回かい復ふくしてきました。命中は17です。

イナッシー：それは６ゾロ以外は避けられない。

ノアル：王子、できますわ。

イナッシー：お、そうか？　そうだよな。できるできる。できるできる。やればできる！（ダイスを振る）できなかったー（一同笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）33点の物理ダメージです。いや、30点足すから63点か。

イナッシー：63から【物理防御力】を減へらして、55点のＨＰダメージかぁ。

ＧＭ：ミサイルのようなゴブリンの弓が。

イナッシー：痛っ。

カガリ：《プロテクション》いる？（一同笑）

イナッシー：まだ平気。あと、[image: 712]点残っています。

ＧＭ：（笑）。というところで第１ラウンドが終しゆう了りようです。「く、なかなか手て強ごわい相手だ。俺の銃じゆうの攻撃を受けて生き残るなんて」とゴブリン四天王が言ったところで、［毒］を解かい除じよしていない人は35点のＨＰロスを受けてください。

ノアル：はーい。なんか、［毒］だけで死にそうですわ（笑）。




●第２ラウンド
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▼行動値

　ノアル　　　　　　　　　10

　イナッシー　　　　　　　８

　サフォー　　　　　　　　８

　ムイ　　　　　　　　　　６

　カガリ　　　　　　　　　６

　サフォーの信奉者　　　　５

　ゴブリンアーチャー　　　４




ＧＭ：それでは第２ラウンドを始めましょう。セットアッププロセスは……誰もいないですね。では、ノアルからです。

ノアル：はい。

ＧＭ：どうぞ。ノアルさん。

ノアル：はい。ムーブでゴブリンアーチャーのいるエンゲージに移動して、マイナーで理力符ふを飲む！

一同：え？




　理力符は飲み物ではありません。




ノアル：あ、使います、使います。理力符は飲めないですわ（一同笑）。

イナッシー：あははは。

ノアル：あ、あらためて、理力符を使います！（笑）　で、メジャーで《ワイドアタック》。フェイト１点を使ってダイスを増やして……（ダイスを振る）クリティカル!!

イナッシー：うおー、すげー！

ＧＭ：ここでクリティカル？　（ダイスを振る）ダメ、サフォーの信奉者たちもゴブリンアーチャーも回避できません。ダメージをどうぞ。

ノアル：全力でやってもよろしいですか？

カガリ：もちろん、もちろん。

イナッシー：どうぞ、どうぞ（笑）。

ノアル：じゃあ、フェイト２点を使って、クリティカルの分と合わせて＋４Ｄですわ。えいっ！（ダイスを振る）46点の〈風〉属性の魔法ダメージです。

ＧＭ：ということは、それに20点を加えて66点？　それはゴブリンアーチャーも耐たえきれない。サフォーの信奉者もゴブリンアーチャーも倒たおれます。

イナッシー：おおぉ～～～～～～。

ノアル：ほっ、よかったですわ。

ＧＭ：いや、まだボスがいるから。「ゴブリン四天王は最後のひとりとなっても戦うのだ！　ＯＫ？」と、部下がいなくなってもその心意気は変わらない。

イナッシー：じゃあ、このイナッシーのモテ魔法で攻撃！

カガリ：モテ魔法!?（一同爆笑）




　新たな魔法の誕生の瞬間であった………ってんなわけない。




イナッシー：魔術判定は……（ダイスを振る）20です。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗です。

イナッシー：よし！　ダメージは……（ダイスを振る）44点の〈火〉属性の魔法ダメージ！

ＧＭ：その程てい度どでサフォーは倒れません。炎にまかれつつも、目には闘志の光が輝いてます。

イナッシー：うわっ、強っ。さすがにハードモード。

カガリ：いや、それはわかりませんよ。だって、ボスに攻撃が当たったのこれで二度目ですから（笑）。

イナッシー：あー、そっか（笑）。

ＧＭ：で、やっとサフォーの順番か……。そして、サフォーは考えた。

イナッシー：ん？

ＧＭ：まだ行動していないふたりを撃うつべきだと！

ノアル：おー。

カガリ：なるほど。

ノアル：賢かしこいね、サフォー。

カガリ：でも問題は、その行動していないふたりを撃うったところで死なないということですね（一同笑）。

ＧＭ：しかし、そんなことはサフォーは知らない。マイナーアクションで《デスターゲット》、メジャーアクションで《ファニング》を使ってムイとカガリを攻撃する。（ダイスを振る）命中は17！

ムイ：フェイトを１点使って避よけます。

カガリ：え？　避けるまでもないんじゃないのこれ？

ムイ：でも、避けたい。さっきの攻撃は避けられたし、まだ何もしてない。だから、ここはせめて……（ダイスを振る）あ、達成値22で避けました！

ＧＭ：お、避けた（笑）。

カガリ：じゃあ、どうせこっちは避けられないので……（ダイスを振る）ダイス目は３、避ける気もない（一同笑）。

ＧＭ：ということで、ダメージは……（ダイスを振る）27点に＋30点で57点！

カガリ：残り【ＨＰ】は[image: 855]点。あ、《プロテクション》かけなきゃ（一同笑）。

イナッシー：かける必要あるの？（笑）

カガリ：（ダイスを振る）お、６が出た。６点軽けい減げんして、残り【ＨＰ】は[image: 861]点……あんまり変わらない（笑）。

ＧＭ：嫌いやがらせか（笑）。次はカガリとムイですね。

ノアル：もう、倒たおしちゃってー。

カガリ：いや、倒たおせるほどダメージが出ないんですよね。でも、一応マイナーで理力符を使っておいて、メジャーで《バッシュ》！

ノアル：［毒］を治さないで？

カガリ：［毒］なんか治さないよ。だってたぶん、死なないもん（一同笑）。

ＧＭ：ですよねー（笑）。

カガリ：ということで、せめて１回ぐらい命中して欲ほしい。（ダイスを振る）あ、クリティカル。

ムイ：おー。

ノアル：クライマックスにきて、やっとみんな目がよくなってきてる。

ＧＭ：ということは、ここでＧＭがクリティカルを出す流れですね。

ノアル：え？

ＧＭ：（ダイスを振る）おしい！　６と５！

カガリ：おほほほ（笑）。ではダメージにフェイトを３点使ってしまいます。これで９Ｄ！

ノアル：お、いっぱい（笑）。

カガリ：（ダイスを振る）お、ダイス目もなかなかよくて38点。なので〈火〉属性の魔法ダメージで63点に＋20で83点！

ＧＭ：「グオーッ、燃もえる～～」炎ほのおの一いち撃げきを受けて、サフォーさんがのたうち回る。かなりのダメージを受けている感じです。

ノアル：お。これはあと少し？

カガリ：ムイ、任まかせます！

ムイ：え？　えーっと、がんばります！　外さないといいな～（笑）。

ＧＭ：では、ムイの行動です。

ムイ：はい。ムーブでサフォーにエンゲージして、マイナーで《スマッシュ》、メジャーで《バッシュ》。命中にフェイトを１点使います。４Ｄ振ふれば──。

ノアル：当たるはず！

ムイ：はい、当たるはず！　いきまーす。えいっ！（ダイスを振る）あ、でもクリティカル！

ノアル：クリティカル？　みんな急にどうしたのですか？（一同笑）

イナッシー：あははは、凄い（笑）。

ＧＭ：回避は……（ダイスを振る）失敗。

ムイ：よかった、当たった。えっと、最初の２Ｄ、クリティカルの２Ｄ、《バッシュ》の２Ｄ。これに《スラッシュブロウ》を使って２Ｄ。フェイトを使っちゃおうかな（笑）。

ノアル：うん。

カガリ：まあ、いいんじゃない。残り全部使っちゃって。

ムイ：じゃ、フェイトで＋３Ｄ。いきます！　えいっ！（ダイスを振る）33！　ダメージは51点です！　あ、＋20で71点です！（笑）

ノアル：おお～～～。

イナッシー：これはすごい！

カガリ：本日最大のダメージ。




　ムイは巨大な斧を両手で握りしめ、渾こん身しんの力で振り下ろす。

　空を裂さいて迫る巨大な刃は、妖魔の首しゆ魁かいに直撃した───。




ＧＭ：それはゴブリン四天王といえども、耐たえることができません。サフォーはムイの攻撃で吹ふき飛とびます。ゴブリン四天王破やぶれたり～～（笑）。

ノアル：うーん、最後三人がクリティカル（笑）。

ムイ：でも、あたし二回しか攻撃が当たってない……。

ノアル：う、うん。そういうこともありますわ。

ＧＭ：あ、クリンナッププロセスに［毒］受けるのでお忘わすれなく（笑）。

ノアル：35点。

カガリ：ぐふっ。私、最終的に【ＨＰ】が[image: 500]点台ですよ。

イナッシー：【ＨＰ】が半分まで減へってるし（笑）。

ＧＭ：一番の敵は［毒］ということで（笑）。では、これで戦せん闘とう終了です。







　　　ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆晴れてミッションクリアのはずが




　ゴブリン四天王もすべて倒したイナッシーとその仲間たち。

　１レベルのシナリオにしては、まずまずの成果である。

　これで、シナリオの目的も果たした。さあ、一いつ旦たんログアウトしてひと休みしよう。




ＧＭ：えー、キミたちは戦闘に勝利。ゴブリン四天王を見事に倒した………のですが。

イナッシー：はい。

ＧＭ：ここでひとつ異い常じようが。

イナッシー：ん？

ＧＭ：カガリさんが、ログアウトできません。

イナッシー：あれ？

カガリ：はっはっは。そんな馬鹿な…………え？　ってマジですか？（笑）
















イナッシー：あら───。

ＧＭ：さっき戦闘中に「トイレいってきますねー」ってカガリさんが言ってましたけど、戦闘が終わったんで、ログアウトしようとしてもできなくて、………それで判明しました（笑）。

カガリ：おお。

イナッシー：ん。

ノアル：……大変だ（笑）。

カガリ：今、私の心は修しゆ羅ら場ばになっている。

イナッシー：あはは。どうしたんですか、カガリさん。

カガリ：いや、ログアウト、あの、トイレに行けないんですけど。

イナッシー：なにい。いや。

ノアル：お、おむつ、いりますか？（笑）

ＧＭ：ちなみに尿によう意いはしません。

カガリ：あ、しないの？

ＧＭ：はい。

カガリ：なるほど、なるほど。じゃあ、問題はない。

イナッシー：むしろ大問題でしょ!?（笑）

ＧＭ：はっはっは。

カガリ：システムエラーか………。

ノアル：っていうか、わたくしたちはどうなんでしょうか？

イナッシー＆ムイ：はっ!?




　試してみたところ、カガリ以外の四人もログアウトできなくなっていた。




カガリ：ちょっとＫＡＤＯＫＡＷＡさ～ん！

ノアル：帰れなーい！

ムイ：なんかバグじゃないですか、こっちの。緊きん急きゆうメンテの。

イナッシー：あ、もしかしたら、《デバッグモード》使っちゃったからかな。

カガリ：あ、《デバッグモード》解除してください。

イナッシー：あ、そうだ。解除。

ＧＭ：できません。

イナッシー：え？

ＧＭ：シナリオ終了までっていったじゃん。

イナッシー：あ、それもそうか。あはははは────。

カガリ：うふふふ。

イナッシー：あ、これは夢ゆめですよ（一同笑）。

ノアル：まず現げん実じつ逃とう避ひからなの!?

イナッシー：夢、夢。夢かぁ～。じゃあ、なにしても平気だな（笑）。なんか、勇気出してみんなのメアドとか聞いちゃおうかな。

ムイ：マジですか!?（笑）

ノアル：このタイミングで!?（笑）

ＧＭ：現実逃避している（笑）。はい、いいんじゃないですかね。どうぞ、聞いてください。

イナッシー：どこ住み？　LINEやっている？　会えない？

カガリ：ちょ（笑）。

ムイ：なんか、うざい（笑）。

イナッシー：し、しまった！

ムイ：なんか、急になんかよくいるナンパなヤツになった、みたいな（一同笑）。

イナッシー：えー、マジっすか。でも、まあ、ログアウトできないショックで、リアクションがおかしくなったんだよ！

ＧＭ：さてどうします？

カガリ：とりあえず、あの、ホームポイントに戻もどりませんか。

イナッシー：と、とりあえずそうしましょう。







◆Ending02◆ネクストゲーム




　洞窟を攻こう略りやくし、依い頼らい人にんのもとへ戻もどってみたものの、ログアウトできない状況は解かい決けつしない。

　ゲームは終わらず、まだまだ続く。

　編へん集しゆう・稲いな垣がきは、イナッシーとなったまま次なるシナリオへ。




ＧＭ：それではエンディング。ジーシャ村に帰ってくる。キミたちが牛を引き連れて帰ってくると、興こう奮ふんした様子の村人に取り囲まれます。「すげー、冒ぼう険けん者しや様」「おおー、花子ー、無事でよかっただー」「ブモーッ」と様々な賞賛の声に包まれます。

ノアル：ん、花子ちゃん。

カガリ：もはやそんなことはどうでもよくなってます！（笑）

ＧＭ：確かに。じゃあ、そういう村人たちの歓声や、お礼の言葉が、次々と投げかけられますが、皆さんの耳には入らない。

イナッシー：はい。

ＧＭ：報酬の大量のチーズや羊毛も渡わたされるけど、まぁ、この現状を前にしては、どうでもいいですよね。

イナッシー：もう、マジでそうですね！（笑）

ＧＭ：さて、とりあえず、ここでミッションを成功した、成長点が合計で31点入るということをお伝えします。

ノアル：はーい。

カガリ：それはおいしいですね。

ＧＭ：本当はエンディングのあとで、成長点の話をするんだけど、その方が、臨りん場じよう感かんあるかなーと思って。

ノアル：ああ、今回の冒険の全体の経験点や報酬がオンラインゲーム上でプレイしている最中にわかる、みたいな感じですね。

ＧＭ：そうそう。で、報酬は合計一〇〇〇Ｇだから、ギルドのお金メーターが一〇〇〇Ｇ増えて、さらにドロップ品の精算が自動的にチンチンチンチンと換かん算さんされて、いくらか増えて、およそ三〇〇〇Ｇほど加算されていきます。

イナッシー：なるほど……。

カガリ：あんまり関係ないよね（笑）。

ムイ：すでにお金はたくさん持ってますから（笑）。

イナッシー：お金メーターの上の二桁けたぐらいが微動だにしないから、感動が薄い（笑）。

ノアル：ですわね。

ＧＭ：ピクリとも動かないね。

ムイ：あははは。

ＧＭ：で、さらに演出は続きます。

イナッシー：あ、はい。

ＧＭ：キミたちの前にウィンドウが開き───、




「シナリオ１『対決ゴブリン四天王』終了」




ＧＭ：という文字列が出現し、そののち、テテテテンテンテテー♪　という効果音ととも、




「シナリオ２『盗ぬすまれた騎竜の卵たまご』に続く───」




ＧＭ：───というタイトルが表示されることになります。

イナッシー：ほうほうほう。

カガリ：連続シナリオですか。

ＧＭ：そう、連続シナリオだね、はい。というところで、ビビーンとウィンドウが切れたところで、キミたちはとりあえず、インスタントダンジョンから出て神しん殿でんの前にたどり着いた。

イナッシー：はい。なんか、その、町の様子とかってなんかおかしかったりするの？

ＧＭ：そうですね。以前より、ずいぶん人が増えてます。

イナッシー：おー、ほうほうほう。

ノアル：おお。




　イナッシーたちが、神殿の前で周囲を見回せば。

　以前とは比較にならないほどの人が神殿の前の広場に姿を見せていた。

　彼らは不安げな表情で、会話をしていた。雑踏の中で、それらは不快なざわめきとして反響し続けていた。




イナッシー：あー。やっぱり、ログアウト関係の話をしているのかなと、耳を傾かたむけてみたい。

ＧＭ：アタリです。みんな「ログアウトできない」って言っているんですよねー。

ノアル：みんな取り残されたみたいですね。

ムイ：……みんなですか。

イナッシー：オレたちだけじゃなかった。

ムイ：よかった、《デバッグモード》のせいじゃなかった。

ノアル：なかったみたいですね。

カガリ：じゃあ、原げん因いんを調べるという情じよう報ほう判定がしたいんですが。

ＧＭ：情報判定はできません。なぜなら、ここでシナリオ１が終了となるからです。

カガリ：えぇえぇぇぇっ!?（笑）

イナッシー：あはは（笑）。

ＧＭ：というところで。

ノアル：続く、ですね。

ＧＭ：ログアウトできないというところで、続くです。そしてシナリオ１終了。

イナッシー：このままじゃマズイ。会社に出社できない！

ムイ：なんか、リアルに影響があるのはあたしも困ります。

ノアル：なんかクライマックスの敵は、全然強くなかったけど、この状況。終わってみたらなぜかピンチ感がありますね。

ＧＭ：そうそう、ピンチ感あるだろう、という。

イナッシー：とほほ……これから、どうしようっていう。

ＧＭ：はっはっは（笑）。という感じで終了。ということでシナリオ１終了ですよ。





アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・オンライン




第一話「冒険開始！」




─fin─


















　　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆ゲームからの脱だつ出しゆつ




　そして、しばし休きゆう憩けいのあと───

　わたしの目の前には、再び四人のプレイヤーが集まっている。

『アリアンロッド・オンライン』のベータテストで調子に乗ったイナッシーと一行。

　しかし、どういうわけかログアウトできない！　というところで前回は終わっている。

　いったいなにが起きているのか!?




ＧＭ：ということで続きを始めたいと思います。

一同：はーい。

ＧＭ：さて。今回のリプレイ収しゆう録ろくは一日で二話を連続して収録しようという計画なのです。




　通つう常じよう、リプレイの収録は一話、つまり一回のセッションを一日かけて行ない、第二話はまた別の日に集合して収録することが多い。

　だが、今回は一日に二話収録する、というやや強行軍のスケジュールだった。

　そのことだけは事前にプレイヤーには伝えてある。




ＧＭ：少しでも〝ログアウト〟できないという雰ふん囲い気きを現げん実じつにはＴＲＰＧのプレイヤーである皆さんにも味わっていただこうという意図です。

カガリ：なるほど。

ＧＭ：『ＡＲＯ』からログアウトできないと、皆さんもこの会議室からは出られないということになりますので……。

一同：えぇえっー!?

ＧＭ：もちろんウソです（一同爆ばく笑しよう）。あくまでも雰囲気ですから。

ノアル：でも、雰囲気は大事（笑）。

ムイ：うん（笑）。

ＧＭ：では、さっそく今回予告を読み上げますよー。

一同：おーっ！




●今回予告

『アリアンロッド・オンライン』のベータテスト。

　楽しいプレイのはずだが、どうも様子がおかしい。なぜにかログアウトできないのだ。

　だが、それはキミたちだけではなかった。少なくとも周りのキャラクターは皆ログアウトできないまま、ゲームを続けている。

　この異い常じような事じ態たいの原げん因いんは？　バグなのか？

　そして、忍しのび寄よる世界滅めつ亡ぼうの危き機き。




　その時、イナッシーのところに一通のメールがきた──。




　アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・オンライン

『オレの青春が灰はいと隣となり合あわせのままダンジョンで終わるはずがない』

　第二話「世界の危機！」

　冒ぼう険けんの舞台が君を───捕とらえて放さない！




ムイ：最後の一行が……。

ノアル：世界滅亡の危機ですよ？

カガリ：オレじゃないんだから（笑）。

ＧＭ：さて、どんな危機が訪れるのか!?




●ハンドアウト

ＧＭ：個こ別べつハンドアウトありません。あるのは全員共通のギルドハンドアウトだけです。

一同：はーい。




▼ギルドハンドアウト

　ログアウトせよ。




カガリ：短かっ！

ＧＭ：シンプルです。

イナッシー：了りよう解かい。いやー、どうしてこうなっちゃったんだろう。オレのせいじゃないよね。

カガリ：それはセッションに入ってから問とい詰つめましょうか。

ムイ：実じつ際さいそういう状況になったら、自分のログアウトとかより、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．が大変なことになるからなんとかしないと、ってあたしはなりますね。

ノアル：社長の娘だからね（笑）。

イナッシー：事故でも起きれば、裁さい判ばんの嵐あらしだよねきっと。

ムイ：うちの家族を守らないといけないです。

カガリ：いや、すべて富ふ士じ見み書しよ房ぼうにお預あずけしてますんで。うちの会社は関係ないです（笑）。

ノアル：きくたけさん、いつばらすんですか？　自分の正体。

カガリ：クライマックス手前くらいかなー。少なくとも今ばらしたら、私わたし、針はりのむしろになりますよ。

ノアル：原作者ですから（笑）。

イナッシー：そうだ、早くログアウトして仕事しなくちゃ。菊きく池ちさんが今こん晩ばん原げん稿こうをあげてくれるはずだから。

カガリ：原稿、終わんないですよ。ログアウトできないんですから（爆笑）。

イナッシー：いや、菊池さんはきっとゲームをせずに真ま面じ目めに原稿書いてるんだろうなと。

ＧＭ：はいはい、これはさっさとシーンを始めた方がいいような気がします（笑）。レベルアップあるんですけど、状況は特とく殊しゆだし、どういう方向になるかわかってから、データのこと考えた方がいいんで、オープニング先にやっちゃいましょう！

カガリ：えっ、すごい変へん則そくプレイだ。

ＧＭ：ま、一〇周年のお祭り企画だし、たまにはいいじゃないですか。

ノアル：なんか、去年も聞いたような気がする（笑）。







　　　　ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆やっぱり、ゲームは終わらない




　ログアウトできず、そのまま〝イナッシー〟としてゲームの中を彷徨さまようことになった稲いな垣がき。

　おそらく、リアルでは仕事のメールやなんかも溜たまっているだろう───不安だ。

　どうやら同じ現げん象しように巻き込まれたプレイヤーたちが、他にもいるようだ。




ＧＭ：オープニングの冒ぼう頭とうは、〝前回までのお話〟というカットから開始。

ムイ：テレビドラマみたい（笑）。

ＧＭ：始まった『ＡＲＯ』のベータテストに参加した四人はギルドを組んで冒険へ出発。「オレは王国を再さい興こうする！」「王子、しっかり。あ、こういうロールプレイなんで（はぁと）」「ギルドサポート：デバッグモード！」「オレたち、強ぇぇぇ！」「でも、オレたち弱ぇぇぇぇぇ!!」「あれ、ログアウトできないですよ？」

カガリ：と、私の顔がアップになったところで終しゆう了りよう。

ＧＭ：はい、ありがとうございます。まず、ギルドサポート《デバッグモード》なんですが、ＯＮになったままです。

一同：えっ!?

ＧＭ：ＴＲＰＧとしては二本目のシナリオになったので、アフタープレイの処理をして、ＨＰとかＭＰとかフェイトとか回復し、レベルアップをします。『ＡＲＯ』では、ゲーム内のシナリオが終わると、それと同じ処理がされるようです。

カガリ：ダンジョン内でレベルアップとかしないんだ？

ＧＭ：そうです。でも、それは別にどうでもいいことです。問題は、ギルドサポートも復活するはずなのに、それはしないで継続しているということです。

一同：あぁー。

ＧＭ：キャラクターはレベルアップします。また、ギルドはレベルアップしませんでした。《デバッグモード》以外のサポートもありません。

ノアル：【ＨＰ】と【ＭＰ】はいくつになるんでしょうか？

ＧＭ：[image: 999]に回復します。そして、この時点で所持金も九九九九九九Ｇになります。

カガリ：すごいチートだ。

イナッシー：これはなんかハーレム物ＲＰＧとして、このままいようかなー。ログアウトしてもつらい現実が待っているだけだし……。

カガリ：現実逃避を始めたぞっ！

ムイ：だめー、ちゃんとログアウトできないと会社が！（一同爆笑）

ＧＭ：次に、皆さんの周りで……、

イナッシー：なんか騒さわぎになってます？

ＧＭ：ざわざわして、「ログアウトできないんですけど誰か何かわかりますかー」とか言ってる人がいます。

ムイ：やばい！

ＧＭ：でも、まだそれほど騒ぎ立ててはいるわけではないです。

ノアル：あ、そうなんだ？

ＧＭ：はい。まだ時間はそれほど経ってません。皆さんがダンジョンに入ってから、二～三時間ぐらい。

ムイ：今、ダンジョン入ってからって言った！

ＧＭ：それに、前回の終わりに言ったんですが、別にリアル身体の疲ひ労ろう感とか空くう腹ふく感とかも一切ないので……。

ノアル：眠ねむくもならない？

ＧＭ：はい。眠ねむろうと思えば眠ねむれそうですが、眠くはなりません。

ノアル：なるほどねー。

ＧＭ：だから、たいがいの人は気がつかない。気がついた人も「なんか調子悪いのかな。ま、そのうち直るだろ」ぐらいの感じ。

カガリ：でも、ログアウトできない人は、我々の他にいるんですよね？

ＧＭ：そのようです。

カガリ：「ここに運営側の人がいますよ」って言ったら集まってきますよ（笑）。

ＧＭ：で、そんな感じで途と方ほうに暮くれている稲垣さんのところにメールがぴこんとくるよ。

イナッシー：メールメール。

ＧＭ：ぴろんと開くと、「稲垣様ログインされていますか？　ちょっとこっち大変なことになって菊池さん探さがしてるんですけど。菊池さんログインしてませんか？　鈴吹太郎すずふき・たろう」と。

カガリ：メールとかあるんだ。

ＧＭ：普ふ通つうに使っている携けい帯たいのメールとかパソコンのメールとかは読めません。このメールはあくまでも『ＡＲＯ』内の友人とやりとりするためのメールです。

イナッシー：あれ、菊池さんとはなんかフレンドの登録してるって設せつ定てい？




『ＡＲＯ』ルール：フレンド

『ＡＲＯ』内でできた友人を登録する機き能のう。

　双そう方ほうが同意すると登録できて、『ＡＲＯ』内のメールのやりとりができたり、アイテムを送ったり、また相手がログインしている場合、どの地ち域いきにいるかもわかる。

　キャラクター同士の登録で、プレイヤーが誰だれかはわからない。




ＧＭ：菊池さんとはフレンド登録してるんじゃないかな。

イナッシー：菊池さんはログインしてますか？

カガリ：今は別アカのキャラクターですから。

ＧＭ：だからログインしてない。

イナッシー：ああ、なるほど。「ログインしてません。つうかこっちも大変です、どうにかしてくださいお願いします」とメール送るよ。

ＧＭ：そうするとすぐにメールが返ってきます。

カガリ：社長もログインしているの？

ＧＭ：してません。外からメールだけ見ているみたいです。

カガリ：レスポンス、めっちゃ早いんですけど。

ＧＭ：ＰＣの前に張はり付ついてるんじゃないですかね？

ノアル：あー、緊きん急きゆう事態だから？

ＧＭ：かもしれません。

カガリ：やばいぞー（笑）。

ＧＭ：で、「そちらではどうなっていますか？　どうやら障しよう害がいが起きており、ログアウトできない人がいるようです」と返事が。

イナッシー：それはオレです。ログアウトできないのはオレというかオレたち。マジマジ。

ＧＭ：「あ、やっぱりそうなんだー」

カガリ：《デバッグモード》使った人がいるんじゃないでしょうかと聞かれる？

ＧＭ：はい、メールはこう続きます。「中で誰だれか《デバッグモード》をスイッチオンにした人がいるんじゃないですか。《デバッグモード》にバグがあってどうやらそれが原因になっているようなんですが」

一同：やっぱりー（笑）。

イナッシー：押おす前に警けい告こく文ぶんとか出してくれよ。

ＧＭ：ベータテスト中ですから、まだまだ不完全なところがあるのです（笑）。

イナッシー：じゃあ次から……。

カガリ：もう、おせーよ！（爆笑）

イナッシー：いやーそうだねー。

カガリ：じゃ、なんか連絡してるっぽいイナッシーに声を掛かけます。「原因わかりましたか？」

イナッシー：ちょっと待ってて。ちょっと今いっぱいいっぱいなんで。

ノアル：ほんといっぱいいっぱいの声（一同爆笑）。

ＧＭ：「どうやらバグのある《デバッグモード》がオンになったことで、生じたようです」

イナッシー：鈴吹さんはログインしてないんですよね。

ムイ：あたしが代わりにログインしてますから……。

イナッシー：あぁ。

ＧＭ：自分用のキャラを別に作ったので、同じアカウントだとはわかりません。

イナッシー：じゃあ、「申もうし訳わけありませんが《デバッグモード》を起動したのは私でございます。大変恐きよう縮しゆくではございますが、お手数ですが何か直す方法とかをご存ぞんじではないでしょうか？　よろしくお願いいたします」とメールで返事。

ＧＭ：じゃあ「ちょっと待ってください。今ちょっと富士見書房でみんなで会議してますんで」

カガリ：富士見にいるのかよっ!!（笑）

ＧＭ：で、しばらくレスポンスが止まります。

イナッシー：いやー、大だい丈じよう夫ぶ。そろそろ復ふつ旧きゆうするって。

ムイ：ほんとですか。

カガリ：本当？

イナッシー：たぶん。いや、大丈夫。

カガリ：私もそろそろリアルの方で用事があるんですよね。

イナッシー：オレもあるよー。オレもログアウトしないと大変なんすよ。

カガリ：やっぱ原因はさっきの《デバッグモード》ですか。

イナッシー：全然？

カガリ：ちっさいですよ、この人！

ムイ：じゃあ原因はなんなんでしょう。

イナッシー：「なんなんだろうねー」やばい、これ噓うそを噓で塗ぬり固かためるのはよくないのかも（爆笑）。

ノアル：ほら、一いつ緒しよにクエストをクリアした仲間じゃないですか。ほんとのことを教えてください。

カガリ：今別キャラだけど。自分の別キャラのアカウントでメール書いて、「稲垣さんログアウトできない」と。

ＧＭ：別のアカウントにはログインできないよ。ログアウトできないから。

カガリ：おぉう、そうか。

ＧＭ：『ＡＲＯ』内のメールはすべて、キャラクター単位です。

カガリ：じゃあね、二アカの同時操作はできないですね。

ＧＭ：二アカはできないね、この状態では。次に来たのは、「菊池さんそっちにいません？」って。「菊池さん、どうやらログインしてるっぽいんですけど、アカウントはオンになってないんですよね。ちょっと広域にメッセージを発して、菊池さんを捜してください」

イナッシー：わかった。「菊池さーん」とメッセージを打つ。

カガリ：大だい迷めい惑わくじゃないですか！

イナッシー：「菊池さーん」この状況でアリアンロッドの原作者の名前を連れん呼こするっていうね。

ＧＭ：そうするとそれに合わせて次々とシャウトが始まります。「おーい菊池たけし出てこーい」「オレたちをログアウトさせろー」「菊池たけしどうしたんだー」

カガリ：「菊池ぃ、出てきなさーい」（一同笑）

ノアル：こんな時にきくたけさんがいてくれたら、ピンチを救ってくれたでしょうに。

イナッシー：きっとねー。

カガリ：いやいやいや、編へん集しゆう者しやはここにいるんですよ。こっちが頼たよりになりますよ。

ノアル：いやもうイナッシーのことはリア友なんでよくわかってるんですよ。これ以上はいっぱいいっぱいなんで。

カガリ：ここね、ここで解かい決けつ方法を提てい示じできると株かぶが上がりますよ。

イナッシー：なるほど、じゃあ土ど下げ座ざする。

カガリ：誰に？

イナッシー：ごめん、オレが《デバッグモード》をしたのが原因……って謝る。

カガリ：それはなんか殺意が上がるだけで何も解決しないですよ。

イナッシー：そうだね。うーん。とりあえず鈴吹さんには、「やはり菊池さん、なんかいないっぽいですよ」と。

ノアル：今捜し中です。

イナッシー：「今捜し中なんで待っててください」と返事しときます。

ＧＭ：繰り返しますが、『ＡＲＯ』内は、まだそんなに殺気立ってないません。そのうち復旧するんだろって座すわって待ってる人たちとか、復旧まで楽しく遊ぼうぜって人たちがいて、割わりと落ち着いてる。

イナッシー：なんかしたいんだけどー、どうしたらいいんだろう……。

ＧＭ：そうすると、ひとり声をかけてくる人がいます。「イナッシーさん？　こんにちは」

イナッシー：こんにちはー。

ＧＭ：「何か事じ情じようご存じです？　ちょっとですねー、ログアウトできなくて困こまってるんですよー。どうしたらいいかなと思って」

イナッシー：いやぁー（一同苦笑）。

ＧＭ：名前はジョン・メイヤー。普通のプレイヤーっぽいやつでヒューリンの男のウォーリアです。イナッシーのことを関係者かな、と思ってるみたいです。

イナッシー：困ったなぁー。

ＧＭ：「実はですね、わたくしプレイヤーがですね、某ぼう日に本ほん国こく首相のＡというものでして」

一同：えぇえーっ！

イナッシー：あははは（笑）。マジで？

ＧＭ：「いやちょっとこう、息子のアカウントを借りて入ってみたんですよ。これこそ日本が世界に誇ほこる新しいテクノロジーと思いましてね。これで日本経けい済ざいも回かい復ふくと思っていたんですが、いきなり出られなくなっちゃいまして。このままだとまずいんですよ」

カガリ：そりゃそうだ（笑）。

イナッシー：やばい。

ＧＭ：「まあ今はほら、土曜の晩ばんですから。明日になったらこう、ちょっといろいろあるんで日曜日はゆっくり休めないんですけど」

カガリ：つまり数時間以内になんとかしないと、ってことですね。

イナッシー：やばい。オレの《デバッグモード》で日本がピンチだ。

ＧＭ：そう、そうすると今度は可愛かわいい女の子。ちょっと色黒の女の子がやってきて、「ハロー」って。アルファベットで話しかけてくる。

イナッシー：ハロー。

ＧＭ：「何かご存じです？」

カガリ：ちゃんと翻ほん訳やくモードがあるの？

ＧＭ：あります。現実のＭＭＯでも、簡易翻訳機能がついているものはありますから。彼女は翻訳モードと英語を併用して話します。「何かご存じです？」

イナッシー：いえ、全然。

ＧＭ：「そうですかー、困こまりましたー。私はやくログアウトしたいんでーす」

ノアル：どちらの方ですか。

ＧＭ：「実はですね、大きな声で言えないんですけど……プレイヤーは男でして。某合衆国のプレジデントのＯという者なんです」

ムイ：ピンチが拡大してます！

ＧＭ：冒頭で「世界同時サービス開始」って言ったでしょ？

イナッシー：やばい。オレの《デバッグモード》で世界がピンチだ。

ＧＭ：そうすると次はエルダナーンの色っぽいお姉さんが、同様に話しかけてきます。

カガリ：今度は誰!?

ＧＭ：「オレは実はプレイヤーは男で、東京新星市の司政官、稲垣光平という者だ」




稲垣光平

　筆者がデザインしているＴＲＰＧ『トーキョーＮ◎ＶＡ』に登場する政治家。Ｎ◎ＶＡのファンにはたいへん人気がある。




カガリ：お前、誰だよっ!?

イナッシー：がしっと両手を握って返事します。「いやぁー、お会いできて光栄です。私も稲垣って言うんですよ。ずっとファンでした」

ＧＭ：まぁ、稲垣繫がりでちょっと出したかっただけなんですけど（笑）。

カガリ：ただのシャレかよっ!?

ＧＭ：そんな感じで次々といろんな人が……。

カガリ：もういいよっ！（笑）　世界の危機だってのはよくわかったから!!

ＧＭ：じゃあ以い下か略りやくってことで（笑）。

イナッシー：やばい。オレが世界を滅ほろぼしてしまうかもしれない。

ＧＭ：集まってきた人たちは、「困ったねー」「うちの国はさー、詳くわしくは言えないけどー」「そうそう、苦労するよねー」って喋しやべってる。なんか友達になってるっぽいですよ。

ノアル：そのまま仲良くなればいいと思います。

カガリ：って、それも死んだら無駄になるでしょ!?

ＧＭ：ということで、本当に世界の危機となったところで、オープニングを終了いたします。
















◆Preplay02◆キャラクターの成長




　かくして、今回の状況を把は握あくしたところで、

　キャラクターの成長作業に入ることとなった。

　リアル・プレイヤー四人は、再びルールブックやサプリメントをめくる。




ＧＭ：ということで、キャラクターの成長作業を行なっていただきます。レギュレーションは以下のとおり。




成長のレギュレーション


・成長点は30点。２レベルアップして３レベルにするのがお勧すすめ

・所持金は、四人合計で九九九九九九Ｇ

・『スキルガイド』『アイテムガイド』は基本的にＯＫ






ノアル：やった、３レベルだ！

ＧＭ：まぁ、チートまでしたから、普通より成長点は多くもらえないと、という背はい徳とくのリアル感です（笑）。

カガリ：その代わり、ピンチであることは間ま違ちがいない。

ノアル：これって、このバグを修しゆう正せいしたら、リセットかかりそうですよね。

ＧＭ：まぁ、よくあるね。ＭＭＯだと。

カガリ：ベータテストだしね。次にログインする時には初期キャラクターに戻らないまでも、稼いだレベルやお金が巻き戻される可能性がある（笑）。

ムイ：つまり、今だけのバーゲンセールってことですよね。

ノアル：本当だ！　よし、今日はやれること、めいっぱいやらなきゃ!!（一同爆笑）

ＧＭ：ポジティブだなぁ（笑）。




　かくして、レベルアップ作業は始まった。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：皆さん、これで大だい丈じよう夫ぶですか？

一同：はーい。

ＧＭ：では、結果を発表してください。




●ＰＣの成長報ほう告こく

ＧＭ：では、ミドルフェイズに入る前に、成長報告してください。ちなみに、【ＨＰ】と【ＭＰ】は、九九九じゃなくて、ルールどおり計算した数字をキャラクターシートに書いてくださいね。《デバッグモード》が切れた時のために。

一同：はーい。

ＧＭ：まずは、ＰＣ１から。




▼ＰＣ①：イナッシーの場合

イナッシー：オレからか。レベルが３になった。《マジシャンズマイト》のレベルを１から３まで引き上げた。

ＧＭ：新しん規きにスキルは取りましたか？

イナッシー：《リゼントメント》を１レベル、《マジックフォージ》を２レベル、《エキスパート》を１レベル取得した。

カガリ：魔ま法ほうのダメージや判はん定ていを上げた感じですね。

イナッシー：そうだな。《リゼントメント》でシナリオ１回大ダメージを与あたえられるから、一いち撃げき必殺の技わざを取得したって感じかな。

ＧＭ：装そう備びに変へん更こうは？

イナッシー：装備の変更はなし。以上だ。




▼ＰＣ②：ノアルの場合

ＧＭ：次は、ノアル。

ノアル：わたくしですね。スキルは、やられっぱなしだった前回を教訓として、命中を上げるために《ビースティング》、ダメージを上げるために《ピアシングストライク》、回かい避ひ性せい能のうを上げるために《バタフライダンス》を取りました。それから、《インタラプト》ですね。王子を守るために、がんばりますよ！

ＧＭ：装備はどう？

ノアル：武ぶ器きをヘビーウィップにしました。

ＧＭ：片かた方ほうは、《ウェポンクリエイト》だっけ？

ノアル：そうです。それから、頭部防ぼう具ぐは魔ま性しよう面にしました。以上です。




▼ＰＣ③：ムイの場合

ＧＭ：次は、ムイちゃん。

ムイ：あたしは、《ウェポンルーラー》を２レベル取得しました。前はあまりにも攻こう撃げきが当たらなかったので……（一同笑）。それから、シナリオ１回大ダメージを与えられる《ボルテクスアタック》、射しや程ていを５メートルにする《アームズレンジ》を取得しました。

カガリ：《アームズレンジ》か。

ムイ：あんまり移い動どう力りよくがないので、何かあった時に、移動せずに攻撃できるようにしたいと思いまして。……それから、《バッシュ》を２レベル上げて４レベルにしました。

ＧＭ：装備はどう？

ムイ：装備はほぼ変わりました。武器はポールアックス、頭部防具が魔性面、補ほ助じよ防具が俊しゆん足そくのブーツ、装そう身しん具ぐは悪心のアミュレットです。悪心のアミュレットは【精せい神しん】がマイナス１されますが、命中修正と攻こう撃げき力りよくが上がるので、これがいいかと。

ＧＭ：ムイちゃんは、【精神】の値あたいが１になったね（笑）。

ムイ：【魔法防ぼう御ぎよ力りよく】はあまり変わってないからいいかと（笑）。




▼ＰＣ④：カガリの場合

ＧＭ：最後に、カガリ。

カガリ：私は、《バッシュ》を２レベルから４レベルへ、《プロテクション》を１レベルから３レベルへと上じよう昇しよう。

ＧＭ：既き存ぞんスキルを伸のばしたか。前回役に立たなかった《プロテクション》も、ちゃんと上げたんですね。

カガリ：チートに頼り切るのはさすがに怖い（笑）。一回だけダメージを０にする《アフェクション》と、命中判定に１Ｄする《インビジブルアタック》を新規取得しました。

ＧＭ：なるほど。

カガリ：装備は、右手武器をレイジハンマーにして、左手武器は新たに軽銀の盾たてを持ちました。レイジハンマーはクリティカルが出ると、ダメージが２Ｄ増ふえる素す敵てきな武器です（笑）。また、軽銀の盾を持ったので、【物理防御力】が上がりましたよ。

ＧＭ：なるほど。

カガリ：頭部防具は魔性面になりました。

ＧＭ：つまり女の子三人が、「胴体は古の衣、頭部は魔性面」という豪華なかっこで並ぶわけですな（爆笑）。

カガリ：本当だ！




























●ＰＣ間コネクション

ＧＭ：話は連続していますので、ＰＣ間コネクションなどは変わらないものとします。

一同：はーい。

ＧＭ：では、成長報告は終了。







　　　ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆なばーる登場




『ＡＲＯ』の世界からログアウトできなくなった四人。

　だが、ログアウトできなくなったのは、彼らだけではなかった。

　多くの人を巻き込んでしまった『ＡＲＯ』のバグ。

　その原因となったイナッシーは───。




ＧＭ：さて、それではミドルフェイズを開始します。

カガリ：とりあえずわかる限りの情報を集めよう。『ＡＲＯ』内のことだけだろうけど。

ＧＭ：情報収集の判定をしていただきましょう。

イナッシー：《ヒストリー》とか使える？

ＧＭ：そのスキルはゲーム内での能のう力りよくになるので、現げん実じつ世界やゲーム・システムそのものに関する調ちよう査さには使えない。《ストリートワイズ》なら、ゲーム内での噂うわさを集めて状況確かく認にんくらいはできますが。

イナッシー：そうかぁ……（肩かたを落とす）。

ＧＭ：現在の状況に関する調査は、【精せい神しん】判定で行なってもらおうか。

ノアル：わたくしたち、魔ま性しよう面で【精神】の値あたいが減へってるから、マズいかも！

カガリ：そうですね。でも、きっと、イナッシーが何とかしてくれますよ（笑）。

ムイ：（ダイスを振ふる）出目は６。達成値ちは７です。

イナッシー：（ダイスを振る）出目は６。達成値は11。

ノアル：（ダイスを振る）６。達成値は８です。

カガリ：（ダイスを振る）９。達成値は12ですね。

ＧＭ：魔性面を外せばいいのに？　戦闘中とかでなければ、装備の交換はそんなにうるさく言わないよ？

ムイ：振ってから言うなんて、いじわるーっ（笑）。

ＧＭ：本当に意地悪なら、シナリオ終了するまで言いません（笑）。

カガリ：ゲーマーのスパルタ教育、来ました！（一同爆笑）

ムイ：じゃ、次から外して判定する。

ＧＭ：まぁとにかく、最大はカガリの12か。いくつか情報が手に入るよ。

カガリ：お、どんな情報ですか？

ＧＭ：現在の『ＡＲＯ』内での世界の状況についてですね。





・いくつかのゲーム機能が正常に作動していない。一番困るのはログアウトできないこと。

・世界的な異い変へんは発生してない。モンスターが大量発生したとか、グラフィックがクラッシュしたみたいな、目に見える異変の話は聞かない。

・ベータテスト開始直後なので、ＰＣ全員のレベルが低く、遠出した人もいない。






ノアル：あまり役に立たない情報ですね。

イナッシー：他に情報を調べる手しゆ段だんはないのかな？

カガリ：新しいシナリオが発生したりしてない？

ＧＭ：新しく「盗ぬすまれた騎き竜りゆうの卵たまご」というシナリオが、受じゆ領りよう状態になっているのを、全員が確認できます。説明のテキストには、まず神しん殿でんに行くようにとの指し示じがあります。

ノアル：前のシナリオの続き？

ＧＭ：そうです。連作なんでしょうね、第一話の「ゴブリン四天王」をクリアした皆さんは、自動的に受領したようです。

イナッシー：……とりあえず、シナリオをクリアして、レベルを上げて、ここでの生活をエンジョイする？（一同笑）

ＧＭ：お気楽だね？（笑）

カガリ：他にできることもなさそうですし、イナッシーの気持ちもわかります（笑）。

イナッシー：とにかく神殿に行こう！　なにかわかるかもしれないし。

カガリ：妙みようなシナリオが出てたりしないか、チェックしたいですね。

ＧＭ：ところが、神殿のシナリオ受付係に話しかけると「皆さんは現げん在ざい、『盗まれた騎竜の卵』のシナリオを受領中ですので、他のシナリオは受けられません」というセリフを返すばかりです。

ノアル：あれ？

ムイ：……シナリオ、キャンセルできますか？

ＧＭ：「盗まれた騎竜の卵」のシナリオをキャンセルしようとしても、キャンセルできません。キャンセル機能もフリーズしてるようです。

イナッシー：これは……シナリオをクリアするしかないようだな。

ムイ：でも、クリアすると次のシナリオをまた自動的に受けちゃったりしないですか？

イナッシー：あり得る……。

ＧＭ：菊池さんは知っていることにしますが、この連続シナリオは５本ほどあります。

カガリ：むぅ、なんかイヤな予感がするな。とりあえずシナリオをクリアするのは、もっと状況がわかってからにしましょうよ。

イナッシー：わかりました。

カガリ：私たちは、《デバッグモード》入りっぱなしなんですよね？

ＧＭ：そうですね。

イナッシー：《デバッグモード》を止められないですかね。

ＧＭ：できません。本来ならＰＣがレベルアップしてますから、ギルドサポート選べたりとかできるはずなんですが、ギルドサポート関連の操作は一切できません。

イナッシー：いっそ、ギルドを解散させちゃおう。

ＧＭ：それがですね、解散しようとすると「シナリオ受領中はギルドの解散はできません」というメッセージが出てきてしまいます。

イナッシー：うわぁぁぁ、もうダメだーっ。

ノアル：しっかりして、イナッシー。

イナッシー：オレもね、早くログアウトして、仕事しないと……。

カガリ：これＫＡＤＯＫＡＷＡのゲームだから、きっと作家さんとか全部配ってそう。結構ログインしてますよ。たぶん原げん稿こうあがんないですね。

ＧＭ：なんの話じゃ（笑）。

ムイ：そもそも原作の『アリアンロッド』を出しゆつ版ぱんした会社とかにまでなんか被害が及んだりしませんかね。

カガリ：いや、その会社は悪くない！　その会社は一切悪くないですよ。

ムイ：ないですか？　大だい丈じよう夫ぶですか？　あたしすごくなんかドキドキしちゃうんですけど。

カガリ：むしろ原作を提てい供きようしたのにこんなことになってしまったんですから、担たん当とうの編へん集しゆうとＫＡＤＯＫＡＷＡが悪いんですよ。

イナッシー：ほうほう。原作会社をなんか擁よう護ごしてますね。なにか特別な理由でも？（笑顔）

カガリ：え？

ＧＭ：擁護してるんじゃなくてなすりつけ合ってるんじゃないかな（笑）。

ノアル：そんなこと言ってる場合じゃないよ。首相とか大統領までいたし。

イナッシー：まさかＭＭＯのせいで世界がピンチになるとは思わなかったんで。

ＧＭ：ＫＡＤＯＫＡＷＡにも苦情が殺到しているかもしれませんよ。

イナッシー：うわぁ、会社がピンチになったら、オレの婚活も終わりだ～。

カガリ：そっちかよ！

イナッシー：ログアウトもできず、このままオレの青春は灰と隣り合わせのままダンジョンに埋もれていくんだー（一同爆笑）。

ムイ：とにかく！　せめて原げん因いんだけでも突つき止とめたりしませんか？　あたしたちで。

イナッシー：原因はね、わかってんだよ。

ムイ：さすが関係者。

イナッシー：ここでギルドのみんなには正直に言いますよ。やっぱ土ど下げ座ざするしかないな。ごめん。原因はですね、《デバッグモード》をね、オレがね、押おしちゃったことっぽい。

ノアル：な。

一同：なんだって───!?

カガリ：なんでそんな危き険けんなボタンが？

イナッシー：いやーね。このスタッフ用アカウントでオレ調子こいちゃってね。

カガリ：使っちゃダメって言われなかったんですか？

ＧＭ：特にそういう連絡はありませんでした。

ムイ：じゃあそれは別にイナッシーさんが悪いわけじゃ全然ない。

ノアル：そうね、それはイナッシーのせいじゃないなぁ。

カガリ：いやもう、なんか原因がわかってるんだったらなんとかしましょうよ。これをなんとかしないといろいろとマズイですよ。マズイですよねー？　いろいろとマズイですよ。

ノアル：まあまあみんな落ち着いて。わたくし一番の部外者（笑）。

ムイ：ほんとだー。

ノアル：イナッシーの手を握って言いますね。《デバッグモード》の何かが原因で、この世界がこうなったってことは、この世界で何か解決する策さくがあるということではないのでしょうか？

イナッシー：なんて優やさしい人たち、暖かい手（笑）。

ムイ：あたしもその手を取って、ブンブン振ります。解決しないとお互たがいいろんな意味で不幸になってしまうから。あたしたちでがんばって解決しませんか？

イナッシー：よーし、どうにかしてログアウトする方法を探すんだ。

ＧＭ：では、決意を固めたイナッシーのところに、ぴろんとメールが届く。

イナッシー：お！　鈴吹さーん、どうなったのかなー。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：メールは鈴吹太郎からです。街の外の森の中の位置が書いてあって、「ここへ来てください」と。

イナッシー：お、じゃみんなで行きます。

ＧＭ：その場所では、ひとりの男が待っています。エリンディルでは珍しいドラゴネットで、目を閉じています。

ノアル：ナヴァール！

ＧＭ：頭の上には「なばーる」と名前がついています。ひらがなで（笑）。

カガリ：なんでだよ（笑）。

ＧＭ：ナヴァールというキャラクターはすでにいるから新しく作れなかったのです。

カガリ：芸が細かいな（笑）。

ＧＭ：イナッシーが来ると、くわっと目を開けて話し始めます。「システム開発の人にたのんで、なんとか話だけでもできるようにしてもらいました。メールだとどうもやりにくい」

イナッシー：おぉ、ありがたい。

ＧＭ：「でも、できるのは話だけです。わたしはここから動けません」

イナッシー：で、なんかわかりましたか？

ＧＭ：まず、外の世界の状況を話してくれます。





・バグが発生しているサーバーはここだけ。

・このサーバーにログインしている人は全員ログアウトできない。

・ログインしている人たちは、ほぼ仮か死し状態。時間が止まったようなもの。

・強制的にマシンを止めると、ログインしている人にどんな影響があるかわからない。

・まだ大きな騒ぎにはなっていないが、時間の問題だろう。






ＧＭ：「なんとかバグの発生している部分を正確に特定して、そこだけ停止したいんですよ」となばーるが言う。

イナッシー：では、こちらでわかったことは全部伝える。うちのギルドのギルドサポートが特にヘンです。

ＧＭ：「わかりました、これでかなり詳細に特定できそうですね」

イナッシー：お願いしますよー。

ＧＭ：「ところで、稲垣さん。うちの娘に会いませんでしたか？　このサーバーにログインしているみたいなんですが」（一同爆笑）

ムイ：おっとー？

イナッシー：なるほど。お名前はなんというんですか？

ＧＭ：音ね々ねと言います。

イナッシー：捜しておきます。

ムイ：あたし、ここで言わない理由があまりないんだけど。

ＧＭ：いいよ、好きにして。

ムイ：じゃあ「お父さん、あたしあたし」って手を振る。

イナッシー：なんとー。じゃあ娘さんがおりました。

ノアル：娘発見。

イナッシー：すいません、ずっと一いつ緒しよにいました。

ノアル：手も握にぎってしまいました。

イナッシー：あったかかった。




　そんなこと言われても……困る（笑）。




ムイ：とりあえず超ちよう元げん気きです、って言っときます。

イナッシー：超元気と言ってます。

ＧＭ：「それなら、いいけど」

ムイ：ゲームの世界の方からなんとかできないか、ちょっと音々が探さぐってみるよ。

イナッシー：お。

ノアル：心強い。

ムイ：ゲームはあんまり上う手まくないけど。

イナッシー：不安なこと言ってる。

ノアル：あと大おお竹たけさんもいます。

イナッシー：そう、大竹さんもです。

ＧＭ：「それは心強い。それから菊池さんは見かけなかった？」

イナッシー：きくたけさんは……。

ノアル：見かけておりませんわね。

ムイ：見てないね。

カガリ：（そっぽ向いて口笛を吹いている）

ムイ：菊池さんに会えれば心強いんですけどねー。

カガリ：大丈夫、彼はいつもあなたたちを見守っていますよ。よくわかんないですけれど。

ＧＭ：なに言ってるんだか（笑）。

カガリ：外の身体の方は、大丈夫なんでしょうか？

ＧＭ：今のところは大丈夫。ただし、時間が経つほど悪いことが起きる可能性は、どんどん上がりますから、とにかく早く解決しないといけません。

イナッシー：わかりました。こちらでできることはなんとかやります！

ＧＭ：長くなったので、一いつ旦たんここで切りましょう。







◆Middle02◆広がり始めた混こん乱らん




　ログアウトできないという現げん象しようは、時間が経つにつれて人々の不安をかき立てる。

　楽しいはずのゲーム世界に、不穏な空気が立ちこめる。




ＧＭ：では、皆さんが街に戻りますと、だんだん人が集まってきているようです。

イナッシー：ナニ？

ＧＭ：さすがに時間が経ってきたので、ログアウトできないことでいらだつ人が増えてきたようですね。なんか大きな声で怒っている人や、口論している人たちがいます。

カガリ：やな雰囲気だなー。

ＧＭ：すると、見たことのあるエルダナーンの女性が、なんか高いところに上がって、演説を始めます。「オレは東京新星市の司政官、稲垣光平だっ。いいか、お前ら……」

ムイ：あ、さっきの人だ。

ＧＭ：稲垣は、なんか喋る前に、大勢に取り囲まれて、ボコボコにされます。「妄想野郎めっ」「なんでお前、こんなところにいるんだっ」「げははははっ、て言ってみろー」

一同：ばかー（爆笑）。

イナッシー：うわー、なんか他人事には思えない（笑）。

ＧＭ：まぁゲームの中なので、ボコボコと言っても、怪我をするわけでもないし、死んだりはもちろんしませんけどね。雰囲気は最悪です。

カガリ：ピンチなんだか、面おも白しろいんだか、よくわからない（笑）。

ＧＭ：それを見て、大統領とか言っていた女の子が「イエス・ウィー・キャン！」とか言って、止めに入ろうとします。

ムイ：ちょっとまずいですよ。ケガはしなくても、国際問題になるかも……。

ノアル：困こまりましたね……とりあえずこの場は、わたくしが大竹みゆであることを明かして、アナウンスを入れてみましょうか？

ＧＭ：稲垣光平より、大竹みゆの方が人気あるでしょうなぁ（笑）。

カガリ：『アリアンロッド』の世界だからねぇ。

ノアル：「このゲームは現在不安定な状態になっていますけど、皆さん、落ち着いてください」って感じで。

ＧＭ：では、ログアウトできないことで殺気立っていた他の人たちを説得できるかどうかの判定をしてみましょうか。【精神】判定をどうぞ。

ムイ：魔性面！

ノアル：そうそう、説得する時は魔性面を外しておきたい！（一同笑）

ＧＭ：いいでしょう。

ノアル：やったー！

ムイ：説得を有利に進められるスキル持ってたりします？

ノアル：わたくしは持ってないけれど……あ、ムイちゃんがやった方が、成功しやすいのですね？　代わりにやってもらおうかな……。

ＧＭ：ノアルが言い出したことなんだから、まずはノアルがやらないと（笑）。そのあと、ムイちゃんが支し援えんとなるような演えん説ぜつをしてもいいけど。

ノアル：うう、がんばります……！　（ダイスを振る）達成値は10です！

ＧＭ：成功です。

カガリ：「あ、殺意様だ！」「大竹さんだ！」「ここはアルディオンじゃないですけど、何とかしてくださいよ！」とか騒がれるね。

ＧＭ：たくさんの人が、ノアルの正体に気づいて、近づいて来ます。

ノアル：よかった！　何か質しつ問もんなどはありますか？

ＧＭ：「なんでログアウトできないのですか？」

ノアル：サーバーが不調らしいです。

ＧＭ：「いつになったら、ログアウトできるんですか？」

ノアル：今、復旧作業中です。しばらくすれば直ります。

ＧＭ：「本当に大丈夫なんですかー」

ノアル：皆さんの身体は大丈夫らしいです。だから、落ち着いて。

ＧＭ：「おぉ、外とは連絡が着いているんだ」と、ちょっと安心してきましたね。

ノアル：ふぅ、よかった。

ＧＭ：すると、ジョン・メイヤーが「私は総そう理りだが……」と声をかけてくる。

カガリ：いらねー（笑）。

ＧＭ：すぐに周りから「変なヤツが来たぞ」「ひっこめー」とか言われて、すごすごと引き下がっていく（一同笑）。では、次は、ムイの判定。

ムイ：あたしも魔性面を脱ぬいで判定します。あと、《オピニオン》で＋１Ｄのボーナスも入れていいですか？

ＧＭ：交渉や説得にボーナスの入るスキルだね。いいよ。

ムイ：よーし、（ダイスを振る）やった、クリティカルしました！

ノアル：ムイちゃんすごい！　抜ばつ群ぐんの説得力ですね！

ＧＭ：では、ムイちゃんに向かって、「あなたは大竹さんのお友達？」「緑りよく谷やさんかな？」「藤ふじ井いさんかもよ？」と次々に声がかけられる（一同笑）。

ムイ：適てき当とうに受け答えしておきます。

カガリ：「いやいや、大おお畑はたさんでしょ？」

ノアル：「～でやんす」って言っておけば大丈夫ですよ（笑）。

ムイ：（胸むねを張はって）やんす！

ＧＭ：その場にいた人たちは、「ヤンス」「ヤンス」とヤンスコールを始めます（笑）。

ノアル：ヤンス！　ヤンス!!

ＧＭ：「ほら、やっぱり大畑さんだ！」「本物のベネットだ！」と、なんかウケてます。

ムイ：……あたしって、いったい誰なんでしょう（一同笑）。

カガリ：「なんか社長にしゃべり方、似てない？」とか言われたりして。

ムイ：似てません！

ＧＭ：あ、はい。似てなくていいです。

イナッシー：とりあえずこの場は収まったみたいですか？

ＧＭ：そうですね。殺気立った人たちが、落ち着いたところでシーンを切ります。

一同：はーい。
















◆Middle03◆世界を救え！




　ログアウトできない人々を救い、

　ＫＡＤＯＫＡＷＡを救い、

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．を救い、

　書きかけの原稿を救うために、

　戦え、イナッシー。キミの出番だ！




ＧＭ：では次のシーンです。なばーるからイナッシーに連絡があります。

イナッシー：おっ、なにかわかったのかな。

ノアル：なんか動けないって言ってましたよね。

イナッシー：すぐに、なばーるのいるところに行きます。

ＧＭ：「解かい析せきの結果、ログアウト機能をフリーズさせているのは、編集部用テストギルド、つまりイナッシーさんのギルドのデータだということが判明しました」

イナッシー：はい。

ＧＭ：「ですから、ギルドを解散してください。それで、ギルドのデータが消えるので元に戻ると思われます」

イナッシー：でも、解散できないんですが？

ＧＭ：「え？　解散できないんですか？」

イナッシー：「シナリオを受領していると解散できない」というメッセージが出ます。

ＧＭ：「困りましたね。外からギルドを解散させようと試みた結果、システム全体が壊こわれてしまいそうになり、外からはいじれないらしいのです」

イナッシー：ダメか……。

ＧＭ：「では、そのシナリオをクリアしてください。そうすれば解散できるはずです」

カガリ：でも前のシナリオをクリアしたところで自動的に次のシナリオを受領しちゃったんですよ。だから、今のシナリオをクリアしても、次々と連続してシナリオを受けてしまうんじゃないでしょうか？

ムイ：そうだった。

ＧＭ：「どうやらそれは《デバッグモード》のバグですね。まず《デバッグモード》を切ってから、シナリオをクリアしてください」

ノアル：《デバッグモード》は解除できないのでは？

イナッシー：うわぁ、一周した（笑）。また先に進めない。

ＧＭ：なばーるさん、しばらく黙ります。どうやら、なんか調査しているようです。

イナッシー：頼むーっ。

ＧＭ：しばらくすると返答してくれます。「なんとかシステムの外側から《デバッグモード》を止めるスイッチを設定することはできます。ただし、一度《デバッグモード》をオフにすると、二度と元には戻もどせません。気をつけてくださいね？」

イナッシー：もったいないけど……それしか手段がないなら、そうするしかないな。

カガリ：え？

一同：え？

カガリ：解除する手段があるなら、めいっぱいこの世界を楽しんでからログアウトするに決まっているでしょう？

一同：おい！（笑）

イナッシー：いやいや、あんまり悠ゆう長ちようなことはしてられませんよ！　オレ、今夜中にチェックしなきゃいけない原稿が待ってるんだから！（一同笑）

カガリ：原稿なんて二～三日放置してくれたっていいじゃないですか！（一同爆ばく笑しよう）

イナッシー：いや、オレが担当している菊池さんというライターさんは、今もがんばって原稿を書いているはず！　その原稿をチェックしないなんて、許ゆるされないこと！

カガリ：でも、菊池さんは今、『ＡＲＯ』にログインしてるんでしょう？　私たちと一緒にログインしっぱなしのはずですよ？

イナッシー：そ、そうだったぁ！　……あの野や郎ろう、原稿サボりやがって……！（一同笑）

カガリ：（うわずった声で）多少の息いき抜ぬきは必要なんですよ!?（笑）

ＧＭ：つまり、早いところログアウト機能を復ふつ活かつさせないと、菊池さんは原稿を書いてくれないということだよ、稲垣さん。

イナッシー：そのとおりだ！　早いところ原稿書いてもらわないと困る！（笑）

カガリ：（棒ぼう読よみで）原稿を書きたくても、ログアウトできないんじゃしょうがないよね。

ＧＭ：だったら、成長点稼ぎなんてしてる場合じゃないだろ？（一同笑）

カガリ：私はカガリ。菊池というライターではないです（棒読み）。

ノアル：カガリさんって、ずいぶんと菊池さんのことに、お詳くわしいんですね？

イナッシー：カガリさんの正体が、菊池さんだったりしませんよね？（超笑顔）

カガリ：チ、チガイマスヨ？（笑）

イナッシー：ああ、でも、カガリさんは女じよ性せいでしたね。つまり、菊池さんの彼かの女じよ……。

カガリ：私ハ無関係デスヨ？（笑）

ノアル：でも、カガリって名前、菊池さんがネットでよく使う名前と一緒なんですよね～。

カガリ：（ひきつった笑顔で）カガリなんてよくある名前じゃないですか……。

ノアル：ふぅん？　じゃ、そういうことにしておいてあげます（笑）。

カガリ：ともかく！　今、我われ々われは争っている場合ではないのです！

イナッシー：そうだった。よし《デバッグモード》を止めよう。

カガリ：（間かん髪はつ入いれずに）待て！

イナッシー：まだあるのか！　な、何だ？

カガリ：《デバッグモード》をオフにしたあと、ギルドサポートは？

ＧＭ：もちろんありません。

ノアル：つまり、ギルドサポートなしのまま、シナリオをクリアするしかない？

イナッシー：なるほど。簡単には終わらないってわけか（笑）。

ムイ：《デバッグモード》を切るとどうなるんですか？

ＧＭ：【ＨＰ】と【ＭＰ】は元の値に戻もどり、お金は〇Ｇになります。

ノアル：装備は？

ＧＭ：装そう備び品ひんやアイテムに関しては手元に残ったままです。

ムイ：でも、古代の衣ころもは脱ぬがないとダメですよね？

イナッシー：古代の衣を脱がないと、敵に遭そう遇ぐうした時に、オレたちの命が危あぶない（笑）。

ノアル：やられる前にやってしまうのも手ですよ（笑）。

カガリ：さすが大竹さん。アグレッシブだ（笑）。

イナッシー：このシナリオとの相あい性しようの問題かぁ。

カガリ：じゃあ、このまま行くしかないんじゃないの？

ＧＭ：もうちょっとちゃんと考えた方が良いよ？　皆さんは、第一話で、ハードモードで依い頼らいを受けたため、このまま進むと、「盗まれた騎竜の卵」もハードモードでクリアしないといけない。ギルドサポートもない状態で、レベル３のＰＣが挑いどむのは……。

ノアル：きついと思う。

カガリ：推すい奨しようはどれくらい？

ＧＭ：ハードモードは、５レベルが四人、もしくは、４レベルが五人の状態で挑むのが推奨されている。

ムイ：つまり、ギリギリまでギルドを組んだ状態で戦えってこと？

カガリ：ギルド操作はいつでもできるの？

ＧＭ：戦闘中は無理。シーンとシーンの間なら可か能のうです。

イナッシー：う～ん……ちょっと、話を整理させてください。





・目的は、ギルドを解散すること。

・そのためには《デバッグモード》をオフにして、シナリオをクリアしなくてはいけない。

・最後の戦闘に勝利した時、シナリオはクリアとなる。

・《デバッグモード》は、シーンとシーンの間なら解除ができる。

・シナリオはハードモードで、バランスは厳しい。






イナッシー：じゃあ、そろそろクライマックスだっていうところで、《デバッグモード》を解除すればいい？

ムイ：でも、そこで負けてしまうと……。

ＧＭ：ホームポイントに帰き還かんすることになりますね。

ムイ：しかも、そのあとは《デバッグモード》も使えなくなっちゃうんですよね……。

イナッシー：ハードモードだから、《デバッグモード》も、古代の衣もない状態で戦うのはヤバいと思うんだ。

ＧＭ：どれくらい敵が強いのかは正せい確かくにはわかりませんが、それなりに強いことはわかる。

イナッシー：そうだよな……。

ＧＭ：では、イナッシーは【知力】判定をして。もし成功すれば、ヒントを差しあげよう。

イナッシー：ＰＣ自体は頭がいいから、成功するはず。（ダイスを振る）19。

ＧＭ：稲垣さんはゲームのことを詳くわしくは知りませんが、制せい作さく者しやは自分が作ったゲームですので、詳しいだろうなと推測できるはず。

カガリ：制作者は、仕様書を作ってるはずですからね。

ムイ：なばーるさんから、シナリオの詳しよう細さいを聞き出せばいいんじゃないですか？

イナッシー：なるほど！　じゃあ、「盗まれた騎竜の卵」のシナリオについて説明を求める。

ＧＭ：「そのシナリオ、クライマックスにドラゴンパピーが出てくることになっていて、それを倒たおせば終わりになるんですが……ハードモードは、ドラゴンパピーが成長してスモールドラゴンと同じデータになるんです」

カガリ：スモールドラゴンだと!?　ふざけるな！（笑）
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ＧＭ：「スモールドラゴンを倒たおせばシナリオクリアになるのですが……。あ、これはネタバレになるので、秘ひ密みつにしておいてくださいね？　他の人に言ったりしちゃダメですからね？」（一同笑）

イナッシー：スモールドラゴンって、カガリさんが嫌いやがるほど、強いものなのか？

ＧＭ：では、オマケで、この『ＡＲＯ』でのスモールドラゴンのおおまかなデータが添てん付ぷされていたことにしようか。

イナッシー：それはありがたい！

ＧＭ：スモールドラゴンは16レベル。属ぞく性せいは、戦闘突とつ入にゆう時にランダムで決定される。属性を決めるダイスは、イナッシーに振ふってもらおう（笑）。

カガリ：〈火〉属性になったら嫌ですね（笑）。

ＧＭ：スモールドラゴンはまず、ＰＣたちがいるエンゲージにブレスを吐はいてくる。ダメージは、基き本ほんが44＋２Ｄ点だけど、ハードモードなので、１Ｄ増ふえて、ダメージは44＋３Ｄ点、範はん囲いに攻撃がいくようになっている。

ムイ：一いち撃げきで死にそうな気がする（笑）。

ＧＭ：《デバッグモード》を解除してると、３レベルのギルドでは、全滅の可か能のう性せいもあるね。

ノアル：でも、最初のブレスだけはしのげますよ。《インタラプト》で打ち消せるから。

ＧＭ：（『エネミーガイド』を開いて）スモールドラゴンのデータはご自由に見てください。

イナッシー：オレが全力で魔法攻撃すれば？

ノアル：相手の属性がランダムで決まりますから……相手が〈火〉属性になっていると、目も当てられない状態になりますよ？（一同笑）

ＧＭ：ハードモードだと、【ＨＰ】も[image: 200]点以上ありますから、一撃で倒たおすのは難むずかしい。全員が全力で戦う必要があるかと。

イナッシー：なるほど。

ムイ：あたしは遠えん距きよ離りからも攻撃できるようになりましたから、エンゲージは、最大で三つに分けられるとは思います。敵と一緒のエンゲージがあって、そこから５メートルのところにあたし、さらに５メートル離はなれた位置に魔法攻撃の人、とか。

カガリ：攻撃は《アフェクション》で耐たえて、敵を削けずるしかないかな？

ＧＭ：あとは、回かい避ひにフェイトをつっこんで、何とか回避するとかかな。

イナッシー：何とかなりそうな気がしてきた！

カガリ：ギルドサポートの《蘇そ生せい》か《限げん界かい突とつ破ぱ》があれば、かなり戦闘が楽になるんですけどね……。

ＧＭ：防御力が高いので、《限界突破》があれば、少し楽になるだろうね。でも、皆さんの【ＨＰ】以上のダメージが飛ぶ可能性もあるから、《蘇生》はあまり役に立たないと思う。……どちらにしろ、《デバッグモード》を切ってしまいますから、ギルドサポートも使えなくなるけど（笑）。

ノアル：そうですよね～……。

カガリ：理力符ふを使って、武ぶ器き攻撃のダメージを、スモールドラゴンの対たい抗こう属性の魔法ダメージに変更すればいいんじゃないですか？

ＧＭ：理力符はシーン終了まで持続するから、それもありだ。他に何かプランはある？

イナッシー：シナリオをキャンセルする……のは、できなかったんだよな？

ＧＭ：はい。シナリオをクリアして、ギルド解散のフラグを立てるしか道はない。

イナッシー：ギルドに新しいメンバーを加入させるとか……。

ＧＭ：第一話でシナリオのフラグを立てた、この四名以外は、現在このギルドに加入できないみたいだね。

カガリ：《デバッグモード》を解除した状態で、スモールドラゴン戦に挑いどまないと、勝ってもそのあとに、三つ目のシナリオが自動的に受領されてしまうんですよね？

ＧＭ：はい。だから、スモールドラゴン戦を開始する前に、《デバッグモード》を解除しておく必要がある。

カガリ：スモールドラゴンを倒した時に、ＰＣのうち誰だれかひとりでも生き残ってればＯＫ？

ＧＭ：はい。

カガリ：イナッシーにはひとりギルドとかになってもらって、他の人は他の人でギルドを作るとかはあり？

ＧＭ：はい。

イナッシー：ああ、いくつもギルドがあれば、ギルドサポートはいくつも使えるのか。

ＧＭ：ギルドサポートの効こう果かを受けられるのは、そのギルドに所しよ属ぞくしているメンバーだけですけどね。長期的な成長を視し野やにいれるなら、ギルドの加入人数が少なければ、ギルドの成長が遅おそくなるので、少人数ギルドはあまりお勧めできないけど……この辺は、今回は、気にしなくてかまいません。

イナッシー：……あ、わかった！




　ここで、ＧＭの意図に気がついたイナッシー。




イナッシー：つまり、オレはひとりでギルドを保ほ持じして、他の三人でギルドを組んでもらえば、他の三人は《蘇生》とか使えるようになるってことだな？

ＧＭ：そのとおりです。もっとも、その場合はイナッシーだけは《蘇生》の効果を受けられません（笑）。

イナッシー：オレが倒たおれていても、他の誰かが立ってればＯＫなら、いいんじゃない？

ＧＭ：そうですね。イナッシーが倒れていても、スモールドラゴンさえ倒れていれば、四名全員がシナリオはクリアとなる。ただし、この世界から脱だつ出しゆつするためには、テストギルドを解散する必要があるから、ギルドサポートを受けられないイナッシーだけは置いていく……という手段は使えない。

イナッシー：つまり、オレはひとりギルド、他の三人で別のギルドを作る。スモールドラゴン戦まではオレが《デバッグモード》で無む双そうしてカタをつけて、そのあと、《デバッグモード》を切って……スモールドラゴン戦は、ギルドサポートが効果を発はつ揮きする他の三人に任まかせる、というのがアリってことだな？（一同笑）

ＧＭ：そうなるね（笑）。

カガリ：イナッシー、素晴らしい自じ己こ犠ぎ牲せいだ！

イナッシー：（渋しぶい声で）元はといえば、オレがまいた種……。オレが、けじめをつけるべきだろう？（一同笑）

ムイ：イナッシーさん、すばらしい勇気です（笑）。

カガリ：でも、ギルドを組めるのはシナリオ中一回だけですよね？　そうでないと、ギルドサポートを使い切ったら、メンバーを変えてまたギルドを組んで、新しいギルドサポートを取って……ということができちゃいますから。

ＧＭ：そうだね。シナリオ中一回だけだろう。そうでないと、悠ゆう羅らさんが怒おこってしまう（一同笑）。

イナッシー：よし、覚かく悟ごを決めたぞ。みんなにはギルドを抜ぬけてもらって、別のギルドを組んでもらう！　そして、ふたつのギルドで協力し合って、このシナリオをクリアしようじゃないか！

カガリ：あっ、ダンジョンに入る前に、古代の衣は脱ぎますよ！　我々は《デバッグモード》の対象から外れますからね！（笑）

イナッシー：オレは戦闘不能になる覚悟で、古代の衣を着たまま突入するよ。ちょっとでもダメージを多く与あたえたいから。

カガリ：私は、防御力が生死の差を分けるから、古代の衣を脱ぬいで、妖よう精せいのチェインメイルに着き替がえておきましょう。

ムイ：そうですねー。

カガリ：《アフェクション》とかでダメージをしのぐこともできるから、スキルで守ってもらう前ぜん提ていで、戦士や魔ま法ほう使つかいは、古代の衣を着ておくのも手だよ。そうすると、２ラウンド分合計で40点ダメージが上がる。敵の【ＨＰ】が[image: 200]だった場合、四分の一を削けずれることになるから、かなりでかいですよ。

ムイ：あたしはあんまりダメージを上げられない……。でも、古代の衣を着たままの方が面白いから、そのままで行こうかな。

ノアル：わたくしはどうしましょう？

カガリ：《バタフライダンス》を持ってるから、回避する目にかけて、古代の衣を着たままでもいいですよ。

ＧＭ：とにかく、スモールドラゴンはダメージが大きいからね。

ノアル：……重量問題が解決しないから、古代の衣のままにしようかな（一同笑）。

ＧＭ：カガリだけでしたね、妖精のチェインメイルになったの（笑）。

ノアル：耐たい毒どく符は買っておきますね。

イナッシー：クリスタルブレイドを大量に買っておいて使うってのはどうだ？　無む属ぞく性せいの魔法ダメージな上に、攻こう撃げき力りよくも結構でかいよ？

ＧＭ：皆さんが取得している《アームズマスタリー：～》とクリスタルブレイドの種別が一いつ致ちしないので、持っていってもしょうがないかと。

カガリ：それに、使ったあとに壊こわれるから、《ウェポンチェンジ》とかを持っていないと、次の武器を構かまえるまでに時間がかかってしまいます。

イナッシー：ああ、そうかぁ。それじゃあ、しょうがないな。

ノアル：わたくしは《ウェポンクリエイト》があるので、わたくしが使うのはありだと思います。１ラウンド目はクリスタルブレイドを使って、２ラウンド目に《ウェポンクリエイト》で鞭むちを作製、３ラウンド目にもう一本の鞭を作れば……。

ＧＭ：ムーブアクションかマイナーアクションを使えば、武器を取り出すことができるから、その場から移い動どうしなければ、ムーブアクションで携けい帯たい品ひんの鞭を取り出し、マイナーアクションで《ウェポンクリエイト》を使えば、２ラウンド目で両手に鞭を持つことができるね。ただし、携帯品は重量がかかるので、注意だ。

ノアル：（計算して）……持てます。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：では、アイテム購入も終わったようだし、ノアルたち三名のギルドについての相談をしよう。まず、ギルドサポートは何を取る？

カガリ：《限界突破》と《限界突破Ⅱ》だな。物理ダメージは追加ダメージがくるから、《蘇生》を取ったところで、意味をなさない気がして。

ＧＭ：《目利き》があると、スモールドラゴンからいいアイテムを入手できるよ（一同笑）

カガリ：次のシナリオがあるなら考えますけどね？　ありませんからね？（笑）　……爪つめによる攻撃の時、追加ダメージはどれくらい来ます？

ＧＭ：ルールを正しく適てき用ようすると、２回追加ダメージが来くる。武器攻撃で１点でもダメージがくると、追加で５×ＳＬ点のＨＰロス。ＳＬは１なので、実じつ質しつ６点のＨＰロス。

カガリ：つまり、６点より多く【ＨＰ】を残しておかないといけないのか……だったら、妖精のチェインメイルを着てた方がいい。

ＧＭ：それで、ギルドサポートは《限界突破Ⅰ》と《限界突破Ⅱ》でいい？

カガリ：《ギルドシンボル》……は、これひとつしか持って行けないから、やめよう。《限界突破》は？

ＧＭ：《限界突破》が１レベル、《限界突破Ⅱ》が２レベルなので、両方持って行ける。なお、今作成したギルドになるので、ギルドレベルは１、取得できるギルドサポートは２個こ、そして、皆さんのレベルが３なので、３レベル分のギルドサポートを持って行ける。

カガリ：《限界突破Ⅰ》と《限界突破Ⅱ》がいいと思います。

ノアル：そうですね。

ムイ：うん。

ＧＭ：ギルドリーダーは誰にする？

ノアル：責任を取って、カガリさんになってもらいましょう？（笑）

カガリ：わかりました（笑）。

ＧＭ：ギルド名は？

ムイ：〝イナッシーを助けろ〟とか〝ありがとうイナッシー〟とかどうでしょう？（一同爆笑）

カガリ：〝ありがとうイナッシー〟はいいですね！（笑）

イナッシー：オレ、このシナリオで死ぬみたいだ（笑）。




　確かに死亡フラグっぽい。




ＧＭ：それでは、ギルド名も決まったので、ここでシーンを終了しよう。







◆Middle04◆ありがとうイナッシー




　あらためてギルド名を〝ありがとうイナッシー〟とした一行。

　一度グランフェルデンの町へと戻り、新たなシナリオを選せん択たくすることにした。

　これもまた、《デバッグモード》で発生したバグを修しゆう正せいするためである。




ＧＭ：では、グランフェルデンの町で、「実はドラゴンの卵をゴブリンに盗まれたのです。ヤツらはきっと卵でなにか悪さをするに違いありません」という話を聞きます。

カガリ：リターンマーク、リターンマーク、リターンマーク。

ノアル：急げーって、イベントを早送りに（爆笑）。

ＧＭ：「ゴブリンのボスが……ドラゴンの卵を摑つかまえて……ちゃんと……だから最初に……してくれる」

ムイ：意味がわかりません（笑）。

カガリ：シナリオクリアを急いでいると、よくこうやってイベント飛ばしたりしますよね。

ＧＭ：そして、「のんびり攻略するとドラゴンの卵は孵かえってくるかもしれません。ゴブリンテイマーのせいであなた方に攻撃してくるかもしれないので、気をつけてください」ということを言われます。

イナッシー：あー、なるほど。最後の敵が、生まれたばかりのドラゴンになるってことを教えてくれるわけですね。

ＧＭ：そうです。

ノアル：そしてハードモードだと、孵化してすぐスモールドラゴンになっちゃう？

ムイ：そうみたいですね。

イナッシー：では、イベントが終わったら、次に行こう。

ＧＭ：では、ゴブリンのダンジョンに到着します。

イナッシー：じゃあね、オレが先頭を行くから。【ＨＰ】と【ＭＰ】は回復できるけど、フェイトは温存でお願いします。

一同：おーっ！




　イナッシー無双───。

　ダンジョン攻略は、ひとことで言い表わすことができた。

　だがそれは、《デバッグモード》の、最後の花火ともいえる輝きだった。




ＧＭ：さすがにイナッシーはボロボロになったねぇ。

イナッシー：はい。

ＧＭ：では最後。倒されたゴブリンリーダーが、皆さんの前にがっくし膝をついています。

イナッシー：卵はどこだ！

ＧＭ：ゴブリンリーダーが「隣となりの部屋だ」って答えます。部屋の奥には、ちょっと大きめの扉があります。

イナッシー：近づくと？

ＧＭ：扉の前に「扉に入りますか？　イエス／ノー」というメッセージが浮かぶ。

イナッシー：ここで《デバッグモード》をオフにすればいいのかな？

ＧＭ：はい。『ＡＲＯ』内のシナリオ上はここでシーンが変わるので、《デバッグモード》をオフにできますね。

イナッシー：よし、ありがとう《デバッグモード》、さようなら《デバッグモード》。オフのボタンをポチっ！

ＧＭ：きゅいーん。

イナッシー：あー。

ＧＭ：しゅるしゅるしゅる……。

イナッシー：オレ、消滅したりしませんか？

ＧＭ：いや、そんなことは起こりませんよ（笑）。

イナッシー：ほっ。

ＧＭ：【ＨＰ】と【ＭＰ】がキャラクターシートに書いてある数字に戻ります。現在値は回復しないけど、元の数字より高いよね？

イナッシー：余裕です。

ＧＭ：じゃあ、レコードシートに改めて書き写しておいてください。

イナッシー：34の、53と。

ＧＭ：次に、所持金が〇Ｇになります。

ノアル：きゃーっ！

ＧＭ：アイテムは消えないですから、ご安心を。

イナッシー：はい。

カガリ：全部アイテム買っておけばよかった！

ノアル：そうだね。

ムイ：すっごい高いの買っといて、あとで売ればお金残ったのに。

ＧＭ：いやまぁ、どう考えてもこの後、サーバーメンテナンスとか行なわれて、すべてのデータは消えるよ。成長点も、お金も。次に『ＡＲＯ』にログインした時は、また１レベルの初期キャラクターから始めないといけない。

イナッシー：あー、そうだねー。

カガリ：データは消えても、思い出は残りますよ。

ムイ：かっこいい！（笑）

ノアル：イナッシーの活躍は、わたくしたちの心の中に残りますから。

イナッシー：よし…………、いやー、でも、ほんとにねー、ドラゴン倒せるかな。負けると、『ＡＲＯ』のプロジェクトそのものがたいへんなことに……。

カガリ：がんばって、イナッシー。

ノアル：そうそう。

カガリ：パーティのデータを見るとね、〝がんばれイナッシー〟ってギルドがキミを見ていますよ。

イナッシー：そうだ。

ノアル：〝がんばれイナッシー〟じゃないですよ。〝さようならイナッシー〟でしょ。




〝ありがとうイナッシー〟である。




ムイ：そうだ、〝ありがとう〟だ（笑）。

ノアル：あははは、〝さようなら〟しちゃダメだよね（笑）。

イナッシー：オレだけギルドサポートないから、〝さよなら〟しそう（爆笑）。

ＧＭ：でも、あなたがクリアしないと、ギルド解散できないですから。

イナッシー：そうか。よし、がんばろう。

ＧＭ：では、行きますか？

カガリ：ちょっと待ったー。ここでちゃんと回復して行かないと！

ＧＭ：はい、どうぞ。




　持てる限り持ってきたポーション類を使う。

　四人はほぼ完全に回復した。




イナッシー：では、扉を開けて、奥の部屋へ行きます！

一同：おーっ!!

ＧＭ：はい、ここでシーンは終了です。
















　　　ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆ドラゴンの赤ちゃん




〝イナッシー無双〟のおかげもあって、一同は、ドラゴンの卵たまごが保管されている部屋の扉とびらの前に到達した。

　あとは、部屋の中で子供のドラゴンと決戦し、シナリオをクリアするのみ………。




ＧＭ：では、キミたちは先に進むべく扉を開きました。

イナッシー：おう。

ＧＭ：すると、扉がギギギと軋みをあげて開きます。中には、ドラゴンの卵が見える。

ノアル：おや、まだ、卵が孵化する前ですわ。

ムイ：今のうちに卵を取り戻せば、スモールドラゴンとの戦いを避けられます？

ＧＭ：いや、ここはもう手遅れ。ＭＭＯでよくあるムービーシーンと思ってください。

カガリ：ムービーシーンきたぁ───っ！（笑）

ＧＭ：扉が開いていく中、そこでさっきイナッシーに倒たおされたゴブリンリーダーがむくっと顔を上げます。

ムイ：なに!?

ＧＭ：「馬ば鹿かめ、罠わなにはまったな。その砂すな時ど計けいの部屋は時が早く過よぎるのだ」とゴブリンが叫びます。

イナッシー：な、なるほど。つまり、オレたちは、そのドラゴンが孵化し、成長していくムービーを見てから、戦闘をするわけか！

ノアル：確かに、ＭＭＯのムービーシーンっぽいかも（笑）。

ムイ：そこまでこだわらなくても（笑）。

ＧＭ：そういうのが大事なんだよ！（笑）　ゴブリンリーダーは「ドラゴンパピーはすでに成長しておる！　お前らはヤツに喰われる運……め…い」と言って事切れます。

ノアル：何ですって！（[image: ↑]ノリがいい）

ＧＭ：するとパリパリと卵にひびが走り、めきょりとドラゴンの幼生体らしき生物が姿を見せると、そいつはドラゴンパピーの姿をとり、さらに大きくなって一声吠ほえます。




「あんぎゃー！」




ＧＭ：キミたちの前には、成長を遂げたスモールドラゴンがそびえ立ちます。〝スモール〟といっても、皆さんを余裕で見下ろす巨体です。

イナッシー：ああっ。ここでスモールドラゴンとやりあうのは知ってたけど（笑）。

ムイ：お、おっきいんですよね。

ノアル：ええ、よくも成長したものですわ。

ＧＭ：さて、そのスモールドラゴンは、キミたちの目の前、５メートルの位置に居いて、すぐにでも襲おそい掛かってくる状態で、戦せん闘とうが始まります。

イナッシー：はい。ということで……。

ＧＭ：まず、命より大切な、属ぞく性せい決定。

イナッシー：そうですね。

ノアル：あっ。

ＧＭ：〈地〉、〈水〉、〈火〉、〈風〉、〈闇やみ〉、〈光〉、ですよね。

ムイ：〈闇〉か〈光〉になると、よくない結果なんですよね。

カガリ：そうですねぇ。さっきも話に出たとおり、そのふたつの属性は、理力符で、対抗属性にできないですからね。

ムイ：一番いいのは。

イナッシー：〈水〉。

ムイ：イナッシーさんの魔法は〈火〉属性ですからね。

ＧＭ：ＧＭとしては、理力符が効かないと、ピンチ感があって面おも白しろいんですけど。

ノアル：やー……。

ムイ：やー……。

イナッシー：やー……。

ＧＭ：みんなで「やー……」って言うぐらいには、絶ぜつ望ぼう感が漂う結果になるでしょう（笑）。

イナッシー：しかし、ここは覚悟を決めて………振ふってよろしいですか。

ＧＭ：はい。順番は、〈地〉〈水〉〈火〉〈風〉〈光〉〈闇〉です。

イナッシー：２を出せば〈水〉でいいんですね。

ムイ：５と６が出と最悪。

イナッシー：はい。……（ダイスを振ふる）………３。




　イナッシーの振ったダイス目は３。すなわち………。




一同：〈火〉かぁ───っ！

ムイ：最悪の〈光〉と〈闇〉は免れましたね。

カガリ：だが、その次ぐらいに悪い。

イナッシー：オレの魔法は、〈火〉属性だから、この属性の敵に攻撃すると、【魔法防御力】が二倍されてしまう。

ムイ：あれ、理力符で属性を変更できるんじゃ？

カガリ：理力符で、それができるのは、武ぶ器き攻撃だけなんです。

イナッシー：くっ、これでオレはこの戦闘で、大幅な戦力ダウンだな。

ＧＭ：ほら、だからこれ、稲いな垣がきさんに振ふらしてあげたかったんですよ。他の人が振ると、いろいろ遺い恨こんが残るんで。

イナッシー：うおおおおっ！　確かに自分のダイス目だから、文句のつけようがない！　なんてこった！（一同爆笑）

ムイ：ほ……ほら。でも、おかげであたしたちはあんまり問題なく戦えますから。

ノアル：そう、わたくしたちが、万全に戦えるのも王子のおかげですわ！

カガリ：ありがとう、イナッシー！

ムイ：ありがとう、イナッシー！

ノアル：ありがとう、イナッシー！

イナッシー：お、お♪　女の子たちからこんなに感謝されるなんて！　オレは、みんなの犠ぎ牲せいになれて、幸せだぁぁぁぁっ！（一同爆笑）

ノアル：犠牲になれて幸せ……。なるほど。王子は、戦闘に役に立たなかったらかばう要員にみずから立候補するとおっしゃってるのですわ。

イナッシー：そこまで言ってねぇぇぇぇぇっ！（一同爆笑）

ＧＭ：じゃ、まあ決まるべきことも決まりましたんで、戦闘を始めましょう。

一同：はーい。




●第１ラウンド

[image: ]

▼行動値ち

　スモールドラゴン　　　　13

　ノアル　　　　　　　　　10

　イナッシー　　　　　　　８

　カガリ　　　　　　　　　６

　ムイ　　　　　　　　　　６




ＧＭ：では、まずはセットアッププロセスから。スモールドラゴンは何もなしです。

イナッシー：じゃあ、一応《エンサイクロペディア》を使おう。（ダイスを振る）達成値は18！

ＧＭ：スモールドラゴンの識しき別べつ値は18なので成功。イナッシーはこのドラゴンについて知っています。

イナッシー：お。

ＧＭ：分類はもちろん竜。属性は〈火〉。エネミーレベルは16。【物理防ぼう御ぎよ力りよく】の方が高いです。エネミースキルは《ブレス：火》《抵てい抗こう性せい：威い圧あつ》《抵抗性：放心》《範はん囲い攻撃：白兵攻撃》《飛行能のう力りよく》《竜の証あかし》です。《竜の証》は武器攻撃の時に追加でＨＰロスを与あたえます。

カガリ：白兵攻撃が必ず範囲で、しかもＨＰロスつき？　それはかなり大変そう。

ＧＭ：では、他にセットアッププロセスで誰だれも行動がないようなので、イニシアチブプロセスに移うつって、スモールドラゴンからの攻撃になります。

イナッシー：よし、こい！

ＧＭ：では、ドラゴンが口を開け《ブレス：火》！　ぶしゃーっ！

ノアル：それは防ふせがせてもらいますわ。青いバラをヒュッと投げると、それがパリーンと弾はじけて《ブレス：火》を消しよう滅めつさせます。《インタラプト》！

ＧＭ：なるほど。では、目の前に飛んできた青いバラにドラゴンは驚おどろいて、《ブレス：火》をつい止めてしまいます。

カガリ：（ドラゴンになって）ドキン！　もしかして、これって恋こい？

イナッシー：オレはドラゴンと婚活したいわけじゃねぇぇぇぇっ!!（一同爆笑）

ＧＭ：まぁ、そういうこともあるということで（笑）。で、次はノアル。

ノアル：はい。ムーブアクションでスモールドラゴンにエンゲージして、マイナーアクションで理力符を使います。属性は〈水〉です。そして、いつもはバラを出すところを、なぜか両手剣けんを持って構えています。これは王子から預あずかった大切なクリスタルブレイド。

イナッシー：そう。オレの金で買ったね。

ノアル：そうでございます。では、いきますわ。（ダイスを振る）あ、ちょっと低い？　命中で19です。

ＧＭ：いや、こちらはクリティカルのみです。しかし、ここでクリティカルを出せば……（ダイスを振る）出ない。ダイス目は１と２で失敗。

ノアル：きっと、ドラゴンがわたくしにときめいてくれたからですわ。

ＧＭ：き、きっとそうですよ。スモールドラゴンがノアルにときめいたんですよ。「キミのためなら死ねる」って！（一同笑）

ノアル：ドキーン、みたいな？

ＧＭ：そうそう。

ノアル：じゃあ、ここで《ピアシングストライク》を使います。

ＧＭ：え？

ノアル：固こ定てい値ちが60で……。

ＧＭ：かなり高いね。

ノアル：はい。クリスタルブレイドが40で＋20されますから。それに＋４Ｄです。それとダメージは〈水〉属性の魔法ダメージになります。これで【魔法防御力】は０になるはず。

ＧＭ：ですね。

ノアル：じゃあ、ダメージ……の前に、王子、わたくしに素す敵てきな言葉を掛かけてください。

イナッシー：素敵な言葉？　オレ、そういうの弱いんだよね。

ノアル：どきどき（笑）。

イナッシー：えー、じゃあ、まあ、その……オレのために、がんばれ！

一同：…………。

カガリ：素す敵てきじゃね～（一同爆笑）。

イナッシー：え～～、これでも精せい一いつ杯ぱい言ったんだよ（一同笑）。

ノアル：そのお気持ちだけでも、嬉しいですわ。それでは、わたくしの王子への気持ちをここで表わしたいと思います。

イナッシー：ありがとうございます。

ノアル：うらっ！（超気合いを入れてダイスを振る）

カガリ：ダイス目で表わすのかよっ！（一同爆笑）

ノアル：12？　うーん、気持ちは半々ってところですわね。

ＧＭ：まあまあの気持ちってところですね（笑）。

ノアル：ということでダメージは76点。〈水〉属性の魔法ダメージですわ。

ＧＭ：76点を素す通どおしかっ!?　クリスタルブレイドはスモールドラゴンの分ぶ厚あつい鱗うろこをやすやすと貫つらぬきます。うーん、ノアルの気持ちはさておき、結構強いね、これ。

ノアル：うん。でも一回使ったら壊こわれちゃうんですよね。

ＧＭ：それでも十分な威い力りよくですよ。次はイナッシーの番。

イナッシー：はい。では、ムーブでエンゲージから離はなれて、マイナーで《エキスパート》、メジャーで《ファイアボルト》＋《リゼントメント》で攻撃！

ＧＭ：全力攻撃ですね。

イナッシー：はい。うおおおお！




　イナッシーの掌の上に生じた魔法は、彼が念じる都度に成長───豪炎となり、スモールドラゴンへ向けて突進していく！




カガリ：これがイナッシーパワー（一同笑）。

イナッシー：喰らえ～（ダイスを振る）魔ま術じゆつ判はん定ていは25！

ＧＭ：おおー、これはもう回かい避ひはクリティカルのみ。（ダイスを振る）出ない！

イナッシー：よし！　ここで《マジックフォージ》を使って、さらにダメージ＋４Ｄ。そして、フェイトも３点使う！

ＧＭ：おー、全力ですね。

イナッシー：はい！　でも、これで相手の属性が〈火〉じゃなければ……（一同笑）。

ノアル：悲しいですわね。

イナッシー：うん、とっても悲しい（笑）。だが、そんなことではめげずに……（ダイスを振る）10、20、30、40のダイス目で43！　これに《リゼントメント》で＋30で88点！

カガリ：おお、すげぇ！

ノアル：お、強い。さすが、王子ですわ。

イナッシー：これに古代の衣ころもの効こう果かで[image: 108]点！

ＧＭ：おー、[image: 108]。

一同：強ぇじゃん！

イナッシー：でも、〈火〉属性なんで、敵の【魔法防御力】は２倍（笑）。

ＧＭ：いや、それでも76点のＨＰダメージを受けます。

イナッシー：おおっ！　これは倒たおしたか？

ＧＭ：データどおりだと、これでそろそろ瀕ひん死しなんですが、ハードモードなのでスモールドラゴンはまだ死なない（笑）。では、次はムイとカガリ。

カガリ：じゃあ、先に私わたしからいきます。ムーブでエンゲージして、マイナーで理力符、そしてメジャーで《バッシュ》。（ダイスを振る）命中は16です。

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメ。これも避よけられない。

カガリ：では、遠えん慮りよなく（笑）。（ダイスを振る）37点の〈水〉属性の魔法ダメージ。

ＧＭ：カガリのメイスをバシッと喰らいましたが、ハードモードのスモールドラゴンなのでまだ死にません。しかし、対抗属性のダメージは痛い。理力符はちょっとひどい（笑）。

ムイ：あたしたち、まだレベル３だけど、金にものを言わせて強いから（笑）。

イナッシー：そうですね。

ＧＭ：ほんと、チートだよね、これ（一同笑）。

ムイ：じゃあ、最後にあたしが攻撃します。ムーブアクションで《アームズレンジ》使用しますので、これでエンゲージしなくても白兵攻撃ができます。マイナーアクションで理力符で〈水〉属性の魔法ダメージに変えて、メジャーアクションで《バッシュ》と《ボルテクスアタック》を使用します。で、命中にフェイトを２点使っとこうかなぁ。

カガリ：うん、使った方がいいと思うよ。《ボルテクスアタック》宣せん言げんしたので。

ノアル：当てに行く感じで。

ムイ：（ダイスを振る）命中は30です！

ＧＭ：そして、娘むすめに決して甘あまくしない父親のクリティカルがここで炸さく裂れつ──。

ムイ：しない！

ＧＭ：（ダイスを振る）うん、しない（一同笑）。

ムイ：じゃあ《スラッシュブロウ》を使用します。（ダイスを振る）あ、ダイス目が低い。何で１が四つも出てるのっ!?

ノアル：大丈夫、《ボルテクスアタック》があるから。

ムイ：そ、そうですよね。えっと……89点の〈水〉属性の魔法ダメージです。

ＧＭ：ずばっと斧で切られたぁー。これはそろそろ危あぶない……かな。（計算中）いや、大丈夫。まだ、倒たおれない。よかった、まだ攻撃できるぞ（笑）。




●第２ラウンド

[image: ]

▼行動値

　スモールドラゴン　　　　13

　ノアル　　　　　　　　　10

　イナッシー　　　　　　　８

　カガリ　　　　　　　　　６

　ムイ　　　　　　　　　　６




ＧＭ：では、第２ラウンド。まずはセットアッププロセスから。

ノアル：あ、わたくしたち、《限げん界かい突とつ破ぱ》を持って来てましたよね？

一同：……あっ！

カガリ：そういえば、さっき宣言してなかったね。もしかし、さっき使っていたらスモールドラゴン倒たおせた？

ノアル：うん、理力符があったからね。倒せたかも（笑）。

カガリ：でも、終わってしまったものは仕方ない。ここで使いましょう。

イナッシー：了解。だけど、オレは別のギルドなので、《限界突破》の恩恵は受けないんだよねー。

ＧＭ：ええ。というわけで、イナッシー以外の三人は、すべての判定に＋１Ｄ、ダメージロールに＋４Ｄ追加されます。そしてスモールドラゴンの番。今回は嚙かみつきで攻撃。《範囲攻撃：白兵》が３レベルあるので、エンゲージしているカガリとノアルにがぶりと嚙み付いてきます。（ダイスを振る）命中は28！

カガリ：28？　３Ｄ＋５じゃ避よけられないなあ。ノアルは？

ノアル：４Ｄ＋６ですわ。

カガリ：４Ｄ＋６ってことは４Ｄで22？　やっぱり無理か……。

ノアル：えっと、フェイトを２点使って６Ｄにしたら……。

カガリ：半々ぐらい……かな。

ノアル：うーん。やっぱり無理かな～。

イナッシー：じゃあ、オレが壊こわれた天使の人形を使おうか？

一同：それだっ!!




・壊れた天使の人形

　対象がフェイトを使う際に、バードのスキル《カノン》の効果を使用できるアイテム。《カノン》を使うことで、対象の判定に＋１Ｄできる。使用時にフェイトを１点消費する。




カガリ：うん、これならたぶん避けるな。

ノアル：王子………。わたくしをフェイトを使ってまで助けてくれるなんて……。

イナッシー：大おお竹たけさんを巻まき込こんじゃったのは、オレだしな。これぐらい、お安いご用さ！

ノアル：王子そんな、わたくしなんかのために……。（素すに戻もどって）ところで、これで７Ｄになるんですよね？

カガリ：切きり替かわり早っ!!（一同笑）

ノアル：よーし、がんばるぞ。うらっ（ダイスを振る）クリティカル！

イナッシー：おぉ～、よかった、よかった！

カガリ：うーん、こうなったら私も避けた方がいいかな。その方が総そう合ごう的てきには生せい存ぞん率りつが上がりますし。

ノアル：わたしが壊れた天使の人形を使ってあげます。

カガリ：助かります。じゃ、回避。（ダイスを振る）あ、クリティカル（一同笑）。

ＧＭ：え～～～～、ふたりともクリティカルっ!?




　スモールドラゴンの獰猛な嚙み付きはスカッと外れた。

　壊れた天使の人形から流れるメロディを受けたノアルとカガリが、リズミカルな足さばきで身を躱かわしたからだ。




ＧＭ：スモールドラゴンもあまりの出来事に茫ぼう然ぜん自じ失しつ状態（笑）。

カガリ：さぁ、これであとはもう、フルボッコだ（笑）。

ノアル：では、まずはわたくしから。ムーブでシュッとヘビーウィップを出して、マイナーで《ウェポンクリエイト》を使って鞭むちをもう一個こ作ります。

カガリ：ムチムチですね。

ノアル：そうそうそうそう（笑）。メジャーアクションで普通に攻撃します。《限界突破》中だから命中に＋１Ｄつくから４Ｄ＋７になります。（ダイスを振る）命中は25です！

ＧＭ：《限界突破》なんかには負けぬ！　そろそろクリティカルが出てもいい頃ころ！　えいっ（ダイスを振る）……あ。

ムイ：ファンブル！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：くー、当たりでございます。どうぞ。

ノアル：では、ここでわたくしの最後のフェイトを使います。あと《ピアシングストライク》。基き本ほんが２Ｄ、《ピアシングストライク》で２Ｄ、フェイトで１Ｄ、《限界突破》で４Ｄ。

ＧＭ：え？　そんなに増ふえるの？　では、ドラゴンはノアルの方をちらっと見て……「やべー、こっち狙ねらってきやがったー」と、ちょっと嫌そうな顔をします（笑）。

ノアル：これも王子のため……（ダイスを振る）あー、振ふるわない。１がいっぱい……。もしかして、ドラゴンさんに恋をしたのかしら、わたくし（一同笑）。

カガリ：それは変だろ！（笑）

イナッシー：もしもし？（笑）

ＧＭ：相手ＮＰＣ、相手ＮＰＣ（笑）。

ノアル：はっ、そうでしたわ。えーっと、ダメージは69点の〈水〉属性の魔法ダメージです。

ＧＭ：69点っ!?　やっぱり、理力符痛いたいわ！　次はイナッシー！

イナッシー：はい。でも、イナッシービーム、今回しょぼいです。マイナーで《エキスパート》、メジャーで《ファイアボルト》だけです。

カガリ：出で涸がらしビーム！（一同笑）

イナッシー：ビーム！　（ダイスを振る）とりあえず魔術判定は24。

ＧＭ：それはもうクリティカルのみなんで……避けるぜ～（ダイスを振る）……避けねぇぜ～（一同笑）。

イナッシー：（ダイスを振る）58点の〈火〉属性の魔法ダメージです。

ＧＭ：じゃ、26点のＨＰダメージを受けます。ソフトボールぐらいの火球がボウッと、胴部に入って、スモールドラゴンは少し揺らめいた。

カガリ：〈火〉じゃなければ、もっとダメージいったんだけどねー。

イナッシー：そうですね（笑）。

ノアル：さっきの爆ばく発はつ力りよくは……。

カガリ：彼かれの人生の最後の輝かがやき。

イナッシー：はい。もう余よ生せいです（一同笑）。

ＧＭ：ということで、では残りのおふたりどうぞ。

カガリ：じゃあ、先に攻撃しちゃうね。マイナーアクションで《インビジブルアタック》、メジャーアクションで《バッシュ》。（ダイスを振る）命中で22！

ＧＭ：今度こそ、避ける！　うりゃー（ダイスを振る）３！　避けません（一同笑）。

カガリ：避ける気まったくないやん（笑）。

ＧＭ：ダイス目が１、２じゃね（笑）。

カガリ：では、これでとどめ！　10Ｄ＋16で（ダイスを振る）……。

イナッシー：10Ｄで25？

ノアル：なんか、しょぼいですわ（笑）。

カガリ：い、いいんだよ。これでも〈水〉属性で素通しだから！

ＧＭ：うん。そうですね（笑）。でも、これじゃまだ倒たおれません。

カガリ：どうせ、私なんてこんなですよ！（一同笑）

ムイ：じゃあ、最後にあたしがいきます！　ムーブアクションで《アームズレンジ》、マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《バッシュ》。そして、あたしももう絞しぼりかすです（一同笑）。

カガリ：これで外すと、結構ピンチよ（笑）。

ムイ：え？

ノアル：次のラウンドでドラゴンの攻撃が来ますからね。

ムイ：あ……フェイトを１点使います！（一同笑）

ＧＭ：（笑）。どうぞ。

ムイ：えいっ！（ダイスを振る）25で命中です！

ＧＭ：ここで避ければ……（ダイスを振る）クリティカルはしない。回避失敗！

ムイ：じゃあ、ここで全力でいきます！　基本の２Ｄ、《バッシュ》で４Ｄ、フェイトを３点使います。残り全部です。

カガリ：それに《限界突破》で＋４Ｄ。

ムイ：はい。最後くらい、いい目が出てほしい。えいっ！（ダイスを振る）………80点の〈水〉属性の魔法ダメージです。




　ざっくり。

　大きくふりかぶったムイの巨大な斧の一撃が、スモールドラゴンを切り裂き───ついに強敵の戦意を奪いさった。




ＧＭ：80点も出れば十分だって（笑）。これでスモールドラゴンの【ＨＰ】は０に。やっぱり理力符の威力が大きかった。

カガリ：すべて金の力！（一同笑）

イナッシー：そうですねぇ。

ＧＭ：では、ムイの一いち撃げきでスモールドラゴンは「ぶぎゃー」と言って倒れて、ひゅるひゅるひゅるひゅるひゅる～っと小さくなって、ドラゴンパピーになります。

ムイ：あら、可愛かわいい。

ＧＭ：これを村に連れて帰って、シナリオクリアです。
















　　　ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆さらば、冒険の大地よ




　こうして、ドラゴンの赤あかん坊ぼうを回かい収しゆうすることに成功したイナッシーたち。

　シナリオクリアのフラグも確認した。

　あとはギルドを解散すれば───リアル世界が待っているはずだ。




ＧＭ：なかなか面おも白しろい戦闘だった（笑）。

ノアル：アイテムが、というか金の力がすごかったですわ！　特に壊れた天使の人形（笑）。

イナッシー：いやぁ、確たしかに。

カガリ：理力符もいい仕事をしましたね（笑）。

ムイ：３レベルでやった感じがしないです。

ＧＭ：というわけで、ここからエンディングフェイズに入ります。

一同：はーい。

ＧＭ：ちなみに、ここからシナリオクリアのムービーシーンが始まるわけですが（笑）。

イナッシー：そういうの飛ばしていいですから（笑）。

カガリ：イナッシーは、早くログアウトしたそうだ（笑）。

ＧＭ：ではキミたちが、クリア後のムービーを飛ばしてどんどんシナリオのイベントを進めると、「ありがとうございました」という感謝のメッセージと「シナリオ２、終しゆう了りよう」という文字列が空中に表示されます。

ノアル：シナリオクリアフラグが立ったところで。

イナッシー：あ、はい。

ＧＭ：ぎゅいーんと、何かこう、不気味な音がしたような気がする。

イナッシー：ギルドを解かい散さんします。

ノアル：イナッシーひとりのギルドを。

イナッシー：そうそう、ひとりだけど、解散しよう！

ＧＭ：すると、確認のメッセージが出てくる。『この解散をすると、ギルドの財ざい産さんも掛かけた経けい験けん点もすべて消えます。巻まき戻もどすことはできませんが、よろしいですか？』

イナッシー：はい。やっぱりね、ズルはよくなかった。

ノアル：反省しよう、みたいな。

イナッシー：ゲームはね、ズルしないで楽しくやろう、というのを心に誓ちかいながら。

ＧＭ：「イエス」って押すと、『あなたの血と汗あせと涙なみだがすべて消えるんですよ？　本当にいいんですか？』って、菊きく池ちさんの笑顔がぷぅって出てくるんだよ。

カガリ：出なくていいからっ!?（笑）

イナッシー：どんな笑顔が表示されようと、爽やかな笑顔で「はい」のボタンを押します。……そうさ、ここでギルドが消えても、成長点が無駄になろうと……仲間と共に冒険してきた事実は、思い出は──決して消えることはないから！（[image: ↑]やり遂げた男の笑顔）

ＧＭ：『最善は尽くしますが思い出も消えたらすみません』

イナッシー：ええ……っ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：『冗談です』

イナッシー：性格の悪いシステムメッセージだっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：ともかく、これでデータは消去されます。ぷしゅ～……ギルドはなくなりました。

イナッシー：さよなら、我がギルド──。

ノアル：あの、ほんとにメンバーの記き憶おくが消えたりは……？

ＧＭ：いえ。現げん実じつ世界の人間に影響するようなことはありません。

ノアル：あ、ホントに大だい丈じよう夫ぶなんですね。記憶を失ったみんなが、再びオンラインで出会うというエンディングが来るかと思いました（笑）。

ムイ：あたしも（笑）。「この人たち、前に一緒に冒ぼう険けんしたことがあるような……」ってラストになるのかと（笑）。

ＧＭ：『アリアンロッド・オンライン』はヴァーチャルではありましたけど、ただのＭＭＯなんでそのような特殊なことは起こりません（笑）。

カガリ：みんな現実に帰って行くんだな。

ＧＭ：そう、人々は現実の生活に戻っていくだけ。ふと、周囲を見回せば……「おい、システム復旧したっぽい！」「やったー、ログアウトできるぞー」「やべー、レポートの提出が明日の朝なんだよ」「俺、落ちるわ！」……方々でそんな声を上げていますね。

カガリ：はー、やれやれですね（笑）。

ＧＭ：そしてゲームから解放された人々が、徐々にログアウトし始めて───。

イナッシー：やー……酷ひどい目に遭あったねー。またねー！

ＧＭ：（笑）。イナッシーの声に、キミたちに救われた人たちが手を振ふりながら、「じゃあ、また！」と、ひとり……またたひとりと消えていく。

イナッシー：ああ、これで世界に平穏が戻った───（満足げな笑顔）。

ＧＭ：……そう、世界は救われたのだ。

イナッシー：我われ々われの手で救った……そんな達成感が心に広がっていきます。

ノアル：それにしても……世界の首しゆ脳のうたちもこうやって遊んでくれるゲームがあるっていうのは、なんかすごいですね。

イナッシー：ええ。富士見書房の編集者として、「このゲーム、大ヒット間違いなしだぜ！」と確信しますとも、ええ（笑）。

ノアル：編集者みずからが《デバッグモード》で検けん査さしたかいがありましたわね？

イナッシー：ほんとですよ！　すげぇデバッグしまくったような気がする！

カガリ：むしろ、我々がバグのような存在だったけど……（笑）。

イナッシー：とにかく、現実に戻って今回の報告をしなければ……。

ノアル：そうですね、日常の仕事に戻るんですよね。（いきなり笑顔で）ところわたくし、問題の菊池たけしさんの原稿が上がっていることを、祈っていますわ？

カガリ：……………。

イナッシー：ああっ、そうだった！　でも、菊池先生ならもうとっくに原稿なんかあがっているさ！（[image: ↑]このセッションで最高の笑顔）

ノアル：あがっているさ！

ムイ：あがっているさ！（一同爆笑）

カガリ：……………………。

イナッシー：とりあえず、菊池さんにメールを送りましょう。送れます？

ＧＭ：送れますよ、もちろん。

カガリ：そうそう、まちがいなく遅れますよ。

イナッシー：…………。

カガリ：…………。

イナッシー：あの、カガリさん。今、なんか「おくれます」のニュアンスが、私が望むものとはおぞましくちがったような気がします。

カガリ：───……イナッシー。いや、ドラゴンブック副編集長・稲垣さん。

イナッシー：なぜカガリさんが私の本名をっ!?（一同爆笑）　あ、そういえば、私が編集者だって教えてましたね。ああ、びっくりした、ははははは……と、悪い予感から背を向けます。

カガリ：私は、稲垣さんに言わなければならないことがあるのです。そしてあなたは、編集者として聞かなければなりません……っ！

イナッシー：ほ、ほう……っ！

カガリ：というわけで───お疲れ様でした、きくたけです。

イナッシー：…………。

カガリ：：…………。

イナッシー：きくたけさぁああ───んっ、なにやってんですかこんなところでっ!?　原稿の締め切り、もうそろそろやばいですよっ！

カガリ：いやー……クライマックス前に正体を明かして、編集者とライターがひとつの目的のために手を取り合って共闘するという個人的には熱いプランを考えていたのにね？　攻略に夢中になって、素で正体を明かすの忘れてた！　すんません（笑）。

イナッシー：そんなことは聞いてません！　マジで『ルーチェ』の原稿の入稿が……！

カガリ：ほんとのリアルの話かよっ!?（一同大爆笑）




　ちなみに、『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ　聖弾のルーチェ①』は好評発売中である。




ノアル・ムイ：（[image: ↑]爆笑している）

ＧＭ：（笑）。……では、オチがついたところで───ふいに、システムからのメッセージがキミたちの視界に表示されますよ。「……ゲームを遊んでいるプレイヤーの皆様。ただいまから、緊急メンテナンスを行なうため、ベータテストを一時中断いたします」

イナッシー：あ、まぁ当然か。

カガリ：大きなバグがあったわけですからね。

ＧＭ：「すみやかにログアウトしてくださるようお願いいたします。ご協力、誠にありがとうございました。繰り返します───」

ノアル：……終わり、みたいですわね。せっかくだからみんな、フレンド登録してくれる？

イナッシー：あ、そうだね。しよう、しよう！（笑）

ノアル：ベータが終わって、本サービスに入っても……また一いつ緒しよに遊びましょう。

イナッシー：ぜひぜひ。

カガリ：うん、その頃なら年末進行は終わってるはずだしね！（笑）

ノアル：次にゲームに入ったら、真っ先にギルドを作ってイナッシーを招待しますね。で、ギルドマスターになってもらいます。ギルド名も、もう決めました。

イナッシー：ほうほう。それは、なんという……？

ノアル：このエリンディルを救済した英雄を讃え……ギルド〝ありがとうイナッシー〟と。

カガリ：ひでえっ!?（笑）

ムイ：歓かん迎げい歓迎！（笑）

イナッシー：やった───っ！　でも………………すごい、恥はずかしい（笑）。

ＧＭ：確かにイナッシーって名前のキャラが、〝ありがとうイナッシー〟っていうギルドのギルドマスターになってるのは……超ちよう恥はずかしい。

ムイ：いいじゃないですか、こう……「あの冒険を忘わすれない」的な意味で。

イナッシー：ああ、確かにいい名前に思えてきました……（[image: ↑]なぜか超笑顔）。

ＧＭ：では、そういうことで（笑）。そしてゲーム内に表示されている時計が、この世界が一旦終わる時刻を告げようとしています。

イナッシー：ああ、終わってしまう……！（笑）

ＧＭ：では、これにて皆さんは互いに再さい会かいを約束し───。

イナッシー：ま、待って待って！　音ね々ねさん、『LINE』はやってます!?

ムイ：えぇ……っ!?（笑）

イナッシー：どこに住んでるの？　本サービスが始まる前にボクと会えない!?（一同爆笑）

ノアル：いきなりイナッシーが積極的に……！（笑）

ムイ：じゃあ、今出ている劇団のウェブサイトのアドレスを教えて、「こういうことやってるんで、よろしくお願いしまーす」って。

イナッシー：わー、舞台とかやってるんだねー、みたいな反応を……。

ムイ：お芝居、見に来てくださいねー。

イナッシー：わあい、行く行くー！

カガリ：めっちゃ軽くあしらわれてるような……（一同爆笑）。

イナッシー：ともかく、ありがとうムイさん！　楽しかったよ！

ノアル：ちょっ、大竹さんにひと言はないんですか!?

イナッシー：そうだ、そう！　大竹さんね！　ありがとう。すいません。新しい出会いにばっかりちょっと、目がいってしまってね！　大竹さんもありがとう！

カガリ：私には？

イナッシー：原稿、お待ちしております！

きくたけ：………………。

ノアル：じゃ、ログアウトしますわね。ほんと、一緒に遊べて楽しかったです。また一緒に冒険しましょう？

イナッシー：いやほんと、大竹さんが居いなかったらたぶん死んでたなー。いやー、それにしても、楽しいセッションだったなー（笑）。

ＧＭ：では、そろそろいいかな……？

カガリ：では、私から。先にログアウトして、原稿の仕上げに戻るわ。また！

イナッシー：あとで、お電話いたしますので！

カガリ：苦笑の表情のまま、その場から消えます。

ノアル：じゃ、わたくしも、と優雅な微笑みを浮かべて落ちますね。

イナッシー：はーい！

ＧＭ：では、微笑を浮かべたまま、ノアルもその場から姿を消しました。見回せば、さっきまで人でごった返していた街も、今はもうほとんど人はいません。それは、どこか祭りのあとの寂しさを感じさせるようで───。

ムイ：じゃあ、イナッシーさんがログアウトする前に、あたしも落ちますね。また、本サービスに会いましょうね。

イナッシー：おお、これは脈あり……っ！

ムイ：それまでに、稲垣さんがいい人と巡めぐり逢あえることを祈ってます。

イナッシー：一秒で脈なしになった……っ！（一同大爆笑）

ムイ：──では。

ＧＭ：そして、ムイはその言葉だけを残して消え、イナッシーだけがその場に残された。時計を見れば、時刻は一五時五九分となっています。

イナッシー：そういえば、三人の美少女キャラに囲まれていたのに、よく考えたらこれ……中身はきくたけさんに、大竹さんに、社長の娘さんだもんなー。始めから、脈がなかったってこと…………（笑）。

カガリ：俺に脈ありにされてもそのなんだ、困るが。

イナッシー：──でも、楽しかったからいいんだ。だから……。



















　世界が終わる、残り一分にも満たない時間───。

　イナッシーは、誰もいなくなった街並みを静かに見回しながら誓う。またこの街に、みんなが笑顔で戻ってきた時に再び始めるのだ、と。

　もう一度、仲間と共に冒険へと出かけ、

　ダンジョンに潜り、

　笑いあい、

　喜び合おう。




　そして、旅の中で次こそは出会うのだ。

　いまだ空席のままになっている自分の隣から、肩を寄せて微笑み掛けてくれるその人と。

　そう、絶対に出会えるはずだ。

　だって……。




「オレの青春が灰と隣り合わせのまま、ダンジョンで終わるはずがない！」




　　　　＊　＊　＊




　その強き想いと共に、最後のシステムメッセージは表示された。

「サーバーをシャットダウンします。ログアウトしますか？　［イエス／ノー」




　───▼［イエス］……………………………………「See you again someday!」








アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・オンライン




「オレの青春が灰はいと隣となり合あわせのままダンジョンで終わるはずがない」




第二話「世界の危機！」




─fin─











　　　あとがき




　おかげさまで、『アリアンロッド』も一〇周年を迎むかえました。

　今回、それを記念しましてこのようなリプレイを出させていただきました。

　お祭まつり企き画かくのリプレイではありますが、昨年Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．二〇周年記念で、これまでのキャラクター登場という企画をやってしまったてものですから、今回は〝オンライン・ゲームっぽいリプレイ〟という企画になったわけです。




　さて、『アリアンロッド・オンライン』と銘めい打うちましたこのリプレイですが、「『アリアンロッド』がＭＭＯになったらどんな感じ？」というテーマで書かれたＴＲＰＧのリプレイです。

　ちょっと複ふく雑ざつですね。

　わたしを含め、今回参加してもらったプレイヤーの中にも、ＭＭＯＲＰＧを遊んだ経験者がいます。

　まず、わたしですが『ファイナルファンタジーⅪ』その姉妹編の『ⅩⅣ』を長らく遊んでいます。

　菊きく池ちたけしが『ラグナロクオンライン』と『ウルティマオンライン』をプレイしているのは、ファンの方ならご存じでしょう。

　大おお竹たけみゆさんは『ファンタシースターオンライン』をずいぶん遊ばれていたようで、彼女の代表的なＰＣであるピアニィも、このゲームで使用したＰＣの名前が由ゆ来らいだそうです。

　ここで知識のある方から「『ＰＳＯ』はＭＭＯじゃない」というツッコミが飛んでくるのが聞こえてきます（笑）。ごめんなさい。

　ひと口に〝オンライン・ゲーム〟と言いましても、近年はたくさんのタイトルが運営されており、様々な特色があります。ＳＮＳなどを中心に、プレイされるソーシャルゲームも増えています。

　また、インターネットの発達によって、同時会話ソフトを利用したＴＲＰＧのセッションを遊ぶオンラインセッションも普ふ及きゆうしており、〝オンライン〟の〝ゲーム〟だと言えなくもない。

　つまり、インターネットを介かいしたゲームについて、正確な説明をしようとすると、かえって話がひろがって混乱してしまいかねないのです。

　本書は実在のゲームを解説するのが目的ではありません。本編に登場するのは、『アリアンロッド・オンライン』という架空のゲームだけです。ですから、その説明をするために、〝オンライン・ゲーム〟〝ＭＭＯ〟といった言葉は厳密な解説をせず、雰囲気を伝えるための単語として使用しております。

　多少の不正確さには、目をつぶっていただけると幸いです。




　ＴＲＰＧもＭＭＯＲＰＧも、楽しみ方に共通した部分がいくつかあります。

　たとえば、同じシナリオに参加したプレイヤーたちがＰＣひとりを担当してミッションに挑いどんだり、敵を倒すために相談したりする部分は共通した遊び方であると言えるでしょう。

　とにかく、ＴＲＰＧもＭＭＯＲＰＧも「どっちも面白い」ことについては、間違いありません。読者の中にも、両方遊んでいるという方は多いのではないかと思います。

　ＭＭＯＲＰＧの中でプレイヤーが集まって、ＴＲＰＧのオンラインセッションをした……なんていう話を耳にしたこともあります。

　インターネットの広がりにより、遊び方も多様になっている、ということでしょう。

　今回は、架か空くうのＭＭＯＲＰＧとしてＴＲＰＧを遊んでみようという凝った試みですが、ＴＲＰＧとＭＭＯＲＰＧ両方の楽しい雰ふん囲い気きが伝えられればと思い執筆しました。

『アリアンロッド』が発表されて一〇周年ですが、この一〇年でも技術は飛躍的に進歩し、ＴＲＰＧのセッションでも、タブレットＰＣやスマートフォンを活用しているプレイヤーは珍しくありません。また、ＴＲＰＧの技術も大きく進歩してきました。

　次の一〇年後は、どうなっているでしょうか？

　現在のところ、残念ながら『アリアンロッド・オンライン』は架空のゲームなのですが、いずれ技術が発展すれば、本書リプレイで描いたようなゲームが実現する日も訪おとずれるかもしれません。




　さて、そろそろ紙面が尽きてきましたので、最後に皆さまへ。

『アリアンロッド』一〇周年は、本書以外にも様々な催しを企画しております。

　ついては、富士見書房公式ＴＲＰＧ　ＯＮＬＩＮＥのサイトで告知していきます。

　ＵＲＬはこちら。

　富士見書房公式ＴＲＰＧ　ＯＮＬＩＮＥ

『アリアンロッドＲＰＧ』一〇周年記念サイト

　ＵＲＬ：http://fujimi-trpg-online.jp/freepage/1700




　これからもまだまだ頑張っていきますので、応援よろしくお願いします。

　それでは、またお会いしましょう。





二〇一四年七月吉日




鈴吹太郞












アリアンロッド 2E・リプレイ・オンライン




オレの青春が灰と隣り合わせのまま

ダンジョンで終わるはずがない








鈴吹太郎／F.E.A.R.
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